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社会学伝来琴
日本政府は、ポツダム宜言を受諾し、八月十五日正午に、天皇が戦争終結の詔書を放送することによって、大東Ⅲ戦争はおわった。当時、網走
け
ん
じ
刑務所で服役中であった日本共産党の元中央委員・宮本顕治（一九○八～一一○○七）は、この日の夕刻、雑役から終戦のことを耳うちされた。さ
ひ
が
し
く
侭
の
み
や
らに数日後、所内のマイクで天皇の勅諏、のことが正式に服役囚にも伝えられた。鈴木賃太郎内閣のあとを継いで東久邇宮内閣が成立した。
八
月
二
十
七
ｎ
Ｉ
連
合
軍
の
節
一
陣
が
厚
木
飛
行
場
に
到
祷
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
長
菖
同
月
三
十
、
に
剣
篇
し
た
．
九
月
一
一
Ⅱ
ｌ
東
京
湾
上
の
米
艦
ミ
ズ
１
リ
号
止
に
お
い
て
、
旧
本
金
樅
（
重
光
葵
と
梅
津
美
治
郎
）
は
、
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
。
大
束
Ⅲ
戦
争
に
突
入
し
て
、
約
三
年
八
ヵ
月
の
あ
い
だ
に
戦
争
の
災
禍
を
う
け
た
者
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
後
期
（
終
戦
）
か
ら
手
昭
和
二
十
年
二
九
四
五
）
第
六
歳
編
年
史
的
に
み
た
日
本
社
会
学
昭
和
後
期
（
終
戦
）
か
ら
平
成
ま
で
の
概
略
昭
和
後
期
（
昭
和
二
十
年
代
～
同
兀
十
年
代
社
会
学
伝
来
考
ｌ
昭
和
の
社
会
学
〔
６
］
か
ら
平
成
ま
で
の
概
略
。
（昭和二十年代～同兀十年代初頭まで）の社会科学文献（社会学の箸訳謝もふくむ）
①
宮
永
孝
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昭
馴
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
｜
Ⅱ
’
一
一
Ⅱ
一
剛
に
ゼ
ネ
ス
ト
轌
予
だ
し
て
い
た
が
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
が
禁
止
命
令
を
だ
し
た
．
凡
凡
川
川
棚
内
側
（
川
本
例
の
祉
会
党
内
閣
）
が
成
立
し
た
。
六
・
三
制
の
教
育
制
実
施
。
翌
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
一
一
一
月
、
芦
川
均
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
昭
和
遜
工
疑
獄
事
件
に
よ
り
総
辞
職
し
、
代
わ
っ
て
第
二
次
吉
川
内
閣
が
成
立
し
た
。
十
一
月
、
新
窓
法
が
発
布
さ
れ
た
。
同
几
、
極
東
耶
事
放
判
の
判
決
が
州
、
二
十
五
名
全
貝
が
有
罪
と
な
り
、
東
条
ら
七
名
は
、
十
二
Ⅱ
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
川決定。
一
〃
元
ロ
ー
ｌ
天
皇
は
鮒
格
謝
定
“
の
認
禽
を
発
表
し
た
。
伺
乢
箪
顧
主
義
器
の
公
職
鰹
麟
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
男
女
平
等
の
初
の
普
通
選
挙
が
総
こ
な
わ
れ
た
．
五
月
に
は
第
一
次
吉
川
茂
内
閣
が
成
立
し
、
ま
た
Ⅱ
本
川
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
。
同
月
、
戦
後
第
一
Ｍ
の
メ
ー
デ
ー
（
〃
食
栂
メ
ー
デ
ー
〃
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
派
十
万
人
動
員
し
た
。
こ
の
と
き
大
里
を
緋
訪
中
勝
し
た
科
で
、
松
崎
松
太
郎
は
墹
瀞
殴
柧
罪
で
懲
役
八
ヵ
月
が
科
せ
ら
れ
た
。
兀
几
三
日
、
極
東
班
小
奴
判
柵
延
。
十
二
月
、
六
・
三
の
ち
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
（
迎
合
国
総
司
令
部
）
が
設
脱
さ
れ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
指
令
が
出
さ
れ
た
１
１
束
条
ら
三
十
九
名
の
戦
犯
容
疑
者
の
逮
捕
（
９
．
Ⅲ
）
、
政
治
犯
（
約
三
○
○
○名）の釈放（川’４）、沿安緋持法・沿安警察法の廃止（川・肥）、財閥解体（Ⅲ・６）、腱地改弛（脳・旧）、新選挙法・労働組合法の公布など。
共
旅
党
節
四
回
大
会
（
脳
・
’
～
３
）
が
附
か
れ
、
十
八
年
間
獄
中
に
あ
っ
た
徳
川
球
一
が
謝
記
長
に
就
征
し
た
。
二
十
三
日
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年
二
九
四
九
）
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
家雁の全焼・…・・…………………………・・・二三三〃三三八八戸（１）
脈
災
什
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
：
…
…
…
…
・
…
…
八
三
爪
〃
八
一
三
（
国民の死亡者…・………………・………・…一一四万一三○九
〃負傷者…・…・・・…………・・・……：…三一万三○四一
一
川
、
第
二
川
衆
識
院
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
民
主
自
由
党
は
第
一
党
と
な
っ
た
が
、
共
産
党
も
鵬
進
を
と
げ
た
。
選
挙
の
結
果
は
、
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この年、戦後の混乱期を象徴するような不可解な事件（下山事件［７．５］、三腿事件〔７．幅］、松川事件［８・旧〕）が相ついで起ったし、
た
い
ら
〃平事件“（日本共産党の立看板事件に抗議して、群衆が平署に押しかけ、一五九名が起訴された）［６．鋤］がおこった。
同
年
六
月
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
復
員
者
約
二
千
名
が
舞
鶴
へ
帰
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
の
筋
金
入
り
で
あ
り
、
〃
赤
旗
〃
を
た
て
、
労
働
歌
を
う
た
い
、
日
本
の
土
を
ふ
ん
だ
と
き
「
天
皇
胤
敵
前
上
陸
！
」
と
い
っ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
の
ち
に
日
本
共
産
党
に
集
団
入
党
し
た
（
『
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
六
年
間
の
記
い
、
日
本
の
土
を
ふ
ん
だ
と
き
録』アルス、昭和Ⅳ・７）。
鵬
和
二
十
五
年
（
一
九
派
○
）
六
Ⅱ
Ｉ
馴
譲
難
は
じ
ま
る
．
共
産
党
機
閃
紙
『
赤
雌
』
に
鵬
偽
の
徽
滋
が
あ
っ
た
と
し
、
同
級
は
鎌
行
俸
叱
と
な
っ
た
ば
か
り
か
、
レ
ゥ
ド
バ
ー
ジ
〃
赤
狩
り
旋
風
〃
が
吹
き
あ
れ
、
党
幹
部
二
十
四
名
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
民
間
産
業
の
組
合
指
導
者
ら
は
追
放
さ
れ
た
。
野
坂
、
徳
川
ら
は
地
下
に
も
ぐ
っ
た
。
昭
和
一
一
十
六
年
（
一
九
五
二
四
月
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
連
合
国
最
高
指
令
官
を
罷
免
さ
れ
た
。
同
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
第
一
次
と
第
二
次
の
公
職
追
放
の
解
除
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
対
日
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
Ⅲ
特
高
関
係
者
三
三
六
名
は
、
追
放
解
除
と
な
る
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
四
月
、
ア
メ
リ
カ
加
に
よ
る
占
緬
が
お
わ
り
、
Ⅲ
本
は
独
立
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
米
箙
支
配
に
反
抗
し
て
、
学
生
・
労
働
者
・
腱
氏
ら
は
た
び
た
び
武
装
闘
争
を
く
り
返
し
た
。
東大ポポロ座事件…………………………「小林多喜二祭」に私服警官がまぎれ込み、警察手帳を取りあげられた（２・加）。
血のメーデー事件・………・……・…………対日講和条約や日米安保条約に不満をもつデモ隊と警官隊が、皇居前広場で衝突し、大惨事となった（５．１）。
人氏決起大会……………………・………：皇届前で米躯兵士と学生・労働者らがなぐり合いをした（５・加）。
替生珈件………………………・……・・……大分隈の櫛生付の駐在所が爆破され、共廠党員五名が逮鮒された。これはでっち上げ珈件であった。
大
須
事
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
名
古
屋
の
「
高
良
・
帆
足
帰
国
報
告
会
」
で
デ
モ
と
警
官
隊
が
衝
突
し
た
（
７
．
７
）
。
民主自由党…・・・・・・・・・……………・・………・二六四
社会党………：…………・・…………・…・…四八
国
氏
協
同
…
………・…・………・…：………・一四
民主党・…・…………・…………………六九
共産党…・・…・…………………………一一一五
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昭和二十八年（一九五三）二月、ＮⅡＫがテレビ放送を洲始した。一一一Ⅱ、自由党が分裂した（分派自由党）。同月、スターリンが死亡した。翌
二
十
九
年
（
一
九
派
四
）
三
月
、
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
事
件
お
こ
る
。
大
川
、
ｎ
衛
隊
法
・
防
衛
設
悩
法
・
警
察
法
が
成
立
し
た
。
九
Ⅱ
、
宵
函
述
絡
船
・
洞
爺
丸
の
松
秘
事
↑
イ
ル
。
シ
■
ツ
タ
件
お
こ
る
．
鮴
馴
三
十
年
（
一
九
砿
江
）
十
一
凡
鮒
一
一
一
次
鳩
山
１
が
成
立
し
た
．
こ
の
卵
か
ら
約
二
十
年
Ｍ
１
珊
和
四
十
八
年
（
一
几
七
三
）
秋
の
ｉ
他
搬
ま
で
－
－
商
度
経
済
成
長
が
つ
づ
い
た
。
翌
三
十
一
年
（
一
九
瓦
六
）
五
月
、
売
存
防
止
法
の
成
立
。
七
月
、
Ⅱ
ソ
の
囚
交
が
Ⅲ
復
し
、
共
同
宜
一
一
両
に
調
印
し
た
。
十
二
Ⅱ
、
石
怖
湛
山
内
側
が
成
立
し
た
。
昭
和
一
一
一
十
二
年
（
一
九
五
七
）
二
月
、
第
一
次
序
内
側
の
成
立
。
翌
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
六
Ⅱ
、
平
事
件
に
騒
乱
罪
が
適
川
さ
れ
、
被
告
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
山
川
、
皇
太
子
の
妬
礼
。
〃
淵
戸
飛
郊
〃
と
い
わ
れ
た
が
、
行
炭
業
界
は
不
況
で
あ
っ
た
。
翌
三
十
兀
年
（
一
九
六
○
）
四
月
、
安
保
改
定
に
た
い
す
る
反
対
が
高
ま
り
、
闘
争
が
激
化
し
、
全
学
述
が
国
会
に
突
入
し
た
。
十
月
、
減
説
ち
ゅ
う
の
社
会
党
の
浅
洲
稲
次
郎
は
刺
殺
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九六一）から翌三十七年（一九六二）までは、大きな事件はないが、昭和三十八年（一九六三）五月に、〃狭山差別裁判事件“（狭山市の女子高生
が
殺
さ
れ
、
金
を
要
求
さ
れ
た
事
件
。
未
解
放
部
落
民
の
青
年
が
別
件
で
逮
捕
さ
れ
た
）
が
お
こ
り
、
十
一
月
に
は
池
田
首
相
が
選
挙
遊
説
先
の
郡
山
で
襲
わ
れ
た
。
同
月
、
ら
は
打
非
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ラ
ス
で
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
段
さ
れ
た
。
昭
Ⅱ
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
十
月
、
節
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
京
で
Ⅲ
雌
さ
れ
た
。
親
四
十
年
（
一
九
六
瓦
）
、
各
大
学
に
お
い
て
嘘
ん
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
った。高度経済成長がおわり、景気にかげりが出てきた。戦後最高の企業倒産を記録し、はじめて赤字国債を発行した。米軍は、ヴェトナムにおいて
慶応義塾大学………・・…・…・…・…・………授業料値上げ反対（ｌ・肥～２．５）。
尚崎市立締済大学・……：………・…・…・…地元出身村の優先入学反対（４～９）。
御茶の水女子大学…………………………土来の監皿現職反対（９，皿）。
来京大学………・…・…………………・……無給医局貝の診撫抓否（皿）。
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昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
、
社
会
主
義
者
・
荒
川
寒
村
亡
く
な
る
。
享
年
九
十
三
歳
。
翌
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
六
月
、
東
北
新
幹
線
と
上
越
新
幹
線
が
開
業
す
る
。
同
月
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
で
イ
ギ
リ
ス
軍
が
勝
利
す
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
月
、
川
中
元
首
相
に
懲
役
五
年
、
追
徴
金
五
億
円
が
求
刑
さ
れ
た
。
おこる。
好
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
同
年
九
月
、
イ
ラ
ン
革
命
お
こ
る
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
一
月
、
グ
ラ
マ
ン
疑
獄
発
覚
。
同
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
内
閣
が
成
立
。
十
二
月
、
第
二
次
石
汕
危
機
が
お
こ
る
。
翌
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
一
月
、
自
衛
隊
ス
パ
イ
事
件
お
こ
る
。
十
二
月
、
「
免
田
那
件
」
の
再
辮
が
決
定
。
埼
玉
県
所
沢
市
で
不
正
診
療
事
件
（
嵩
北
見
産
科
病
院
）
翌
Ⅲ
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
月
、
小
笠
原
諸
島
が
日
本
に
復
帰
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
二
月
、
成
川
空
港
闘
争
が
激
化
し
た
。
四
月
、
川
税
庁
が
Ⅱ
本
大
学
の
使
途
不
明
金
二
○
億
円
を
摘
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
凧
の
民
主
化
を
要
求
す
る
「
全
学
共
闘
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
以
降
学
園
紛
争
が
全
国
的
に
広
ま
っ
た
。
全
（２）
国
の
大
学
の
約
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
六
五
校
）
が
紛
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。
十
一
〃
、
米
耶
は
北
燥
を
停
止
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
一
月
、
東
大
の
安
川
識
堂
に
機
勁
隊
が
入
り
、
央
力
で
封
釧
を
解
除
し
た
。
二
月
、
日
本
大
学
に
機
動
隊
が
入
り
、
全
学
の
封
釧
は
解
除
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
紛
争
大
学
は
一
一
六
校
で
あ
っ
た
。
昭和四十瓦年（一九七○）三月、赤耶派学生による日航機「よど号」ハイジャック小件がおこった。四几、日本の医撫を告発する「反医学会」
が
東
京
で
総
会
を
ひ
ら
い
た
。
翌
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
六
月
、
沖
拠
返
還
協
定
に
調
印
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
二
月
、
「
あ
さ
ま
川
蔽
」
事
件
お
こ
る
。
五
月
、
沖
縄
は
日
本
に
復
帰
し
た
。
九
月
、
日
中
国
交
正
常
化
成
る
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
一
月
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
が
成
立
。
十
月
、
産
油
国
の
値
上
げ
に
よ
り
、
石
油
危
機
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）
が
お
こ
り
、
物
価
が
潟
鵬
し
た
．
蕊
四
十
九
年
（
一
九
七
脚
）
－
凡
「
、
中
角
栄
聯
究
Ｉ
そ
の
人
脈
と
金
脈
」
（
『
文
簑
塞
ｎ
月
号
）
が
発
表
さ
れ
、
論
議
を
よ
ん
だ
。
昭
和
五
○
年
（
一
九
七
五
）
三
川
、
新
枠
線
が
博
多
ま
で
の
び
た
。
翌
瓦
十
一
年
（
一
九
七
六
）
二
月
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
亦
件
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
多
額
の
進
法
な
政
胎
献
金
）
が
お
こ
る
。
川
中
角
栄
元
首
川
は
、
（
億
Ｎ
の
収
賄
で
逮
柵
さ
れ
る
。
九
Ⅱ
、
毛
沢
東
が
死
去
。
翌
江
十
二
年
（
一
九
七
七
）
、
米
・
ソ
が
一
一
○
○
海
肌
漁
業
専
怖
水
域
を
設
け
た
。
昭
和
菰
十
三
年
（
一
九
七
八
）
八
月
、
日
中
平
和
友
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
は
、
政
財
界
を
め
ぐ
る
〃
黒
い
霧
事
件
“
（
不
正
融
資
）
が
続
発
し
た
。
中
国
で
文
化
大
革
命
が
お
こ
っ
た
。
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
￥
稲
川
大
学
に
お
い
て
授
業
料
値
上
げ
反
対
と
学
生
会
航
の
迦
営
樅
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
お
こ
り
、
乱
闘
に
発
展
し
た
。
二
月
、
全
日
空
機
ボ
ー
イ
ン
グ
７
２
７
が
東
京
湾
北爆を開始した。
昭
和
四
十
一
年
に
墜
蕗
し
、
乗
容
一
三
三
名
が
死
亡
し
た
。
154（５）
政
府
は
戦
後
復
興
の
施
策
を
講
じ
る
一
方
、
都
会
に
お
い
て
い
ち
ば
ん
早
く
〃
復
興
“
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
各
地
の
盛
り
場
に
お
け
る
露
天
商
で
あ
っ
た
。
東
京
を
例
に
と
る
と
、
ど
こ
も
廃
虚
で
あ
り
、
多
く
の
ひ
と
び
と
は
バ
ラ
ッ
ク
（
掘
立
小
屋
）
で
仮
住
い
を
強
い
ら
れ
、
夜
と
も
な
る
と
、
あ
ば
ら
や
の
す
き
間
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
の
光
が
も
れ
た
。
ま
た
仮
設
の
家
を
も
た
ぬ
数
十
万
の
罹
災
新
や
浮
浪
児
は
、
駅
の
う
す
腋
い
待
合
室
、
地
下
鉄
、
社
寺
の
軒
下
な
ど
に
身
を
よ
こ
た
え
て
い
た
。
戦
災
者
（３）
は〃米一二合の配給〃をもとめてデモ行進をしたり、首州向邸や議会へ陳情した。終戦時、陸海軍の保有米は一七○万石あったと推定されているが、
（４）
それがドサクサのうちにヤミに流れ、消えてなくなった。国民はすいとん（だんご汁）、イモ、野菜くず、火一旦、麦粉などで飢えをしのいだ。
都会でくらす者は、カロリー不足、栄養失調から体力低下をまねき、そのうちに飢えに迫られ亡くなる者も出てきた。終戦の年の十一月半ばま
り、家は焼かれ、だ』
日
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
戦
争
は
日
本
国
氏
の
生
活
を
根
底
か
ら
破
壊
し
た
。
家
族
は
ち
り
ぢ
り
ば
ら
ば
ら
と
な
だ
れ
も
が
食
に
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
敗
戦
後
の
混
乱
期
、
ひ
と
び
と
は
ど
う
蕪
ら
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
虚
脱
と
不
安
の
な
か
で
そ
の
；
終戦後の都内の駅の周辺を描いたスケッチ。
翌
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
お
こ
る
。
昭
和
六
○
年
（
一
九
八
五
）
五
月
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
、
ソ
述
の
原
子
力
発
咽
所
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
）
で
大
事
故
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
あ
た
え
た
。
翌
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
四
Ⅱ
、
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
六
月
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
（
多
数
の
政
治
家
が
未
公
開
株
の
譲
渡
に
よ
っ
て
売
却
益
を
え
た
事
件）が発生した。
昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）
一
月
七
Ⅲ
ｌ
昭
和
天
象
の
川
脚
に
と
も
な
い
、
蝋
八
日新年号は「平成」と改元した。四月、
洲澱悦が導入された。平成二年（一
九
九
○
）
八
月
、
湾
岸
戦
争
は
じ
ま
る
。
十
月
、
ド
イ
ツ
の
統
一
な
る
。
＊
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し
か
し
、
敗
戦
に
よ
っ
て
長
い
間
う
し
な
わ
れ
て
い
た
言
論
や
出
版
の
自
由
を
え
た
も
の
の
、
出
版
物
は
す
べ
て
ゲ
ラ
の
う
ち
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
事
前
検
閲
を
う
け
ね
ば
な
ら
ず、ときに削除を命じられることもあった。当初、左翼的なもの、共産主義的な刊行物にたいする検閲は＃かつたが、昭和二十五年（一九五○）
（７）
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
て
か
ら
は
、
〃
反
共
〃
に
転
じ
る
の
で
あ
る
。
堂
々
と
論
陣
を
張
っ
た
。
世
界
の
大
国
川
手
の
戦
争
は
総
力
城
で
あ
る
た
め
、
国
力
の
総
助
貝
、
国
論
統
一
、
国
民
の
結
束
が
要
求
さ
れ
る
以
上
、
図
簸
に
異
議
を
唄
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
つ
（６）
た
。
戦
時
中
、
久
し
く
沈
黙
を
守
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
フ
ァ
シ
ス
ト
的
な
作
家
や
評
論
家
、
ま
た
は
進
歩
的
文
化
人
、
主
義
背
、
文
学
者
、
学
者
ら
は
、
敗
戦
に
よ
り
旧
体
制
が
崩
潰
し
、
あ
る
ゆ
る
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
は
じ
め
て
目
山
を
手
に
す
る
と
、
こ
ん
ど
は
新
聞
や
雑
誌
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に
お
い
て
、
文化問題は停頓した。
生
産
能
力
は
減
退
し
、
イ
ン
フ
レ
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
一
方
で
、
繁
盛
し
た
の
は
ヤ
ミ
市
だ
け
で
あ
っ
た
。
日
本
が
支
那
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
へ
む
か
う
こ
ろ
、
文
化
問
題
な
ど
の
分
野
で
批
判
的
な
考
え
を
も
つ
者
に
は
ほ
と
ん
ど
執
筆
の
機
会
は
な
か
っ
た
。
が
、
戦
争
が
お（５）
わり、一一一一口語の自由がえられ、どんな事柄に関しても自由に考えをのべることができるようになると、前面に出てきたのは政治や経済の問題であり、
で
に
、
横
浜
・
名
古
屋
・
大
阪
・
京
都
・
神
戸
で
餓
死
し
た
者
の
数
は
、
七
三
三
名
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
稲
作
は
、
風
水
害
や
人
手
不
足
に
よ
り
、
終
戦
の
年
は
四
五
○
○
万
石
と
い
う
凶
作
に
よ
り
、
さ
ら
に
復
員
兵
、
引
揚
者
な
ど
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
た
た
め
に
食
糧
不
足
が
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
り
、
日
本
は
〃
飢
餓
列
島
〃
と
化
し
た
。
厚
生
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
敗
戦
の
ｎ
か
ら
十
月
ま
で
の
失
業
者
・
内
地
復
員
（
軍
務
を
解
か
れ
た
も
の
）
・
外
地
か
ら
の
引
揚
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
（８）
日
本
の
〃
民
主
主
義
革
命
〃
が
進
行
す
る
な
か
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
新
聞
雑
誌
）
が
活
気
を
、
季
し
、
出
版
界
が
復
活
し
た
。
敗
戦
後
の
国
内
は
混
沌
と
し
、
無
秩
序
、
失
業
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
・
：
…
男
女
計
四
四
八
万
内地復員……………：……・……………：…・………七六一万
在外引揚・・……・……………………………：……・…一五○万
計
＝
ﾉＬ
九
万
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た
｡ その他『真Ⅲ』『朝日評論』『民主評論』『新Ⅱ本文学』『向山懇話会』『日本評論』『新しい世界』『世界』『展望』『人川』『文化評論』『人氏』『向
山公論』『潮流』『女性』『花』『東京』『婦人線』『婦人文脈』『りべらる』『にっぼん』『ストーリー』などが発刊された。
し
か
し
、
出
版
業
は
け
っ
し
て
・
容
易
で
は
な
く
、
は
じ
め
て
み
た
も
の
の
素
人
の
悲
し
さ
、
や
が
て
倒
産
し
、
線
香
花
火
の
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
も
の
も
少
く
な
か
つ
無
道
徳
が
大
手
を
ふ
っ
て
い
た
。
当
時
、
金
も
う
け
の
た
め
な
ら
、
何
で
も
や
る
時
代
だ
っ
た
。
本
と
名
の
つ
く
も
の
は
、
敗
戦
後
二
年
ほ
ど
何
で
も
よ
く
売
れ
る
時
代
だ
（９）
（、）
っ
た
。
買
う
〃
物
〃
が
な
く
、
娯
楽
も
な
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
。
出
版
界
に
も
い
つ
か
く
千
金
を
夢
み
る
連
中
が
押
し
か
け
た
と
い
う
。
こ
の
極
の
人
間
に
は
、
ヤ
ミ
米
や
み
が
み
せ
ん
か
し
屋のあんちやんまでもいた。かれらはなりふり梢わぬ手〈いいであり、間紙を手に入れると、〃仙伐紙〃（くず紙からつくった粗亜心な紙）を使ってど
（Ⅲ）
んどん出版した。
（血）
（咄）
終戦時のわが国の出版社の数は、約一一一○○社であった。昭和二十年（一九四五）は、出版界の進路はまだ混沌たる状態であったが、新刊点数は、
（Ｍ）
六
五
八
、
雑
誌
は
一
、
八
一
一
二
点
で
あ
っ
た
。
単
行
本
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
や
西
田
哲
学
な
ど
、
古
典
的
著
作
を
再
刊
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
雑
誌
は
金
の
回
転
が
早
い
こ
と
も
あ
っ
て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
雨
後
の
竹
の
子
の
よ
う
に
、
戦
後
ほ
ど
な
く
続
々
と
す
が
た
を
み
せ
た
。
昭和二十一年（一九四六）から同二十三年（一九四八）までの間に刊行された書籍や雑誌の点数は、つぎのようである。
書雑書
籍誌籍
『新Ⅱ本』『新生』『人氏評論』………………………………・…・・昭和ｍ・皿
『太平』『光』・……………………………・………………………・…昭和卯，Ⅲ
『中央公論』『改造』『社会評論』…………………………………昭和ｍ・吃～昭和、，１（復刊）
グー、グー、グー、
四二三
、 、、四七○点）
九七四点）
四九九点）
１
１
１
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
川
荊
２
：００００００：：。：：：：：：：：。。：：：：：：：：：：・・。（〃）
………………・……・…・……………………昭和犯
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（Ⅳ）
戦
後
十
五
年
の
出
版
界
を
な
が
め
る
と
、
終
戦
か
ら
五
、
六
年
の
あ
い
だ
は
混
乱
期
で
あ
っ
た
。
山
山
版
界
の
景
気
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
下
半
期
か
ら
上
向
き
は
じ
め
、
同二十七年（一九五二）ようやく戦前の安定期にもどることができた。昭和二十七年度の諜篤の出版点数は、一五、五一一一六点という。その後、出
版
界
は
跳
気
の
変
勅
に
一
進
一
退
を
つ
づ
け
、
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
Ｙ
峨
後
の
出
版
界
の
大
き
な
流
れ
の
小
で
、
社
会
学
系
の
瞥
繍
の
刊
行
の
特
徴
に
つ
い
て
の
べ
て
み
よ
う
。
打
ち
つ
づ
く
Ｂ
豹
に
よ
る
空
襲
の
た
め
、
廃
嘘
と
な
っ
た
日
本
に
は
、
す
ぐ
に
書
物
や
雑
誌
を
出
版
で
き
る
だ
け
の
力
は
な
か
っ
た
。
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
譜
店
は
、
約
一
○
○
○
軒
、
印
刷
所
は
四
、
八
○
○
社
の
う
ち
三
○
％
が
機
（旧）
城設倣を焼失した。終戦の翌作－－－昭和二十一年あたりから、早くも左翼的なもの、社会学の入門課や概論書などが現われた。評きおろしの新版
を
川
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
而
も
あ
っ
た
か
ら
、
旧
著
の
改
訂
版
も
す
ぐ
な
か
ら
ず
刊
行
さ
れ
た
。
翌
二
十
三
年
に
な
る
と
、
天
皇
制
の
朧
止
を
も
と
め
る
内
外
の
仙
論
の
満
ま
り
の
中
で
、
皇
国
や
天
皇
家
の
ル
ー
ツ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
梁
ｌ
ｎ
本
古
代
史
に
関
す
る
謝
物
が
蝋
ん
に
刊
行
さ
れ
る
一
方
で
、
社
会
科
学
に
関
す
る
専
門
識
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
川
版
さ
れ
た
。
か
す
と
り
昭
和
二
十
一
二
年
か
ら
翌
二
十
四
年
に
か
け
て
、
桃
を
テ
ー
マ
と
し
た
〃
梢
取
雑
誌
〃
の
公
職
時
代
が
お
と
ず
れ
、
そ
の
数
は
一
時
数
千
棚
に
も
お
よ
ん
だ
（
『
奥
州
』
）
。
た
と
え
ば
重
竺
好
色
草
紙
」
「
猟
奇
』
「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
ー
猟
奇
突
雪
犯
罪
』
『
ベ
ー
ゼ
ー
軟
派
娯
楽
雑
誌
』
「
オ
ー
ル
猟
奇
」
「
ラ
ム
ー
ル
」
「
リ
ー
ベ
』
な
紙
削
当
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
、
九
月
に
は
対
日
識
和
条
約
が
坐
る
と
、
ざ
ら
が
み
の
よ
う
な
Ⅲ
版
は
あ
と
を
た
つ
の
で
あ
る
。
終
戦
の
年
－
１
昭
和
二
十
年
か
ら
翌
二
十
一
年
に
か
け
て
、
刊
行
す
れ
ば
何
で
も
売
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
く
に
昭
和
二
十
年
十
月
末
よ
り
、
〃
民
主
主
義
読
（服）
本〃や〃敗戦反省もの〃が続出し、十二月に入ると、戦時中、〃禁書“であったマルクスⅡエンゲルス『共産党宜一言』がマルクス関係灘のトップ
を
切
っ
て
刊
行
さ
れ
、
や
が
て
、
左
翼
関
係
書
や
か
っ
て
出
版
し
た
専
門
書
の
再
刊
も
多
く
み
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
皿
年
（
一
九
五
○
）
六
月
ｌ
馴
鮮
鋤
糺
が
梨
し
、
わ
が
国
の
州
版
界
も
特
滞
最
気
の
蝋
恋
に
あ
ず
か
っ
た
．
蝋
二
十
六
年
（
一
九
な
○
）
江
川
に
は
、
川
紙
削
当
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
、
九
月
に
は
対
日
識
和
条
約
が
む
す
ば
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
〃
占
伽
時
代
〃
は
お
わ
り
、
戦
後
の
川
版
史
が
聯
を
あ
け
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
雑誌（二、五四五点）…・・・…………・・・…：…………・…・……・…。（〃）
書籍（二六、○六二点）……………………………・…………．．…昭和羽
（略）
雑誌（六、七七八点）………・………………………・…………・…（〃）
150（９）
戦
後
六
十
余
年
の
あ
い
だ
に
、
社
会
科
学
に
関
す
る
膨
大
な
文
献
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
昭
和
二
十
年
か
ら
同
五
十
年
代
初
航
に
か
ぎ
っ
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
間
に
ど
れ
だ
け
の
趾
の
文
献
が
出
版
さ
れ
た
の
か
、
い
ま
『
国
立
川
会
図
書
館
蔵
書
目
録
昭
和
羽
年
１
１
旧
年
第
３
編
社
会
科
学
（
２
）
統
計
・
祉
会
・
救
荷
・
凪
り
垂
（
国
立
例
会
脚
謝
鰍
発
行
平
成
’
）
な
ら
び
に
同
謝
の
『
昭
和
州
ｌ
剛
年
鋼
‐
細
節
３
Ⅲ
社
会
・
労
り
萱
（
Ｎ
し
わ
け
立川〈蓉図評飢発行、昭机、）によって、Ⅱぽしい社会科学文献を仕分すると、およそつぎのようになる。
日
本
経
済
は
、
戦
後
十
年
間
で
戦
前
の
水
噸
に
達
し
、
昭
和
三
十
年
代
に
み
ぞ
う
の
向
度
成
長
を
と
げ
る
の
だ
が
、
こ
の
Ⅲ
社
会
科
学
書
の
刊
行
は
、
地
味
な
が
ら
蒜
突
な
伸
び
を
し
め
し
た
。
を
し
め
し
は
じ
め
た
。
望」の時期はまた、川制から新制に移る学制改革のときであった。新制大学が誕生し、教從課樫のなかに社会学の識義科目が加えられると、講義
担当肴の墹貝ばかりか、社会学の学習参考書が必要になってきたため、入Ⅲ譜、概説諜、専門課などが蝋んに刊行された。
戦前の川版界で股搬期だったのは、昭和十五、六年であったといい、それを凌別するほどの勢いがあったのは、昭和二十七年（一九五二）であ
（い）
った。このころになると、世の中もやや落ちつきを取りもどし、各雑誌、誹服もの、辞典緬に加えて、社会科学閃述評などが、手がたい売れ行き
”
糟
取
“
と
は
、
酒
か
す
を
原
料
と
し
て
つ
く
っ
た
確
な
下
劣
な
内
容
の
雑
誌
の
こ
と
を
椚
取
雑
誌
と
い
っ
た
。
どがそれである。
昭和後期（昭和二十年代～同兀十年代初頭まで）の社会科学文献（社会学の藩訳書もふくむ）。
か
す
と
り
槽取“とは、酒かすを原料としてつくった焼酎または下等な酒の意である。この糟取りを一一一合飲めばつぶれることから、一一一号でつぶれるよう
「社会学」の菰目の中にくくられている文献……………．：…………………四三○冊
「社会哲学」の項目の中にくくられている文献……………・……………・・…’二冊
＊
(10）１４９
社会学伝来考
戦
後
の
約
三
十
年
間
二
九
四
五
～
一
九
七
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
目
ぼ
し
い
社
会
科
学
書
（
社
会
学
の
訳
書
や
専
門
書
も
ふ
く
む
）
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
になる。時
事
通
信
社
調
査
局
編
『
輿
論
調
奔
』
時
事
通
信
社
片
山
祈
需
『日本社会主義の展棚』
高
川
保
馬
著
『終戦三論』有恒社
新
明
正
道
箸
ゴ
フ
モ
ク
ラ
シ
ー
概
論
』
抑
出
書
房
矢
内
原
忠
雄
署
『日本精神と平和国家』岩波書店
田
辺
壽
利
訳
『社会哲学』野村書店
ス
タ
ー
リ
ン
薪
『
ソ
ヴ
ェ
ト
氏
族
政
簸
論
』
ナ
ウ
カ
米
村
正
一
訳
レ
ー
ニ
ン
務
『貧胆に訴ふ』氷美謝房
山
木
五
郎
訳
佐
野
学
署
『民族と社会主義』協同出版社
ルュシャン・デリニェール『社会主義の制度ｌ社会主義の世の中はどうなるか？』牧書房
内
山
賢
次
訳
太
平
洋
文
化
協
会
編
『
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
』
朝
日
新
聞
社
レ
ー
ニ
ン
署
『マルクスとその学説』彰考書院
永
田
広
志
訳
市
川
正
一
籍
『
日
本
共
産
党
闘
争
小
史
』
暁
明
社
松
本
潤
一
郎
著
『
股
近
改
訂
版
社
会
学
要
綱
』
澗
水
諜
房
ハンス・フライヤー『社会学入門』二見書房
阿
閉
吉
野
訓
小
川
栄
三
箸
『
輿
論
調
査
概
要
』
時
事
通
信
社
「社会学史」の項目の中にくくられている文献．．……・・……………………・・八三冊
「社会変動」の項目の中にくくられている文献……・・………・・………・……・一五冊
「
社
会
集
団
・
社
会
形
態
・
社
会
関
係
」
の
項
目
の
中
に
く
く
ら
れ
て
い
る
文
献
…
…
一
四
七
冊
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社
会
学
研
究
会
編
『
知
識
社
会
学
の
問
題
』
同
文
館
社
会
学
研
究
会
編
『
知
識
社
会
学
』
同
文
館
消
水
幾
太
郎
署
『
現
実
の
再
建
』
白
日
懇
院
伊
部
政
一
署
『
社
会
主
義
発
展
史
』
水
谷
書
房
新
島
繁
署
『
社
会
運
動
思
想
史
』
三
笠
書
房
新
明
正
道
箸
『
社
会
学
の
発
端
』
有
恒
社
ギュスターヴ，ル・ボン『群衆心理』岡倉書房
桜
井
成
夫
訳
咋騨滅沙雌辮『家族・私有財産および国家の起源』彰考書院
タ
ヵ
ク
ラ
・
テ
ル
群
『
青
銅
時
代
』
中
央
公
論
社
片
山
衡
杵
『
民
衆
の
幸
禰
』
労
働
文
化
社
恒
藤
恭
著
『
ジ
ン
メ
ル
の
経
済
哲
学
』
改
造
社
「
矢
内
原
忠
雄
箸
『
日
本
の
傷
を
雷
す
者
』
白
日
書
院
野
坂
参
三
箸
『
平
和
へ
の
た
た
か
い
ｌ
反
戦
同
蝋
爽
戦
記
』
雛
書
房
佐
野
学
箸
『
農
民
暴
動
第
三
鮒
太
平
天
国
革
命
』
文
求
堂
小
松
堅
太
郎
将
『
社
会
学
祈
論
』
側
響
院
モ
ル
ガ
ン
杵
『古代社会〔止巻］』彰汚濁院
荒
畑
寒
村
訳
早
川
二
郎
静
『古代社会史』岩崎書店
三
島
一
編
『日本古代社会［１］〔２］』日本読書”砿組合
杉
原
正
巳
箸
『
東
洋
社
会
と
西
欧
社
会
１
敗
職
ｎ
本
の
世
界
史
的
地
紘
」
笠
隙
書
房
高
川
保
馬
著
『
世
界
社
会
論
』
中
外
出
版
株
式
会
社
川
辺
涛
利
署
『コントの実証哲学』野村瀞店
佐
藤
慶
二
薪
『
文
化
社
会
学
』
霞
書
房
和
歌
森
太
郎
箸
「
国
史
に
お
け
る
協
同
体
の
研
究
上
巻
族
縁
協
同
体
』
帝
国
書
院
高
田
保
馬
著
『
社
会
学
の
根
本
問
題
」
関
書
院
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社会学伝来琴
金大イi「ソ,：ｌｲリニ本Ｉｉ１Ｉ束芙ＶＬニヒ国中兼松イｉパル佐松ルザ波斎）|｜帝川
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次太左ｌＩｌｌ郎著著版学充大雄会治著一行枝著一太通躬助学助著郎衛作署部協ilf郎粋科著郎耕将郎Ｉ.('１鵜耕著新著
薪’'１１粁（ＨＩｉ１他学著耕著聞
普蒋協社
会編
編
『
日
本
古
代
社
会
史
の
研
究
』
河
出
書
房
『
日
本
封
建
制
の
分
析
』
帝
国
大
学
新
聞
社
出
版
部
『
日
本
古
代
社
会
史
の
研
究
』
河
川
講
房
『
北
欧
皿
偏
』
川
曜
沸
冴
『
Ⅱ
木
古
代
社
会
』
三
笠
杏
尻
『社会学ノート』銀座出版社
『現代社会学』青山譜院
『
爾
瀞
祉
会
胤
想
史
Ｉ
プ
ラ
ト
ン
腿
想
川
よ
り
社
会
契
約
説
ま
で
』
『
Ⅱ
水
女
性
社
会
史
』
典
Ⅱ
本
社
『弥働の歴史』光文社
『社会学新講（新版）』Ⅱ光謝院
『輿論の心理』羽田書店
『
日
本
社
会
史
概
説
』
碓
氷
書
房
『
社
会
科
学
講
座
第
三
巻
社
会
史
』
二
見
書
房
『
川
本
社
会
経
済
史
の
諸
川
題
』
平
凡
社
『
社
会
化
の
研
究
』
東
洋
級
済
析
州
社
『
胚
史
を
つ
く
る
学
生
た
ち
』
来
京
大
学
協
同
組
合
川
版
部
『
人
航
の
歴
史
の
た
め
に
１
－
唯
物
史
観
と
社
会
の
発
展
』
同
友
社
『
シ
ベ
リ
ヤ
に
居
る
日
本
俘
脚
の
災
怖
』
一
洋
祉
『
道
を
拓
い
た
人
々
』
大
Ⅱ
謝
店
『
近
代
民
主
主
義
思
想
史
』
中
外
出
版
株
式
会
社
『
村
撚
生
鵬
ｌ
村
の
生
派
側
織
』
倒
立
洲
院
『
ま
て
り
あ
り
す
む
す
。
み
り
た
ん
す
』
黄
土
出
版
『
社
会
不
安
の
考
察
』
野
村
書
店
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中
西
功
著
民
族
文
化
調
査
会
編
有
高
厳
著
戸
坂
澗
耕
赤
松
克
麿
箸
米
田
圧
太
郎
署
伊
豆
公
夫
箸
住高
々lll
OiUM
共
著
小消赤戸戸大’１１裸佐松社新鈴大蔵加松水ｉｌｌｌＩｌｌｌｌｌ道辺行野本会ｌﾘ］木１１１円田
堅幾艮武武安謙進学潤学正成Ｗｌｌ数哲
太太譲雌雄次利蒋薪－研道高夫太二
郎郎著著著郎薪郎究著著著著著著耕薪著会
編
『社会学講話』岩崎書店
『
文
化
と
教
育
ｌ
社
会
学
的
珊
究
』
丁
子
綴
諜
鵬
『日本の進路』労働文化社
『
封
建
社
会
の
研
究
』
弘
文
鑓
書
房
『
史
的
民
族
理
論
』
岩
崎
書
店
『輿論の社会学』同文館
懇現代社会学説研究』乾元社
『
近
世
社
会
主
義
思
想
史
新
譜
』
新
進
出
版
社
『
戦
後
日
本
の
腱
村
調
在
』
社
会
掛
房
『
コ
ン
ド
ル
セ
と
そ
の
時
代
上
ｌ
フ
ラ
ン
ス
糀
命
の
鯉
似
的
＃
』
倒
立
諏
院
「
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
潮
流
』
三
一
書
房
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
批
判
』
鱒
書
房
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ゾ
ム
バ
ル
ト
』
日
本
評
論
社
『環境社会学』竹井川版株式会社
『社会学講義』白日沸院
『
マ
ク
ス
・
ウ
ェ
エ
バ
ァ
社
会
科
学
方
法
論
』
関
謝
院
『
物
語
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
史
』
九
州
評
論
社
『
社
会
民
主
主
義
と
新
民
主
主
義
』
伊
藤
書
店
『
社
会
調
査
の
理
論
と
実
際
』
青
山
書
院
『
中
国
社
会
史
』
開
成
館
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
論
』
理
想
社
『
日
本
社
会
運
動
の
歴
史
的
研
究
』
労
務
行
政
研
究
所
『軌近社会学論』関書院
『
社
会
発
展
の
理
論
』
清
水
書
店
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(14）１４５
社会学伝釆考
赤
松
啓
介
箸
『
天
皇
制
起
源
神
話
の
研
究
』
美
知
書
林
前
芝
確
三
箸
『
欧
州
社
会
運
動
史
」
高
桐
書
院
難
波
紋
吉
著
『
文
化
社
会
学
と
文
化
人
類
学
』
関
書
院
ｉ
ｆ
：
剛
雌
諦
共
耕
『
社
会
学
概
論
』
金
子
書
房
問
田
保
鵬
著
『
階
級
及
第
三
史
観
（
改
訂
版
）
』
関
書
院
今
井
時
郎
著
『
社
会
学
の
話
』
宝
文
館
福
武
直
著
「
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
日
本
評
論
社
尾
高
邦
雄
箸
『
職
業
と
近
代
社
会
』
要
書
房
玉
城
薙
著
『
家
族
論
』
三
笠
書
房
青
山
秀
夫
鉾
『
近
代
旧
低
経
済
の
櫛
造
』
白
日
識
院
二
十
世
紀
研
究
所
編
『
社
会
主
義
社
会
の
柵
造
１
－
社
会
体
制
講
座
』
思
索
社
有
賀
喜
左
衛
門
箸
『
日
本
蛎
姻
史
観
』
日
光
書
院
加
田
哲
二
箸
『
日
本
社
会
思
想
史
上
巻
』
岩
崎
書
店
田
辺
壽
利
編
社
会
学
大
系
第
十
二
巻
『
輿
論
と
政
治
』
国
立
書
院
新
明
正
道
箸
『
社
会
学
の
立
場
』
大
群
社
来京社会科学研究所編（「現代の社会学〕節一巻）『社会学の力法と皿論』実業之Ⅱ本社
武
川
良
三
軒
『
知
識
社
会
学
の
展
開
』
白
楊
社
小
山
栄
三
箸
『
社
会
学
概
論
』
雄
山
間
川
辺
壽
利
編
社
会
学
大
系
第
二
巻
『
都
市
と
村
落
』
国
立
書
院
東
洋
文
化
研
究
会
議
編
『
東
洋
の
家
と
官
僚
』
生
活
社
本
田
喜
代
治
著
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
小
府
川
書
房
編
武
直
鵜
『
日
本
農
村
の
社
会
的
性
格
』
東
大
協
何
組
合
出
版
部
齢舞雛騨『学生巡鋤ｌ当伽の繩題と史的意識」典珊靴
井
上
清
薯
『
日
本
女
性
史
』
一
一
一
一
書
一
尼
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間 し耕誇ウ
題薯ヘ
イ
箸
『
特
殊
プ
ラ
ク
ニ
○
○
○
年
史
ｌ
日
本
レ
キ
シ
の
よ
こ
が
お
」
寺
儲
惑
砺
『雑礎社会』弘文堂
．『社会の起原』Ⅱ本評論社
『社会学批判』研進社
『日本古代社会』壮文社
『中国族産制度孜」岩波書店
『
民
主
主
義
と
社
会
主
義
』
労
働
教
育
協
会
『
社
会
学
硴
蝿
ｌ
タ
ル
ド
を
小
心
と
し
て
』
満
、
嚇
晦
『
部
落
史
論
考
』
兵
脈
縣
社
会
教
育
協
会
『
原
始
社
会
－
－
考
古
学
的
研
究
』
三
笠
書
店
『
ロ
ー
マ
風
俗
考
』
慶
応
出
版
社
『
社
会
学
史
概
説
』
中
文
館
書
店
『
社
会
学
の
反
省
１
節
三
の
枇
会
剛
論
・
社
会
学
」
法
律
文
化
祉
『民衆の生活史』六三諜院
『
祉
会
学
人
Ⅲ
ｌ
社
会
綱
腿
諭
』
大
学
榔
川
『
米
英
社
会
学
の
先
駆
新
バ
ジ
ョ
ッ
ト
評
伝
』
大
学
識
〃
『
社
会
学
講
義
資
料
ｌ
Ｉ
ｌ
或
る
山
村
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
』
敬
文
堂
『
社
会
学
の
本
質
と
課
題
上
巻
』
有
斐
閣
『
社
会
学
入
門
」
中
文
館
書
店
『社会の再組織について』飢元社
『社会学』稲門蹴川版部
『社会学』法律文化社
『
日
本
社
会
の
基
本
問
題
』
世
界
評
論
社
『
社
会
学
の
科
学
的
性
格
』
史
学
社
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社会学版来孝
武
藤
光
朗
著
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
人
間
像
』
春
秋
社
前
島
省
三
箸
『
日
本
古
代
社
会
』
日
本
科
学
社
馬
場
明
列
耕
『
社
会
学
織
義
』
の
桜
川
川
版
社
禰
武
血
衿
『
社
会
科
学
と
Ⅲ
価
判
断
』
が
秋
祉
付
山
節
杵
『
天
皇
族
の
起
原
－
－
日
本
民
族
の
川
生
期
』
岡
山
沸
院
樺
俊
雄
箸
『
歴
史
社
会
学
の
構
想
』
青
也
書
店
小
松
堅
太
郎
著
『
社
会
科
学
概
論
』
関
書
院
川
田
哲
二
箸
『
近
代
日
本
社
会
成
立
史
』
文
元
祉
狩岬赫川淋．ヤング牌『社会心珊学』日光普院
井
森
陸
平
粁
ズ
レ
１
卜
一
般
社
会
学
論
考
』
側
掛
院
川
小
簸
と
瀞
『
麟
鮫
・
繋
力
・
卿
臘
ｌ
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
レ
ー
ニ
ン
主
義
政
紛
剛
論
の
Ⅷ
蝿
』
天
満
社
中
野
精
一
署
『
社
会
学
要
講
』
関
書
院
岡
田
謙
箸
『
理
解
社
会
学
」
春
秋
社
東京社会科学研究所編（「現代の社会学」第四巻）『文化の社会学』実業之日本社
細
入
藤
太
郎
衿
『
近
代
米
川
の
社
会
思
想
史
』
小
文
伽
瞥
店
徽
氷
価
耕
『
人
生
に
つ
い
て
』
ナ
ヴ
カ
社
池
内
僑
行
群
『
社
会
科
学
方
法
論
』
理
想
社
敢
松
俊
明
箸
『
社
会
学
入
門
』
堀
書
店
劉川Ⅶ嚇し薄謝蝉誹著『ウェーバーとマルクス』弘文堂
伊
藤
安
二
箸
『
社
会
心
理
学
』
理
想
社
南
博
薪
『
社
会
心
理
学
－
－
社
会
行
動
の
於
礎
理
論
』
光
文
社
戸
川
貞
三
綱
『
社
会
学
研
究
の
采
』
小
文
飢
曲
店
古
烏
敏
雄
署
『
家
族
形
態
と
農
業
の
発
達
』
学
生
諜
房
綿
貸
哲
雄
署
『
若
き
世
代
へ
の
社
会
学
』
関
書
院
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伊
藤
道
学
講
述
亘
般
社
会
学
（
社
会
学
の
基
礎
理
論
篇
）
』
前
野
書
店
戸川武雄許『露し粋の生涯と学説』有斐側
嶋
場
明
男
杵
『
社
会
学
入
門
』
同
文
伽
岡
川
保
馬
耕
『
社
会
学
大
意
』
Ⅱ
本
評
論
社
江
川
三
千
坐
蒋
『
戦
臓
の
共
確
社
会
の
全
貌
ｌ
ｕ
木
が
芯
し
赤
色
川
家
に
な
っ
た
ら
」
輿
論
脚
雌
鮒
川
祉
尾
形
電
吉
著
『
日
本
社
会
文
化
史
』
明
治
書
院
鈴
木
安
蔵
箸
『
革
命
』
北
隆
館
避
川
武
杵
『
吋
述
社
会
』
三
杓
堂
苧
阪
良
二
粋
『
社
会
的
側
係
の
心
皿
学
』
同
値
社
川
口
列
蔵
粁
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
批
判
』
打
斐
Ⅱ
岡
邦
雄
箸
『
科
学
的
人
生
論
１
－
自
然
的
人
間
か
ら
社
会
的
人
間
え
』
文
剛
惑
院
樺
俊
雄
、
阿
閉
吉
男
編
『
社
会
学
通
論
』
同
文
館
細
野
武
男
藩
『
社
会
学
』
法
律
文
化
社
耐
水
幾
太
郎
耕
『
社
会
学
講
義
』
溜
波
謝
府
尚
川
保
照
粋
『
社
会
科
学
皿
論
』
ｈ
斐
側
波
多
野
Ⅱ
群
『
社
会
思
想
史
概
説
』
青
山
秀
夫
薪
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
理
論
』
岩
波
書
店
富
田
竹
三
郎
箸
『
農
村
社
会
の
教
育
』
高
陵
社
書
店
樺
俊
雄
箸
『
雁
史
社
会
学
の
構
想
』
青
也
書
店
鵬
川
純
一
薪
『
社
会
学
要
講
』
時
潮
社
三
野
光
耕
『
社
会
調
従
入
門
』
火
皿
社
竹
内
理
三
群
『
ぼ
く
ら
の
社
会
史
』
東
京
堂
村
松
繁
樹
著
『
都
市
の
発
達
』
三
省
堂
戸
田
貞
三
、
甲
田
和
衛
署
『
社
会
調
査
の
方
法
』
目
黒
書
院
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社会学伝来考
小
林
信
訳
『
社
会
発
展
略
史
附
社
会
発
展
史
を
学
ぶ
と
き
に
お
こ
る
い
く
つ
か
の
問
題
』
五
月
書
一
房
細谷松太、鮎沢厳共著届畔労働運動史」中央労働学園
アレクセーフ朧『マルクス主義の運命ｌマルクス主漉からレーニン主義スタ「リン主義への縦移の研究」ジープ社
東
史
郎
訳
汁
山
秀
夫
粋
『
マ
ッ
ク
ス
ゥ
ェ
ー
バ
ー
ー
鵬
儒
縦
的
上
誕
‐
マ
ニ
ズ
ム
と
現
代
』
滞
波
辨
騰
新
川
服
近
蒋
『社会学史』打斐側
砿
松
俊
明
鵜
『
社
会
学
入
門
』
川
懇
店
榊
俊
雄
薪
『文化社会学』創元祉
存
秋
社
編
『現代日本』存秋社
今
井
暇
志
寓
耕
『那市発述史研究』来京大学川版部
來
北
社
会
学
研
究
会
綱
『
社
会
学
教
秘
』
側
洲
院
小
松
堅
太
郎
薪
『
社
会
学
講
義
』
理
想
社
エ
ン
ゲ
ル
ス
箸
『
エ
ン
ゲ
ル
ス
空
想
よ
り
科
学
へ
』
甜
燈
社
逸
見
重
雄
訳
小
泉
信
三
箸
『共産主義と人間尊重』文藝春秋新社
清
水
盛
光
著
『中国郷付社会論』岩波書店
マクス’ペア１雑『社会思想史』三一書一周
西
雅
雄
訓
松
川
脈
雄
粁
『弥働社会学序説』稲村識店
水
川
灘
代
附
耕
『
祉
会
蝋
恕
史
ｌ
あ
る
い
は
鵬
川
の
祉
会
史
跨
嬬
風
剛
川辺立叩三郎粋
ヨ
股
社
会
学
』
耐
水
識
院
耐
水
幾
太
郎
耕
『社会心理学』岩波課店
理
論
社
編
『比賑主義への卯の疑川」理論社
佐
野
半
群
『
共
磁
韮
漉
戦
鞭
諭
ｌ
マ
ル
ク
ス
・
し
「
ニ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
・
毛
沢
蝋
の
戦
棚
の
分
柵
」
“
Ⅲ
Ⅲ
聾
脇
井
川
一
郎
杵
『
マ
ス
・
ゴ
ミ
塾
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
ー
ど
ん
な
ふ
う
に
火
難
に
は
た
ら
き
か
け
る
か
、
そ
の
醗
諭
と
そ
の
災
誠
』
光
文
祉
武
川
良
三
箸
『社会学の櫛造』時潮社
マーク。Ａ・メィ署『戦争と平和の社会心理学』理想社
松
山
義
則
訳
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文
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、
０
社会学伝釆考
福
武
直
著
『
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
東
京
大
学
出
版
会
小
松
堅
太
郎
署
『社会変動論』有斐閣
Ａ・キュヴィリェ箸『社会学入門』岩波書店
備
水
義
弘
訳
林
忠
海
、
白
井
二
尚
編
『
教
養
講
服
社
会
学
』
有
斐
閣
大
道
安
次
郎
箸
『高田社会学』打斐閣
乾
孝
編
『
Ⅱ
水
は
狂
っ
て
る
ｌ
戦
後
爽
衞
心
理
の
分
脈
」
同
光
社
磯
部
識
〃
磯
村
英
一
箸
『都市社会学』有斐閣
綿
貫
哲
雄
箸
『社会学通論』大明堂
鈴
木
栄
太
郎
箸
『日本農村社会学要論』時潮社
近
藤
康
男
編
耕
『貧しさからの解放』中央公論社
紬迦榊鴉醐硴川勵訓需『社会学』創元社
蔵
内
数
太
著
『社会学概論』培風館
カール・マソハィム署『変革期における人間と社会現代社会構造の研究［上巻邑みすず書房
福
武
直
訳
尾
高
邦
雄
箸
『
新
稿
職
業
社
会
学
第
一
分
冊
』
福
付
書
店
岩
崎
卯
一
薪
『
社
会
学
批
判
論
』
弘
文
蝋
印
刷
所
村
瀬
晃
一
署
『個人と社会’百万人の社会学』池川謝店
カール・マンハィム藩『イデオロギーとユートピア』飢元祉
樵
俊
雄
訳
尾
高
邦
雄
箸
『
産
業
に
お
け
る
人
間
関
係
の
科
学
』
有
斐
閣
尾
高
邦
雄
箸
『
新
稿
職
業
社
会
学
第
二
分
冊
』
福
材
書
店
村
山
修
一
署
『日本都市生活の源流』関書院
清
水
盛
光
署
『家族』岩波書店
堺蠅咽継鶴艫俊雄『社会学の雑礎』日本瀞院
武
川
良
三
箸
『社会学の撒造』前野書店
プ
ー
グ
レ
署
『
社
会
学
的
に
見
た
価
値
の
進
化
』
創
元
社
平
山
高
次
訳
昭ｌｌＨｌＶ（昭昭昭昭昭ⅡＨ昭昭昭昭昭ｌＹ１昭昭昭昭１１｢｛昭昭昭昭和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
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魑繩羅編
『青年社会学」朝倉書店
林
恵
海
著
温艤農村社会制度研究上巻』有斐閣
解放社編集部編『社会発展略史』五月書房
小
林
信
訳
児玉幸多著『唾農村社会の研究』士ロ川弘文館
マックス・ウェーバー署『権力と支配』みすず書房
浜
島
郎
訳
新
明
正
道
箸
『
社
会
学
史
概
説
」
岩
波
書
店
阿
剛
吉
男
箸
『
代
表
的
社
会
学
響
ｌ
ド
イ
ツ
鱸
」
教
育
鶚
総
小
倉
武
一
箸
『
農
民
の
社
会
的
性
格
』
農
民
教
育
協
会
嫁諏康瀞｝誠テンニェス箸『ゲマィンシャフトとゲゼルシャフトーー純粋社会学の基本概念』理想社
郛脅跨渉鈩詫孵究室訳『マス・コミュニケーション』創元社
小
松
堅
太
郎
編
『
高
田
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
社
会
学
の
諸
問
題
』
有
斐
閣
野
口
隆
箸
『
古
代
紙
会
と
鯉
樅
ｌ
社
会
学
的
辮
祭
』
関
書
院
南
博
署
『
現
代
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
要
書
房
今
井
時
郎
、
松
浦
孝
作
、
…薔鵬綱『社会学とは何かｌ祉会と人間』誠文墜斬光社
嚇馳耐轤畔緬編『続々社会発展略史』五月書房
堺辮咽鍼共編凧アメリカ社会学』培風館
笠
原
正
成
箸
『
社
会
学
講
義
上
』
白
帝
出
版
株
式
会
社
福
武
直
編
『日本の社会』要書房
奈
良
本
辰
也
編
『
未
開
放
部
落
の
社
会
構
造
』
部
落
問
題
研
究
所
林Ⅲ癖代治編『社会思想史』ミネルヴァ書房
福
武
直
編
『
日
本
農
村
社
会
の
構
造
分
析
１
１
村
落
の
社
会
構
造
と
農
政
惨
透
』
東
京
大
学
出
版
会
部
落
問
題
研
究
所
編
『
部
落
の
歴
史
と
解
放
運
動
』
部
落
問
題
研
究
所
福
武
直
編
『社会調査の方法」有斐閣
・
小
山
栄
三
箸
『
広
報
学
１
１
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
と
機
能
』
有
斐
閣
昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
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(22）１３７
社会学伝来琴
磯
村
英
一
編
『
都
市
』
有
斐
閣
部
落
社
会
研
究
会
編
『
部
落
社
会
研
究
会
年
報
村
落
研
究
の
成
果
と
課
題
』
時
潮
社
編
武
直
編
『
農
村
』
有
斐
閣
臘
山
政
道
他
蒋
『
世
論
に
側
す
る
考
え
方
』
新
日
教
育
協
会
叶胱戦謝姥襲繭訳『調査・研究・点検・総括』三一書房
笠
原
正
成
著
「
社
会
学
要
論
』
駿
河
台
出
版
社
馬
場
明
男
署
『
社
会
学
新
講
』
時
潮
社
青
井
厚
署
『
新
制
社
会
学
通
論
』
三
和
書
房
上
四
半
三
郎
箸
『
一
般
社
会
学
』
三
和
書
房
澗
水
幾
太
郎
粁
『
社
会
学
ノ
ー
ト
』
河
川
沸
房
孵雌雛雄編『社会学』同文館
玉
城
肇
署
『
社
会
科
学
概
論
』
刀
江
書
院
御迦蝿引諏ム署『アメリカ社会学』法政大学出版局
村
田
宏
雄
、
日
高
災
他
署
「
社
会
調
査
の
技
術
』
誠
信
書
一
届
村
落
社
会
研
究
会
編
『
村
落
社
会
研
究
会
年
報
農
地
改
雅
と
農
民
巡
助
』
時
潮
社
阿
Ⅲ
吉
男
将
『
市
民
社
会
の
系
譜
』
培
風
館
燗川雛子薪『二○世紀アメリカ社会学の展望』一古堂諜店
細池馴起誠キーパー響『社会学入門』社会思想研究会出版部
社
会
学
研
究
会
編
屈
会
学
入
門
ｌ
社
会
集
剛
を
中
心
と
し
て
』
朝
倉
書
店
久
山
満
天
憐
『
社
会
不
安
ｌ
不
安
の
社
会
学
』
川
光
萱
〃
尾
高
邦
雄
編
『
鋳
物
の
町
１
１
産
業
社
会
学
的
研
究
』
有
斐
閣
澗
水
義
弘
薪
『
教
育
社
会
学
』
東
京
大
学
出
版
会
緬側椰麹樒孵究会編『新稿社会学』文理図書川版祉
鋤約蛎、殿紛榊錘織訳『現代ドイツ社会学』理想社
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箸著著稗耕耕耕将著也研綱著郎静
編究著
会
編
峨脚輪作編
西
村
勝
彦
署
笠
原
眠
成
薪
玉
城
確
粁
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間Ｍ％延蕊lil＃院とＭ
家ｌＩ１ｉと技育分 Ｂｌ１産
族し報を０７ 論の
制て堂進一 社苑
度のめ時 述一ネ'二る１Ｍ
法会た社
｛１t学め 家文一に
化（|’￣
社文部 酒井社蕗
解 替店放
同
盟
岡
山
県
連
合
会
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１１１:会学伝来ﾘﾌﾞ
西
村
勝
彦
霧
「
社
会
体
系
論
ｌ
現
代
社
会
学
の
鑑
本
的
課
題
」
禰
井
書
店
千
輪
浩
監
修
『
社
会
心
理
学
』
誠
信
諜
房
山
崎
正
一
薪
『
近
代
日
本
思
想
史
』
青
木
書
店
大
通
隣
次
郎
勝
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
源
流
ｌ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
「
」
弘
文
蝋
牧
野
巽
祥
『
現
代
社
会
学
』
誠
信
謝
阿
姫
岡
勤
著
『
社
会
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
樺
俊
雄
縞
『
社
会
学
読
本
』
東
洋
経
済
新
報
社
館野小、“樹孵勵黙『社会学』黎明書房
尼
尚
川
雄
署
『
倣
業
に
お
け
る
人
間
側
係
の
糾
学
』
打
斐
側
榔
俊
雄
将
『
社
会
学
の
一
般
知
識
』
鷺
之
榔
謝
〃
川
村
徳
治
鵜
『
祉
会
史
棚
Ｉ
そ
の
雄
礎
皿
諭
と
隙
噸
体
系
」
飢
文
蝋
内
藤
亮
剛
編
著
『
社
会
学
要
論
』
凹
諜
院
舸剛誇醗編『社会学史概論』勁草書房
鈴
木
栄
太
郎
鵜
『
郁
巾
社
会
学
原
剛
』
打
斐
Ⅱ
賑い珈斯蝿鯵鈩型燐比訳『社会分業論［上巻豈理想社
尼
岡
川
雄
綱
『
職
梁
と
階
肘
』
征
Ⅱ
新
川
礼
刑鉢州銭辮合羽『Ⅱ本社会の階刷的榊造』打斐閣
岡
村
久
雄
署
『
戦
争
・
民
族
・
階
級
ｌ
国
際
緊
張
の
社
会
学
（
上
）
』
側
書
院
西
村
勝
彦
薪
『
大
衆
社
会
論
』
誠
偏
書
房
編武直、日高六郎他編『社会学辞典』有斐閣
淋押岬Ｙ叫孵時昭夫訳『世代・競争』誠信冊尻
何
Ｍ
吉
男
編
『
マ
ン
ハ
ィ
ム
研
究
』
勁
蛾
謝
冴
彼
部
猛
利
箸
『
社
会
調
炎
の
技
法
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
謝
瓜
川
崎
恵
琉
訳
『
ギ
ン
ス
バ
ー
グ
社
会
学
』
関
書
院
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ｉｌ｝ 厨 坐ｊｉ出版 店
；蟹礎
社づ
け
培
風
館
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(26）１３３
社会学伝来考
安
田
三
郎
署
『
社
会
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
有
斐
閣
孵雌継雄褐『社会学概論』勁草書房
馬
場
明
男
箸
『
社
会
学
概
論
』
時
潮
社
郷Ⅱ鵬科訓ク雑『知識社会学』ミネルヴァ懇房
秋
元
徽
火
篝
「
現
代
ド
イ
ツ
祉
会
学
卿
ｌ
戦
後
に
お
け
る
鵬
幽
鼎
稲
川
大
学
出
版
部
野
口
隆
箸
『
多
元
弁
證
法
と
社
会
学
」
関
書
院
井
森
陸
平
署
「
社
会
学
原
論
』
関
書
院
武
田
良
三
編
『
今
日
の
社
会
学
』
有
信
堂
日
高
六
郎
箸
『
現
代
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
勁
草
書
房
山
利
啓
著
『
生
活
の
論
理
』
現
代
思
潮
社
桜
井
庇
太
郎
箸
『
社
会
学
講
義
案
』
ア
サ
ヒ
社
野
口
隆
藩
『
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
社
会
学
の
研
究
』
関
書
院
米
山
桂
三
編
『
現
代
社
会
学
』
慶
応
通
信
Ｔ
・
し
・
ス
ミ
ス
、
Ｃ
０
Ａ
・
マ
ク
マ
ハ
ン
共
著
『
都
市
生
活
そ
の
社
会
学
』
誠
信
書
房
磯
村
英
一
、
佐
藤
文
男
他
訳
矢
崎
武
夫
署
『
ｎ
本
都
市
の
発
展
過
租
』
弘
文
堂
瀧川幻永謝．ソローキン将『社会学の雅礎理論（下）』内川老醜剛
Ⅱ
本
陞
蕊
鼻
繍
坐
奮
裂
繍
『
現
代
社
会
学
入
ｕ
有
斐
閣
樺
俊
雄
署
『
現
代
社
会
学
－
－
現
代
の
状
況
と
課
題
』
創
文
社
青
井
利
夫
、
綿
貫
譲
治
、
大橋幸共署『集団・組織・リーダーシップ』培風館
榊詞、訓マンハィム鉾『変革期における人間と社会ｌ現代社会構造の研究』みすず書一腸
福
武
直
著
『
日
本
農
村
社
会
論
』
東
京
大
学
出
版
会
矢
崎
武
夫
箸
『
日
本
都
市
の
社
会
理
論
』
学
陽
瞥
房
瀦
炸
弘
融
辨
『
病
蝋
禦
団
の
構
造
ｌ
親
分
乾
分
集
団
研
究
』
誠
儒
萱
腸
呉
主
恵
署
『
東
洋
社
会
学
」
明
玄
書
房
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椰叫鰕釘沁剛隷辮共訳『体系社会学１１社会研究入門』誠信脅房
野
村
一
義
箸
『
社
会
学
概
説
』
明
玄
書
房
鈴
木
真
一
署
『
現
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
』
三
弥
井
書
店
福
武
直
編
『
現
代
人
の
社
会
学
ｌ
社
会
学
新
事
典
』
阿
川
書
房
新
社
向
井
利
昌
著
『
階
級
構
造
の
基
礎
理
論
』
日
本
評
論
新
社
横
山
寧
夫
署
『
社
会
体
制
の
科
学
と
し
て
の
社
会
学
』
三
弥
井
書
店
撒慨餅刈剛諏．ムーァ署『経済と社会１１産業社会学序説』白桃書房
川
崎
恵
璋
編
『
社
会
学
』
法
律
文
化
社
鰯僅鮨諦ツフート箸『社会学批判－－社会学の基本問題としての自由と平等』岩波書店
西
村
勝
彦
箸
『
現
代
の
人
間
と
社
会
』
誠
信
書
房
爾
野
敬
邦
箸
『
社
会
の
探
究
』
風
間
書
尻
西
村
勝
彦
鵜
ｊ
『
一
般
教
樋
の
社
会
学
』
誠
信
謝
尻
瑞
井
弘
融
磐
『
犯
罪
社
会
学
』
の
弘
文
倣
禰
武
紅
綱
『
社
会
学
聯
蝿
案
内
ｌ
側
脳
点
と
文
献
解
説
』
布
斐
側
馬
場
明
男
署
『
社
会
学
論
災
１
１
歴
史
と
課
題
』
時
潮
社
尾
高
邦
雄
編
『
技
術
革
新
と
人
間
の
問
題
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
立正大学祉今逗萠嫌竃編『現代の社会学』誠信書房
田
辺
壽
利
著
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
成
立
史
』
有
隣
堂
出
版
島
崎
稔
署
『
日
本
農
村
社
会
の
構
造
と
論
理
』
東
京
大
学
出
版
会
北
川
隆
吉
編
『
講
座
現
代
社
会
学
１
社
会
学
方
法
論
』
青
木
書
店
見
田
宗
介
著
『
現
代
日
本
の
精
神
構
造
』
弘
文
堂
醜獅識雄編署『現代人と社会』ミネルヴァ書房
阪
井
敏
郎
箸
『
社
会
学
の
韮
礎
理
解
』
法
律
文
化
社
兼
行
稔
、
仲
村
祥
「
厨
安
正
編
『
現
代
社
会
学
ノ
ー
ト
』
汐
文
社
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社会学伝来孝
雌繩久雄、安藤災愉『マックス・ヴェーバー研究』岩波識店
有
賀
喜
左
衛
門
箸
『
Ⅲ
水
の
家
族
』
至
文
党
繩鵡螂雄編三一○世紀の社会学Ｉｌ黒川純一教授還階記念論文染』ダイヤモンド社
鈴
木
広
訳
編
『
那
市
化
の
社
会
学
』
誠
信
諜
房
清
水
幾
太
郎
群
『
梢
神
の
離
陸
』
竹
内
習
店
爾
氷
健
一
籍
『
社
会
変
釛
の
班
総
ｌ
鯲
滅
祉
会
学
的
研
究
』
滞
波
書
店
燐
藤
災
流
蒋
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
聯
究
ｌ
エ
ー
ト
ス
附
随
と
し
て
の
力
法
諭
研
究
』
米
来
社
久
山
満
天
箸
『
社
会
学
要
講
』
文
化
書
房
西
村
勝
彦
薪
『
現
代
社
会
学
』
誠
信
書
房
北
原
金
司
著
『
社
会
の
生
成
発
展
』
泉
文
堂
蜘燗鍬男共群『社会学入門』法律文化社
大
飯
好
一
粁
『
応
川
社
会
学
』
誠
信
齊
尻
癖齢蝉印．繩鈩卿加川綿『背楽社会学』創文社
井
伊
玄
太
郎
籍
『
社
会
学
要
論
』
学
文
社
西
村
勝
彦
韓
『
社
会
体
系
論
１
１
現
代
社
会
学
の
独
本
的
課
題
』
酒
井
調
店
斎
藤
正
二
署
『
社
会
学
概
論
』
三
栄
印
刷
雅鮴繊男綱箸『現代社会学』ミネルヴァ諜尻
作
川
稗
一
群
『
恥
の
文
化
再
考
』
筑
摩
諜
一
川
北
久
一
編
『
社
会
学
離
礎
教
科
聾
』
法
政
大
学
出
版
局
樺
俊
雄
編
『
史
的
唯
物
論
と
社
会
学
』
法
政
大
学
出
版
局
八
木
正
著
『
社
会
学
の
理
論
』
明
玄
書
房
に順蜥鍛綱薯『現代社会分析の視点社会学への招待』誠信書耐
州鶏輔雄箸『日本社会要論』東京大学出版会
杉
之
原
寿
一
編
『
現
代
批
判
の
社
会
学
』
汐
文
社
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よ
る
ん
時事通信社調査局編『輿論調査」（昭和ｎ．１）は、新ロ川本にとっていちばん大切な、
子専門学校の学生および教員が、勉強の機会をつくったときの講習会の速記録をもとに
巡
政
民
著
『場の櫛学と現代社会学Ｉ価学，織箭学から社会学へ」辮秋祉
聯願瀞蠅編署
『社会学研究入門』東京大学出版会
大
道
安
次
郎
薪
『
日
本
社
会
学
の
形
成
九
人
の
開
拓
者
た
ち
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
ゲ・ヴェ・オシーポフ編『ソヴェト社会学第三分Ⅲ』青木書店
Ⅲ
中
瀞
助
訳
禧鯛趣之進共署『社会学概論』笠間書院
佐
々
木
交
賢
編
『社会学の基礎』杉山書店
帳轤鱸趣“、共著『社会学講義』学文社
牧
野
巽
箸
『社会的教育論』福付出版株式会社
が
肌
茂
蒋
『
現
代
の
社
会
学
』
Ⅱ
木
評
論
社
横
山
軍
夫
箸
『社会学史概説』殴応通信
鈴
木
幸
寿
編
『社会学史』学文社
野
口
隆
箸
三
股
社
会
学
の
諸
問
題
』
関
書
院
新
社
井
上
俊
著
『
死
に
が
い
の
喪
失
』
筑
摩
書
房
蛎岫捌織共編
『社会変動の社会学』培瓜館
稲
止
毅
薪
『現代社会学と歴史意識』木鐸社
馬
場
明
男
群
『
琳
訂
社
会
学
概
論
』
時
潮
祉
マックス．ウェーバー箸『法社会学』創文社
世
良
晃
志
郎
訳
雛嶮糎男編
『
現
代
社
会
学
改
訂
版
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
ジャソ。ゴルフアン署『社会学帥語』朝日出版社
長
谷
川
輝
夫
訳
関
清
秀
編
著
『
基
礎
社
会
学
家
族
・
人
口
・
地
域
社
会
の
諸
相
』
川
島
書
店
徳
永
恂
編
箸
『
現
代
哲
学
選
惑
９
社
会
の
哲
学
』
北
樹
出
版
一
般
世
論
の
政
治
的
反
映
を
め
ざ
し
て
、
東
大
、
慶
応
、
明
治
女
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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(30）１２９
社会学伝来孝
国家の意思を決定するさいに、国民のひとりひとりがそれに直かに参加するのが近世における民主主義の原点である。全国民の意思表明の方法
として考え出されたのが〃国民投票〃である。が、国家的な頑要問題がおこるつど、国民投票などしておれぬから、国民の意見の代表的なものを
染約し、すなわち世評洲在をもって剛氏投票の代りとしている。これまで日本人は、欧米人と異なり、はっきりじぶんの考えや愈兇をのべること
ふ
げ
人
ふ
ご
はせず、不一一一一、不証Ⅲ（いわずかたらず）がＮ氏性の一部でもあった。
しかし、新風家が川発するにあたり、Ｈ本人は従来の稗欄から脱皮し、雌主的に仙諭を形成する松換川に来ており、人氏の蟇ｌ似諭の動向
にもとづいて政治をおこなう必要があった。川本再建に仙論が反影されねばならぬが、そのための一カ便として世論調盃が血要であることから、
一般の参考に供するために本書は発行された。左記の四名が、速記録を校訂し、寄稿している。
社
会
洲
從
の
方
法
と
技
術
…
…
来
京
帝
国
大
学
敬
授
市
場
調
在
と
輿
論
洲
在
…
…
…
川
泊
大
学
教
授
民
主
政
治
と
輿
論
指
導
…
：
．
…
慶
応
義
塾
大
学
教
授
米
国
の
輿
論
調
査
法
…
…
…
…
内
閣
群
議
室
嘱
託
輿
論
細
流
の
任
務
と
洲
題
…
・
…
内
側
参
蛎
府
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－栄桂
典三三
佐
灯
水
吉
郎
一脚川咋只三
て
つ
片山哲（一八八七～一九七八、大正・昭和期の祉谷雰巡勁家、政治家、戦後首
相）の「Ⅱ本社会主義の展開』（昭和Ⅲ・５）は、終戦後、民主主義体制を確
立せよ、といった声があがってから、各方面から執筆の要求に応じて筆をとっ
た
も
の
を
ま
と
め
て
一
課
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
杵
者
の
貯
え
る
民
主
主
義
と
は
、
社
会
主
競
の
主
鵬
す
る
、
川
・
平
等
・
平
川
と
を
と
も
なうものである。そしてＨ木の現下の民主主義革命は、〃無血革命〃と議会を
１１，．‐……・…・・…………内側稀識塑幽諭綱●征郷長塚原俊郎
１
１
．
０
０
６ｓ斤二郭Ⅲ
（
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なぜにわが国はこの戦争をはじめたのか。著者の観るところ、戦争の原因は、およそ二つあるという。一つは思想の面、もう一つは経済の面で
ある。もちろん戦争を直接ひき起すものは政治である。政治はつねに思想によって方向をあたえられ、経済によって何らかの必要に迫られる。政
味
を
示
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
二
し
ん
え
ん
心
余
論
新
風
発
行
を
め
ぐ
り
て
後
期
ｌ
で
あ
る
．
高
田
保
馬
の
小
著
『
終
戦
三
論
』
（
昭
和
ｎ
．
５
）
は
、
敗
戦
の
年
の
十
一
月
す
え
に
、
金
沢
の
石
川
師
範
で
お
こ
な
っ
た
講
演
が
母
体
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
終
ｒ
戦
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
生
ま
れ
た
社
会
学
関
係
書
の
勢
頭
を
か
ざ
る
一
冊
で
あ
る
。
金
沢
へ
の
旅
は
、
和
服
に
下
駄
ば
き
で
出
か
け
た
が
、
雨
天
つ
づ
き
の
た
め
難
渋
し
た
第
一
論
は
、
著
者
が
久
し
き
以
前
か
ら
抱
い
て
い
た
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
何
人
に
も
話
さ
ず
、
話
す
べ
き
時
を
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
終
戦
後
間
も
な
い
と
き
、
日
本
国
民
は
〃
敗
戦
〃
と
い
う
現
実
か
ら
い
か
に
立
ち
直
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
著
者
の
私
見
は
、
深
刻
な
る
敗
戦
の
体
験
を
共
に
な
め
つ
つ
あ
る
同
胞
にむかって語ったものである。
らしい。
民
主
化
さ
れ
た
る
天
皇
制
以
下
省
略
す
る
ｌ
で
あ
る
．
兼
六
公
園
内
を
あ
る
き
、
晩
さ
ん
の
席
に
出
る
と
、
関
西
で
は
想
像
も
で
き
な
い
ご
ち
そ
う
が
あ
っ
た
。
講
演
に
つ
い
て
い
え
ば
、
話
の
内
容
に
一
般
聴
衆
は
あ
ま
り
典
・
内
糯
の
概
略
は
ｌ
鏑
一
調
思
想
政
策
秘
見
ｌ
思
想
と
経
済
と
の
回
顧
豆
十
年
第
二
論
民
主
の
意
義
第
三
論
食
櫛
問
題
の
核
高田保馬著『終戦三論』。
通
し
て
の
〃
民
主
革
命
〃
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
敗
戦
日
本
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
か
れ
が
堅
く
信
じ
る
社
会
民
主
主
義
で
あ
っ
た
。
著
者
が
属
す
る
日
本
社
会
党
は
、
勤
労
大
衆
ｉ
政
党
、
社
会
主
義
の
政
党
で
あ
り
、
そ
の
綱
領
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
〃
社
会
主
義
の
断
行
〃
で
あ
っ
た
。
天
皇
制
の
問
題
は
、
現
下
の
重
大
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
感
情
論
で
論
じ
る
の
は
正
し
く
な
い
と
し
、
最
終
的
決
定
は
国
民
投
票
に
よ
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
存
続
と
形
態
は
、
じ
っ
さ
い
国
民
の
総
意
に
よ
ら
ず
、
む
や
む
や
の
う
ち
に
時
の
政
府
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
新
選
拳
法
の
基
調
紙
会
主
義
信
念
に
倣
せ
よ
織
会
主
義
の
断
行
(32）１２７
社会学伝来考
治の背後には何かがある。それは思想と経済であり、戦争にまで動かす。
新
川
正
道
の
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
概
論
』
（
昭
和
Ⅲ
・
５
）
は
、
民
主
主
義
の
災
践
に
た
い
し
て
、
若
干
の
示
唆
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
書
の
よ
う
で
あ
る
。
有
史
以
来
、
不
敗
を
つ
づ
け
た
わ
が
国
が
敗
戦
に
い
た
る
み
ち
の
り
を
思
い
お
こ
す
と
、
満
州
珈
変
（
昭
和
６
）
の
勃
発
か
ら
日
中
戦
争
（
昭
和
吃
）
へ
と
戦
線
は
拡
大
し
、
さ
ら
に
束
ア
ジ
ア
を
お
お
う
大
東
Ⅲ
戦
争
（
昭
和
肥
）
へ
と
発
展
し
、
約
三
年
八
ヵ
月
戦
っ
た
の
ち
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
。
わ
が
国
は
有
史
以
来
、
外
国
と
戦
っ
て
負
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
け
に
、
無
条
件
降
伏
に
よ
っ
て
受
け
た
精
神
的
衝
撃
は
ひ
じ
ょ
う
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
耕
背
は
、
Ⅱ
本
が
戦
い
に
負
け
た
の
は
、
物
品
の
乏
し
さ
と
科
学
技
術
力
の
立
ち
お
く
れ
の
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
誤
っ
た
指
導
背
を
も
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、
敗
戦
国
民
で
あ
る
Ⅱ
本
人
に
〃
民
主
主
義
〃
と
い
う
も
の
を
揃
い
た
た
め
に
、
日
本
は
そ
の
確
立
に
む
け
て
ま
い
逃
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
来
、
日
本
国
民
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
民
主
主
義
）
と
い
っ
た
概
念
に
な
じ
ま
ず
、
、
恢
的
統
制
に
帆
ら
さ
れ
て
生
き
て
き
た
か
ら
、
急
に
民
主
主
義
的
な
国
家
の
再
建
と
い
わ
れ
て
も
、
と
ま
ど
い
を
蝋
じ
た
に
ち
が
い
な
い
。
著
廿
に
よ
る
と
、
日
本
阿
雌
の
前
提
と
な
る
も
の
は
、
肘
述
的
祁
閥
官
僚
の
支
配
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
り
、
川
氏
の
公
論
で
あ
る
民
主
主
義
を
し
て
、
政
治
の
恭
礎
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
－
－
１
序
撒
再
建
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
請
節
一
意
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
第
二
章
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
沿
機
榊
節
三
蔵
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
鰹
伽
１
１
脚
Ⅲ
主
簸
と
桃
会
主
義
鍬
四
磯
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
随
搬
ｌ
議
会
主
義
を
中
心
と
し
て
鮒
派
瀧
川
水
に
お
け
る
デ
モ
ク
凡
ｃ・、
ヴヂヂ、
ＷｉＩﾘ１１[道薪アデモクラシー概論』
〔法政大学・大原社会|Ｈ１題研究所鮫〕
りをうすて￣ラ|;聯:|鯵ｉ鯉Ii綱:ｉｉｗｉ蝿iii#1蕊鮒』の日鵬自鑑ｉＲは１１（雛`;lilll
脈lili鵬ｋｌＭｌｉｎｉｉ
ｌ(ｉｌｉめ的ｉｌｌＩ韓」造経
鋼lIiM1iji
だと素い簗いの
みのい神をに長
恕のや,』ＩＩＮｌｉｉ
いひ要を術お－
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尻
刊
一
ｈ〉．、・
函（ラシー柵論ごｉザ幹』シ》
新
雛
山本五郎訳「貧農に訴ふ』（昭和、・６）は、レーニンが一九○三年五月に刊行した書である。本書は、専制的地主的要素のきわめて強い、一
九
○
五
年
以
前
の
ロ
シ
ア
農
村
の
階
級
関
係
を
具
体
的
事
実
に
よ
っ
て
平
易
に
説
い
た
も
の
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
道
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
田辺壽利訳『社会哲学」（昭和Ⅲ’６）は、アメリカ社会学の建設者レスター。フランク・ウォードの第三著○ミ（鳶＆、。§（Ｐ箪国の肴因・景
届
①
、
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
『
社
会
学
概
論
」
の
名
で
三
益
出
版
社
か
ら
刊
行
し
た
も
の
の
再
刊
で
あ
る
。
が
、
今
回
、
本書を二分して（第一部は「社会哲学』、第二部は『社会科学』として）刊行することにしたという「訳者前がき」）。
米
村
正
一
訳
『
ソ
ヴ
ェ
ト
民
族
政
策
論
』
（
昭
和
ｎ
．
６
）
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
民
族
問
題
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
報
告
演
説
な
ど
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
族
問
題
の
前
提
と
な
る
も
の
は
〃
民
族
的
圧
迫
〃
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
帝
国
主
義
的
グ
ル
ー
プ
が
お
こ
な
う
と
こ
ろ
の
、
被
圧
迫
民
族
に
た
い
す
る
搾
取
や
掠
奪
の
体
制
を
い
う
。
ま
た
被
圧
迫
民
族
が
有
す
る
国
家
創
立
権
の
強
力
に
よ
る
制
限
の
諸
手
段
を
い
う
。
内
糯
の
概
略
は
ｌ
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
七
阿
全
露
会
議
に
お
け
る
民
族
問
題
に
関
す
る
報
告
演
説
（
’
九
一
七
年
五
月
十
二
且
鴎
旋
問
題
に
関
す
る
決
議
ロ
シ
ア
の
帝
政
期
、
暴
動
を
起
す
中
心
は
学
生
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
数
千
、
数
万
の
労
働
者
が
一
摸
を
お
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
は
街
頭
に
出
て
、
企
業
家
・
工場主・資本家と闘うようになった。幾千万の貧しい農民らもまた都市労働者を支持し、その戦いの叫びに呼応するようになった。
る「はしがき」。
民
族
問
題
の
提
起
に
つ
い
て
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
スターリン箸『ソヴェト民族政策論』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
日
本
の
民
族
精
神
は
、
宣
長
に
よ
る
と
〃
神
な
が
ら
の
道
“
（
古
代
の
ま
ま
、
自
然
の
ま
ま
の
意
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
特
色
は
、
清
浄
を
愛
し
、
自
然
の
心
の
ま
ま
に
神
に
祈
る
こ
と
だ
と
い
う
。
終
戦
か
ら
間
も
な
い
こ
の
時
期
、
日
本
人
は
失
望
の
な
か
に
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
る
と
、
古
来
日
本
人
は
平
和
を
理
想
と
す
る
国
民
で
あ
る
と
い
う
。
平
和
国
家
と
は
〃
神
の
国
〃
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
復
興
を
ね
が
う
者
は
、
新
し
い
人
間
と
し
て
、
平
和
人
と
し
て
、
新
し
い
人
間
を
つ
く
る
し
ご
と
に
真
険
に
従
事
せ
ね
ば
な
ら
ぬという。
している。
(34）１２５
ﾈI:会学伝来孝
な
ど
で
あ
る
。
農
民
労
働
者
は
貧
困
と
函
者会議の召集を要求せねばならない。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
第
一
章
識
市
労
働
者
《
有
者
と
労
働
者
以
下
七
章
ま
で
あ
る
が
省
略
１
１
で
あ
る
。
国
の
樹
立
を
あ
お
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
全ロシアの労働者は、一つの同盟に、一つの党に団結せねばならない、とレーニンはいう。それには政治的自由、結社の自由をもたねばならな
い
。
よ
り
よ
い
社
会
ｌ
枇
会
主
義
社
会
を
蝿
識
す
る
た
め
に
、
労
働
満
は
Ⅲ
緋
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
．
ロシアにおいては、腱瓜は地主の奴隷であったように、人民は耐吏の奴隷であった．労働する人鵬
の
鋼一の喫
水とは
なにか．そ
れは、
Ｉ
一○｜ご毎口トリ．。』》恥田口』・●，勝，－β●巴ｒサ●，ｃ０ＬｌＨ．．＆〃●。。』Ｆけ０．－．．．．｜・Ｉ・；』ら・‐‐Ｌ１１．，．‐‐十－１１口■口ＩＢ５ｉ’１‐‐１１Ⅱ０－９１‐９０００１９ｌｂ↓・Ｌｂ
霧 これこそレーニンがロシア人氏に訴えたことばであった。この訳書を刊行したねらいは、日本国民をして新しい社会組織－－民主社会主義的な
； 霞醗イ 染政会治の的ＦＩＩ:１
１'’’'１農民
労
働
者
は
貧
困
と
窮
乏
生
活
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、
迫
害
を
恐
れ
ず
、
都
市
労
働
者
と
お
な
じ
よ
う
に
〃
決
定
的
闘
争
〃
に
参
加
し
、
人
民
の
代
表
章 電篭 国会
へ
の
選
挙
の
、
山
川
版
の
向
山
■鵬同出順i;M1Hil
ポ〈(:ノ｜蝋
佐野学務「民族とﾈI:会主義』。
都
市
労
働
者
の
闘
争
第
二
章
社
会
民
主
々
義
者
は
何
を
欲
す
る
か
？
第
三
章
農
村
に
於
け
る
富
と
貧
困
、
財
産
所
圧
う
ば
い
佐野学の『民族と社会主義』（昭和皿・の。）は、あたかも〃民主主義革命〃が膨群とし
て
起
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
。
旧
体
制
の
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
本
書
は
発
禁
と
し
そ
う
な
り
、
か
つ
佐
野
は
革
命
を
使
嗽
し
た
科
で
ふ
た
た
び
投
獄
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
よ
さ
た
け
ん
こ
う
「今や赦命来る」と、著者は意気軒昂とＩしていう。敗戦は一一千六百年の日本歴史をぶち
こ
わ
し
た
。
日
本
の
政
治
、
社
会
、
経
済
、
精
神
生
活
を
支
配
し
た
古
い
原
則
は
崩
壊
し
、
新
し
い
原
則
が
そ
れ
に
代
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
革
命
だ
、
と
い
う
。
〃
革
命
〃
と
い
う
も
の
は
、
天
か
ら
降
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
紘
命
は
氏
族
の
内
側
か
ら
湧
き
あ
が
る
欲
求
、
意
志
、
目
的
行
動
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
も
の
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
Ⅱ
本
を
救
124（35）
察
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
川
憐
次
訓
『
社
会
主
義
の
制
度
Ｉ
社
会
主
護
の
恢
の
小
は
ど
う
な
る
か
？
』
（
昭
和
、
・
８
〉
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
党
員
”
塾
シ
辮
ン
・
デ
リ
ニ
ヱ
ー
ル
（
Ｅ
…
□の⑳］目の日不詳）の『胃、菖（侭貝の。（§』冴冒（英訳本）を反訳したものである。原書は、第一次世界大戦後に将来する急進的な社会主義的共同国
家
の
綱
領
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
方
策
は
、
社
会
赫
命
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
日
本
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
１
－
予
徽
的
考
察
Ⅱ
社
会
主
義
実
珊
の
三
段
鱗
Ⅲ
政
権
の
獲
得
Ⅳ
社
会
化
Ｖ
生
産
の
組
織
Ⅵ
分
臓
の
細
繊
Ⅷ
社
会
組
あ
ら
繍
の
い
ろ
い
ろ
の
綱
Ｈ
Ⅷ
凡
ゆ
る
祉
会
問
題
の
解
決
Ⅸ
祉
会
主
義
が
爽
塊
さ
れ
る
に
至
る
条
件
ｌ
で
あ
る
．
『アメリカの国民性』（昭和ｎ．８）は、太平洋協会アメリカ研究室の研究員が、戦時中に脱稿し、出版の予定であったが、当時内容がアメリカ
人
の
美
点
を
讃
仰
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
公
刊
を
許
可
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
わ
が
国
の
ア
メ
リ
カ
研
究
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
戦
争
中
か
ら
終
戦
後
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
に
た
い
す
る
関
心
が
ひ
じ
ょ
う
に
高
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
格
的
な
研
究
は
、
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
お
も
に
外
国
人
の
見
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
観
将来日本が国際社会に進出し、その地位を確立するためにも、アメリカの実情とアメリカの国民性を知っておくことは必須条件である。
永田広志訳『マルクスとその学説』（昭和皿。、）は、バムメルの編輯したマルクスおよびマルクス主義に関する諸論文の一部を反訳したもの
である。ここに訳出したものは、包括的な叙述として必読のものという。
本
殿
族
の
特
質
轆
五
露
国
民
的
前
術
政
党
の
必
要
及
び
征
務
ｌ
で
あ
る
．
民
主
主
義
革
命
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
衆
革
命
で
な
い
）
は
、
封
建
的
勢
力
を
除
去
す
る
こ
と
を
第
一
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
。
き
た
内
韓
の
概
略
は
ｌ
第
一
箪
我
々
の
当
而
す
る
蕊
本
附
魑
’
革
命
来
る
二
敗
鯛
の
究
明
一
一
一
敗
戦
後
ｕ
水
の
現
実
四
ｕ
水
難
命
の
鑛
本
動
阿
ｌ
民
主
々
義
よ
り
社
会
主
義
へ
五
日
本
革
命
の
世
界
史
的
意
義
第
二
章
超
国
家
的
国
際
主
義
よ
り
一
国
社
会
主
義
第
三
章
民
族
と
階
級
に
つ
い
て
第
四
章
日
う道は、革命以外にないという。日本革命を成功させるには、いくつか過程がある。民主主義の徹底を通じて社会主義に移行する。第一段階は民
主主義。第二段階は社会主義である。ところでなぜ日本に〃民主主義革命〃が必要なのか。そのわけは、わが国の政治・経済界には封建的勢力が
根
づ
よ
く
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
日
本
の
進
歩
を
阻
害
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
封
建
性
ゆ
え
に
、
個
人
の
〃
自
覚
“
が
薄
弱
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
人
の
〃
独
立
的
人
格
〃
を
基
礎
と
す
る
社
会
の
発
達
は
望
め
な
い
。
(36）１２３
社会学伝来考
あり、四・一六までの闘争小史である（「編者例言」）。
日
本
共
産
党
が
組
織
さ
れ
た
の
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
で
あ
り
、
同
年
十
一
月
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
に
お
い
て
、
正
式
に
そ
の
支
部
と
し
て
承
認
さ
シ
ン
パ
れ
た
。
日
本
共
産
党
は
、
昭
和
一
一
十
一
年
（
一
九
四
六
）
七
月
を
も
っ
て
創
立
満
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本
の
労
働
者
、
勤
労
農
民
、
同
情
者
に
共
産
党
の
闘
争
史
ｌ
「
佃
水
叢
党
鮒
↑
小
史
』
（
昭
和
釧
巾
）
を
蝋
る
こ
と
に
し
た
．
こ
れ
は
党
員
の
故
巾
川
正
一
が
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
七
月
「
Ⅱ
本
共
脈
党
那
件
」
の
公
判
廷
に
お
い
て
、
前
後
江
Ⅱ
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
記
録
を
綱
繋
し
た
も
の
で
貝となる。
出
獄
後
、
希
望
闇
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
翻
訳
出
版
に
従
事
す
る
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
四
・
一
六
事
件
で
検
挙
さ
れ
、
無
期
懲
役
と
な
る
。
し
か
し
、
さ
い
ご
ま
で
非
転
向
を
つ
ら
ぬ
き
、
終
戦
を
待
た
ず
し
て
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
五
日
宮
城
刑
務
所
で
獄
死
し
た
。
監
禁
苦
役
の
生
活
を
送
る
こ
と
十
七
年
。
内
祷
の
概
略
は
ｌ
訳
者
序
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
学
説
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
マ
ル
ク
ス
の
学
説
櫛
学
的
噸
物
議
以
下
櫛
略
－
１
で
あ
る
．
し
よ
う
い
も
う
ぺ
市
川
正
一
（
一
八
九
一
一
～
一
九
四
五
、
大
正
・
昭
和
期
の
社
会
巡
勅
家
）
は
、
山
口
県
宇
部
の
ひ
と
で
あ
る
。
早
大
英
文
科
を
卒
業
後
、
大
正
日
々
新
聞
社
、
国
際
通
信
社
に
勤
め
た
。
や
が
て
社
会
主
義
の
研
究
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
共
産
党
に
入
党
し
、
『
赤
旗
』
の
編
集
委
員
を
へ
て
、
中
央
常
任
委
（幻）
五十一二年の生涯であった。
llii
市川正一署『日本共産党闘争小史｣。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
論
一
Ｈ
本
共
産
党
の
成
立
と
発
展
と
の
根
拠
二
創
立
か
ら
い
わ
ゆ
る
解
党
決
議
ま
で
三
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
解
党
否
認
か
ら
再
建
ま
で
四
再
建
大
会
か
ら
再
組
織
ま
で
五
二
七
年
テ
ー
ゼ
に
基
づ
く
党
の
再
組
織
か
ら
第
六
回
世
界
大
会
ま
で
六
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
世
界
大
会
以
後
結
語
１
１
で
あ
る
。
松
本
潤
一
郎
の
『
最
近
改
訂
版
社
会
学
要
綱
』
（
昭
和
別
・
皿
）
は
、
著
者
の
旧
著
『
社
会
学
要
綱
』
の
新
々
改
訂
版
で
あ
る
。
本
書
は
大
学
や
高
等
専
門
学
校
用
の
〃
社
会
学
教
科
書
〃
と
す
る
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
現
代
社
会
学
の
一
般
問
題
を
組
織
的
に
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
じ
ょ
し
加
阿閉士口外訳『社会学入門』（昭和別・川）は、ドイツの社会学者ハンス・フラ
122（37）
本
書
は
、
厳
密
に
い
う
と
阿
閉
の
個
人
訳
で
な
く
、
那
須
宗
一
と
の
共
訳
で
あ
る
。
小山栄三（一八九九～一九八三、広報学・宣伝研究の分野における草分け）の『輿論調査概要」（昭和、。ｍ）は、内閣審議室、ラジオ放送、
京
都
帝
国
大
学
、
明
治
大
学
な
ど
で
の
講
演
速
記
を
加
筆
訂
正
し
て
な
っ
た
書
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
〃
政
策
“
を
決
定
す
る
も
の
は
、
民
衆の世論であるという。世論調査は、民意を客観的に正確に表現するものでなくてはならぬという。民主主義的な先進諸国には、公共の世論調査
機関があるし、多くの新聞・雑誌社、大学なども世論調査をおこなっている。
世論調査の究極のＨ的は興主主義政治の二つの大きな例的ｌ正義と辮禰の壷だという．鑿者が本書を刊行しようとした目的は、各方両か
学１１１である。
イアーの厘員§§信冒口荷い局員侭蔚．］の巴・くの１償》ぐ。。Ｃロの一一の俸冨の『の『を反訳したものである。プライアーの主張によると、社会学は、社会的現
実
（
現
在
）
を
対
象
と
す
る
科
学
で
あ
る
と
い
う
。
か
れ
は
現
実
か
ら
遊
離
し
た
形
式
社
会
学
を
克
服
し
て
、
社
会
学
を
現
実
科
学
と
し
て
樹
立
し
よ
う
と
し
た
。
本
書
は
、
ら世論調査の参考書をもとめられたからである。
か
れ
の
社
会
学
を
知
る
た
め
の
か
っ
こ
う
入
門
書
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
訳
識
序
第
一
議
社
会
学
の
対
象
第
二
章
社
会
学
の
臓
史
節
三
章
現
代
社
会
学
の
諸
傾
向
概
観
鋪
四
章
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
！ 倉１１蝉
鐘
ハンス・フライヤー署『社会学入門｣。
〔法政大学付属図書館蔵〕
小山栄三箸『輿論調査概要｣。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
(38）１２１
社会学伝来考
な
ど
に
関
す
る
「
手
引
書
」
が
な
い
こ
と
が
不
便
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
で
は
国
情
は
異
な
り
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
当
て
は
ま
る
こ
と
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査
法
を
中
心
と
し
て
、
世
論
調
査
の
概
要
を
の
べ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
蟻
輿
論
の
構
造
第
二
章
輿
論
測
定
法
第
三
章
輿
論
指
導
と
宣
伝
第
四
章
鯆
論
ｌ
で
あ
る
．
「
社
会
学
研
究
全
の
同
人
ｌ
縢
疑
坂
川
太
邸
武
川
良
三
耐
艇
艤
｜
、
佐
藤
慶
二
、
早
瀬
利
繊
ら
が
、
文
化
社
会
梁
の
紹
介
や
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
が
満
州
事
変
以
後
、
一
連
の
侵
略
政
策
を
と
る
に
い
た
り
、
同
研
究
会
も
一
時
研
究
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
敗
戦
後
、
わ
が
国
が
再
出
発
す
る
に
あ
た
り
、
か
っ
て
の
業
績
を
再
上
梓
す
る
こ
と
に
し
た
。
社
会
学
研
究
会
編
「
知
識
社
会
学
の
問
題
』
（
昭
和
Ⅲ
。
Ⅱ
）
と
『
知
識
社
会
学
」
（
昭
和
、
。
⑫
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
清
水
幾
太
郎
の
「
現
実
の
再
建
』
（
昭
和
皿
・
皿
）
は
、
日
中
戦
争
が
お
こ
っ
た
昭
和
十
二
年
（
一
九
一
一
一
七
）
か
ら
同
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
間
に
、
各
叢
書
や
諸
雑
世
論
調
査
に
関
す
る
科
学
的
調
査
規
準
世
論
調
査
の
技
術
お
こ
っ
た
昭
和
十
二
年
（
一
九
一
一
一
七
）
か
ら
同
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
間
に
、
各
叢
書
や
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
の
中
か
ら
七
篇
の
論
文
を
え
ら
び
、
一
冊
の
書
物
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
市
殿
社
会
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
社
会
概
念
競
闘
塊
爽
の
Ｌ
Ｊ
禰
嬢
芸
術
と
道
徳
艫
史
的
繍
神
社
会
科
学
的
認
識
ｌ
で
あ
る
．
建
蔵
耐熱著者がこれまで歌いつづけてきたものは、人間を社会と歴史との重圧から
実
図
噸峡解放しようという歌であった。社会と歴史の重圧とはなにか。それはいい換
鑛粋えると、暗い実体と化した資本主義社会の力であり、日本のばあいは、それ
太
田
縫諏とからみ合った〃封建的な機構と圧力〃であった。当然、著者の反発はこれ
情Ⅲにむけられていた。
こ
う
り
ょ
う
紅
陵
大
学
（
拓
殖
大
学
の
前
身
）
教
授
・
伊
部
政
一
の
「
社
会
主
義
発
展
史
』
（
昭
和
120（39）
ｌ
で
あ
る
．
力なのである。
に
い
じ
ま
し
げ
る
新
島
繁
（
一
九
○
一
～
五
七
、
昭
和
期
の
評
論
家
）
は
、
山
口
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
帝
大
独
文
科
を
卒
業
後
、
、
ｎ
大
予
科
教
授
と
な
り
ド
イ
ツ
語
を
お
し
え
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
の
創
立
に
参
加
し
た
が
、
思
想
上
の
理
由
で
日
大
を
辞
職
さ
せ
ら
れ
た
。
の
ち
検
挙
、
起
訴
さ
れ
、
戦
後
、
神
戸
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
同
人
が
著
わ
し
た
『
社
会
運
動
思
想
史
』
（
昭
和
泌
・
２
）
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
刊
し
た
。
本
書
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
、
西
洋
に
お
け
る
人
間
性
解
放
Ⅱ
人
間
の
発
達
の
歴
史
を
あ
と
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
新
明
正
道
の
『
社
会
学
の
発
端
』
（
昭
和
犯
・
２
）
は
、
社
会
学
の
起
源
に
つ
い
て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
由
来
、
社
会
学
の
定
義
は
一
定
せ
ず
、
社
会
学
の
発
端
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
社
会
学
の
起
源
を
〃
近
代
自
然
法
論
〃
の
な
か
に
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
中
で
は
じ
め
て
、
〃社会〃が〃社会〃として概念され、これを基準とした社会の考察が理論に示唆されているからである（「序文」）。
内
容
の
概
略
は
１
－
１
序
文
’
第
一
章
自
然
と
社
会
学
と
の
関
連
第
二
章
近
代
自
然
法
に
お
け
る
社
会
学
第
三
章
社
会
概
念
の
構
成
に
つ
い
て
Ⅱ
メ
内
容
の
概
噸
は
１
節
一
編
祁
会
主
議
思
想
の
発
臘
第
一
章
社
会
主
義
の
概
念
第
二
章
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
求
譲
第
三
策
澱
政
府
主
義
（
ア
ナ
「
キ
ズ
ム
）
第
四
章
各
国
社
会
主
義
思
想
の
発
展
第
五
章
社
会
主
義
と
共
産
主
義
第
二
編
ソ
連
邦
に
於
け
る
社
会
主
義
の
発
展
結
論
社
会
主
義
の
根
木
問
題
llllI 鴬蕊
池
・
’
）
は
、
日
本
再
建
の
た
め
、
世
界
平
和
の
た
め
に
、
啓
蒙
的
な
意
味
を
も
っ
て
、
社
・禰会主義的諸思想や代表的な社会主義者について解説したものである。著者は、
ｊ
所
膣職われわれとしては幾多の社会主義思想を厳正に研究し批判することによって、
》鋼その中から祖国再建のために合理的な道を選ばねばならぬ、という。
唯蝿敗戦前の日本においては、〃社会主義〃といえば、反国家的な危険思想であ
讓掛った。が、いまや社会主義は民主主義とならんで、時代の寵児となったのであ
岬辨る。敗戦後の日本においては、従来の資本主義をもってしては国民経済の再建
Ｌは不適当である、といった考えから、社会主義的な政策を多分に加味せざるを
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
る
と
、
〃
社
会
主
義
〃
は
い
ま
や
新
日
本
建
設
の
推
進
(40）１１９
社会学伝来号
lilml ●■エンⅨルメ藩内藤・汀之助婦
エンゲルス箸『家族・Ｗｊ財産および'１１家の
起源』。〔早稲111大学中央Ijq書館蔵〕
〔fi瑞蔵〕テル署「青銅時代｣。タカクラ
ンシェル『脚然法と社会学』ゾンバルト『社会学の起源』フィーァヵント
『近代、然状の鮒洲的鰄噸的内濡』ｌである．
桜井成夫訳『群衆心理』（昭和皿・２）は、ギュスターヴ。ル。ボンの
、ご向き（（目⑩烏暁さ員圏展冒少］８コ．］①巳を反訳したものである。本評は群衆
の精神状態、群衆の一般的特徴などを考究、分析したものである。個人のあ
つまりが群衆とすれば、群集と個人は、その思想、感情、行助においてどう
異なるかを述べている。
内
糯
の
概
略
は
ｌ
糞
の
序
文
序
論
僻
衆
勝
代
節
一
鮒
脈
撚
の
怖
柳
鮒
二
筋
群
衆
の
意
見
と
信
条
第
三
筋
各
敵
脈
衆
の
分
頬
と
そ
の
細
説
訳
背
の
あ
と
がきＩｌである。
内藤吉之肋択『家族・私有Ⅲ唯および旧家の起源』（昭和泌・２）は、エ
ンゲルスの耕述を反訳したものである。今回旧版（大爪十年、れしな北版）
を阿刻したものである。訳汁は京城市川大学教授として広く東洋法制史、朝
鮮法制史などの資料蒐集に従事していたが、敗戦を機にやむなく日本に引き
揚げた。同書は社会主義や法制史の敢要文献のひとつと思われたので、来京
帝人法学部の助手時代に反証したのである。
昭和期の社会運動家・タカクラ・テル（高倉郷、一八九一～一九八六）の
勇同銅時代』（昭和犯・３）は、涛濁が昭和十二年（一九三七）以来、あらゆ
る附難と闘いながら『中央公論』『思想』『教育」などの諸雑誌に発表した論
文（エッセイ）を一冊にまとめたものである。
昭和八年（一九三三）二月１１高打は腱村における比施主施迎肋のために、
118（41）
天皇制とはなにか。高倉によると、それは〃世界無比の政治制度〃なのである。野蛮きわまる絶対専制政治のかたち、それが天皇制なのである。
上
は
天
皇
か
ら
下
は
村
役
場
や
農
業
会
に
い
た
る
ま
で
、
い
っ
さ
い
の
官
僚
的
な
し
く
み
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
圧
迫
を
く
わ
え
、
貧
困
に
お
と
し
い
れ
、
あ
る
ゆ
る
日
由
を
う
ば
い
、
む
り
や
り
戦
争
に
狩
り
立
て
た
。
そ
れ
が
天
皇
制
で
あ
っ
た
。
い
な
天皇家は日本最大の否、世界最大の地主であるばかりか、日本最大の財閥のひとりでもあった。天皇家は、わが国の地主や資本家の利益を代表
し、軍隊・憲兵・警察などの国家権力によって、いつばんの労働者・農民への搾取を制度化したという。
何
よ
り
も
当
地
の
労
働
者
や
農
民
と
別
れ
て
く
ら
す
こ
と
は
、
か
れ
に
と
っ
て
身
を
切
ら
れ
る
よ
う
に
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
高
倉
の
生
業
は
著
述
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
ペ
ン
一
本
で
生
き
る
方
針
を
た
て
た
。
逆
境
に
あ
っ
て
川
苦
と
枡
闘
し
な
が
ら
執
筆
を
つ
づ
け
、
各
雑
誌
に
発
表
し
た
。
内
辮
の
曙
は
Ｉ
ま
え
が
き
一
瀞
綱
時
代
一
一
ニ
ッ
ポ
ン
識
秤
趣
三
瀧
字
は
ニ
ッ
ポ
ン
に
だ
け
の
こ
る
か
？
卿
つ
ず
り
力
微
育
の
鵬
水
側
逝
血
ニ
ッ
ポ
ン
国
民
文
学
の
か
く
り
つ
六
農
村
共
同
組
合
七
大
原
幽
学
八
西
行
九
日
川
大
学
運
動
の
経
過
と
そ
の
意
義
十
天
皇
制
と
皇
室
の
問
題
こ
のうち興味をひく論文は、さいごの章節「天皇制と皇室の問題」である。この問題について津川左右吉は、終年の翌年はやくも雑誌「世界
』（昭
和
皿
、
３
～
４
）
に
二
度
に
わ
た
っ
て
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
の
論
調
は
、
天
皇
制
（
も
し
く
は
皇
室
）
を
擁
護
し
、
そ
れ
に
た
い
し
て
あ
た
か
も
愛
着
を
示
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
事
を
よ
ん
だ
高
倉
は
、
失
望
を
禁
じ
え
ず
、
津
田
が
〃
学
問
〃
を
ふ
み
は
ず
し
た
こ
と
を
惜
し
ん
だ
。
高
倉
は
頭
の
中
で
、
天
皇
制
と
皇
室
の
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
た
。
長
野
縣
上
田
署
に
逮
捕
さ
れ
、
同
年
九
月
長
野
刑
務
所
未
決
監
に
送
ら
れ
た
。
か
れ
の
家
族
は
、
以
後
長
野
縣
に
居
住
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
東
京
へ
追
わ
れ
た
。
つ
ぎ
の年の七月末、高倉は刑務所を出ると、かれも東京へ移らざるをえなかった。大正十一年（’九二二）年から、長野の農村で骨をうずめるつもり
で
暮
ら
し
て
来
た
か
ら
、
こ
れ
は
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
財
閥
と
し
て
の
天
皇
家
三
宗
教
的
な
崇
拝
の
川
手
宗
教
的
な
崇
拝
の
川
手
と
し
て
の
皇
室
政
治
制
度
と
し
て
の
天
皇
制
(42）１１７
社会学伝来瀞
椎
は
議
会
が
掌
握
し
て
い
る
。
る
｡ 議会
は
国
民
の
手
に
州
し
た
い
ま
、
議
会
を
通
じ
て
社
会
主
義
を
お
こ
な
い
、
民
主
紘
命
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
耕
背
の
信
念
で
あ
っ
た
。
胸
襟
の
概
略
は
Ｉ
社
へ
息
兆
主
義
の
蔓
と
特
色
一
脈
ら
し
き
雌
設
の
搬
想
二
熈
工
“
義
の
艫
成
三
平
柳
災
珊
の
た
め
の
凪
並
々
繊
凹
雌
工
“
雄
と
並
行
す
る
杜
会
主
義
祉
会
民
主
“
義
遡
勤
の
通
を
辿
る
祉
会
風
並
々
瀧
糀
柳
の
駆
臓
祉
会
民
主
“
義
の
鵬
側
結
識
政
沿
に
た
ず
さ
わ
る
識
の
澁
征
ｌ
で
あ
国
比
は
こ
れ
を
あ
が
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
片山哲の『民衆の幸福』（昭和犯・３）は、『Ⅱ本社会主義の展開』（昭和Ⅲ・５）の姉妹編のような作品である。Ｈ木を再建するためには何が
必要か。著者がまずその前提として考えたのは、まず再建についての理論を確実に立てねばならぬことである。その理論の基礎は、政治上におい
て
は
民
主
主
義
、
国
際
上
に
お
い
て
は
平
和
主
義
、
経
済
上
に
お
い
て
は
社
会
主
義
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
つ
を
有
機
的
に
関
述
せ
し
め
、
不
可
分
の
も
の
と
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
〃
社
会
民
主
主
義
〃
こ
そ
日
本
再
建
の
大
原
理
な
の
で
あ
る
。
社
会
民
主
主
義
と
は
、
議
会
を
通
じ
て
お
こ
な
う
民
主
革
命
と
社
会
主
義
の
こ
と
で
あ
る。敗戦後、議会の水質は一変した。いままで主椛は天皇にあり、天皇が統治権を一手ににぎっていた。が、これからは主権は国民にあり、統治
)４k久岼；
■LDIⅢⅢ(■民寒Q塞籟
;■片山士哲署‘
天
皇
制
が
生
ま
れ
た
の
は
明
治
維
新
後
で
あ
る
が
、
大
背
か
ら
皇
室
を
宗
教
的
に
崇
拝
す
る
風
潮
は
あ
っ
た
。
日
本
国
民
は
皇
塞
が
政
治
的
支
配
将
と
な
っ
た
た
め
に
、
。↓，
〃
)'111哲著『民衆の幸ＦＭ。
恒
藤
恭
の
『
ジ
ン
メ
ル
の
経
済
伍
学
』
（
昭
和
犯
・
４
）
は
、
改
造
社
刊
行
の
「
文
化
哲
学
溌
書
」
の
節
三
硫
に
あ
た
る
。
本
書
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
まえの版は『ジムメルの経済祈学』という書名であったが、今川は『ジンメルの経
済材学』と題して再版したものである。全巻を通じて、かなづかい、句読点、漢字
を
か
な
に
、
と
き
に
川
語
を
改
め
た
と
い
う
。
；
い
や
も
の
矢
内
原
忠
雄
の
『
日
本
の
傷
を
職
す
打
』
（
昭
和
犯
・
４
）
は
、
終
戦
の
翌
年
に
刊
行
し
た
『日本桁神と平和国家』（昭和Ⅲ・６）の姉妹編といえるかもしれない。本書は、山
形
・
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
で
な
し
た
－
速
の
〃
終
戦
講
演
”
を
あ
つ
め
て
一
瞥
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
極
度
の
旅
行
難
を
苫
と
も
せ
ず
、
各
地
に
講
演
し
、
国
民
に
訴
え
た
。
116（43）
繍
脅
の
み
る
と
こ
ろ
、
わ
が
国
の
旧
支
配
層
と
は
、
繁
關
財
噸
官
僚
・
大
地
案
な
ど
を
指
し
、
か
れ
ら
は
日
本
帝
国
主
義
の
手
先
と
な
っ
て
鐵
磯
行
為
ｌ
他
国
の
土地や資源を掠奪し、他国民を搾取し、国内にあっては軍需工業から巨額の利潤をあげた。大東亜戦争は、わが国の少数の帝国主義者がくわだて
た
不
派
義
の
戦
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
犯
罪
事
実
の
数
々
が
、
い
ま
東
京
裁
判
に
よ
っ
て
噸
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
．
満
州
燕
変
ｌ
‐
支
那
菱
ｌ
大
東
航
（
太
平
洋
）
戦
争など、一連の戦争に勇敢に反対したのは、共産主義者や反戦主義者などであった。
ｌ
で
あ
る
．
あ
ろ
う
。
る
。
本
書
は
対
談
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
日
本
復
興
の
道
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
、
〃
教
育
〃
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育
は
、
〃
国
家
教
育
“
や
〃
技
術
教
育
〃
で
あ
っ
た
。
技
術
を
も
っ
て
国
家
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
教
育
の
主
眼
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
こ
れ
ま
で
神
の
前
に
正
し
く
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
ん
に
ち
の
日
本
人
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
道
義
心
の
貧
困
、
正
し
い
批
判
精
神
で
あ
る
と
い
う
の
で
野
坂
参
三
（
’
八
九
二
～
’
九
九
三
、
大
正
・
昭
和
期
の
社
会
通
勤
家
）
の
『
平
和
へ
の
た
た
か
い
ｌ
反
戦
；
爽
塞
（
鵬
墾
４
）
は
、
日
本
人
捕
虜
に
よ
っ
て
華
北
の
各
地
に
つ
く
ら
れ
た
〃
日
本
人
反
戦
同
盟
〃
（
戦
争
反
対
、
軍
閥
打
倒
、
民
主
的
日
本
の
建
設
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
）
の
闘
争
の
実
録
を
編
ん
だ
も
の
で
あ
内
辮
の
概
略
は
ｌ
卿
家
の
理
想
神
の
国
蛾
督
教
の
主
轤
と
反
省
Ⅲ
木
の
巡
命
と
使
命
日
本
の
傷
を
鶴
す
瀞
剛
家
興
亡
の
岐
路
麟
督
教
と
Ⅱ
木
の
復
興
野坂参三編『平和へのたたかい－反戦同
盟実戦記｣。
本
書
の
目
的
は
、
国
民
に
た
い
し
て
〃
日
本
復
興
の
道
〃
を
し
め
す
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
著
者
の
本
旨
は
、
戦
前
も
し
く
は
戦
争
中
の
言
論
を
回
顧
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
の
関
心
は
あ
く
ま
で
将
来
へ
の
〃
希
望
〃
で
あ
り
、
過
去
へ
の
回
顧
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
は
大
束
Ⅲ
戦
争
に
よ
り
手
ひ
ど
い
傷
を
う
け
た
が
、
じ
ぷ
ん
の
力
で
こ
の
傷
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
占
領
軍
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
国
民
に
自
由
を
あ
た
え
る
こ
と
を
標
梼
し
、
わ
が
国
の
内
政
に
ま
で
口
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
日
本
の
傷
を
癒
す
者
は
だ
れ
で
あ
る
か
明
言
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
日
本
国
民
自
体
と
で
も
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
(44）１１５
《
社会学伝来考
戦
後
の
混
乱
期
、
こ
の
よ
う
な
大
衆
蜂
起
の
筆
を
取
り
あ
げ
た
わ
け
は
、
当
時
の
荒
廃
し
た
日
本
社
会
の
う
ち
に
、
洪
秀
全
の
大
大
的
な
農
民
暴
動
に
共
通
す
る
苦
悩
と
要
求
を
み
て
と
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
は
著
者
が
秘
か
に
希
求
し
た
も
の
は
、
民
衆
の
蜂
起
と
革
命
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
内
辮
の
概
略
は
ｌ
第
一
朧
史
的
裏
第
二
太
平
天
国
の
成
立
第
三
太
平
天
国
の
臘
膿
的
共
雄
主
義
以
下
省
略
ｌ
で
あ
る
．
え
し
た
、
い
わ
ゆ
る
〃
太
平
天
国
の
乱
〃
に
つ
い
一
が
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
を
た
だ
推
測
す
る
し
か
な
い
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
末
ご
ろ
よ
り
、
軍
閥
の
手
先
と
な
っ
て
華
北
に
お
い
て
戦
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
日
本
兵
士
の
中
か
ら
捕
虜
が
生
ま
れ
、
か
れ
ら
は
中
国
共
産
党
の
指
導
す
る
八
路
軍
の
援
助
の
も
と
に
、
は
じ
め
て
〃
日
本
人
反
戦
同
盟
“
を
組
織
し
た
。
こ
の
反
戦
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
は
、
〃
日
本
人
民
解
放
連
盟
〃
に
改
組
さ
れ
、
終
戦
の
年
ま
で
中
国
全
土
で
十
三
の
支
部
を
も
つ
ま
で
に
な
っ
た
。
〃
反
戦
同
盟
〃
は
、
日
本
軍
の
前
線
ち
か
く
ま
で
潜
入
し
て
、
印
刷
物
に
よ
る
宣
伝
の
ほ
か
、
農
家
の
土
塀
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
絵
を
描
い
た
り
、
八
路
軍
の
協
力
を
え
て
の
ぼ
り
ほ
る
い
墓
標
を
立
て
た
り
、
反
戦
の
幟
を
夜
の
う
ち
に
日
本
軍
の
塗
塁
（
と
り
で
）
の
近
く
に
立
て
た
り
し
た
。
日
本
人
反
戦
同
盟
は
、
反
戦
工
作
と
は
ぺ
つ
に
昭
和
十
五
年
二
九
四
○
）
末
、
日
本
捕
虜
を
教
育
す
る
機
関
と
し
て
、
延
安
に
「
日
本
労
農
学
校
」
（
「
日
木
工
農
学
日
本
人
反
戦
同
盟
は
、
反
戦
工
作
と
は
ぺ
つ
に
昭
和
十
五
年
狡」）をつくった。終戦時、学生は二五○名いたという。
佐
野
学
の
霧
暴
動
第
三
樹
太
平
天
国
茎
（
昭
和
蝿
・
伽
）
は
、
濡
末
の
一
八
派
一
年
ｌ
上
鬘
の
鵜
導
者
・
洪
秀
余
が
広
西
筒
の
村
落
で
叛
縦
ひ
る
が
えした、いわゆる〃太平天国の乱〃について叙述したものである。同書には「はしがき」も「あとがき「｜も付いていないので、著者の刊行の意図
l蝋
箸學野佐
部三第史含jik朝痢
L動暴民農Ｉ
斡三第
命錐圃天平太
〃
武求文
佐野学箸『農民暴動第三輯太平天
国革命』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕 第
三
太
平
天
国
の
農
民
的
共
産
主
義
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
小
松
堅
太
郎
の
『
社
会
学
新
論
」
（
昭
和
犯
・
４
）
は
、
関
書
院
の
「
青
年
叢
書
７」にあたる。本書は、小型本（ｍｍｘｍ四である。国立国会図書館が
架
蔵
し
て
い
る
。
同
書
の
「
序
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
と
語
っ
て
い
る
。
文
化
国
家
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ど
う
あ
ら
ね
ば
世
は
個
人
の
自
由
の
躍
進
へ
と
む
か
う
明
る
い
民
主
主
義
の
社
会
と
な
っ
た
。
文
化
国
家
の
建
設
が
街
頭
に
叫
ば
れ
て
い
る
。
1１４（45）
原田敏明、藤谷俊雄らが寄稿している。
荒
川
寒
村
訳
『
古
代
社
会
〔
上
巻
旨
（
昭
和
犯
・
６
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
民
族
学
者
リ
ュ
イ
ス
。
Ｈ
・
モ
ー
ガ
ン
の
『
古
代
社
会
』
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
一－’
第
一
章
の
人
種
的
諸
時
代
か
ら
第
十
》
早
の
ギ
リ
シ
ア
の
政
治
的
社
会
制
度
ま
で
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
早
川
二
郎
（
一
九
○
六
～
三
七
、
昭
和
期
の
歴
史
研
究
家
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
外
国
語
学
校
露
語
科
を
卒
業
。
ソ
ビ
エ
ト
歴
史
学
を
わ
が
国
に
紹
介
し
た
ことで知られる。昭和七年（一九一一一二）日本プロレタリア文化連盟（コップ）弾圧のさいに逮捕された。昭和十二年（一九三七）十一月、奥秩父
同
人
の
『
古
代
社
会
史
』
（
昭
和
犯
・
６
）
は
、
お
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
の
古
代
社
会
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
も
と
も
と
唯
物
論
全
書
ち
ゅ
う
の
一
冊
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
再
刊
さ
れ
た
。
読
書
組
合
叢
書
の
『
日
本
古
代
社
会
［
１
］
［
２
］
』
（
昭
和
翠
・
６
～
同
鋼
・
３
）
は
、
新
進
の
歴
史
家
ら
に
よ
る
わ
が
国
の
古
代
史
に
つ
い
て
の
論
文
を
あ
つ
め
一
書
タ
ブ
ー
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
敗
戦
を
機
に
わ
が
国
の
臘
史
善
は
、
か
つ
て
な
い
珊
究
の
自
由
一
一
一
塁
“
の
自
由
を
え
た
．
従
来
鐘
意
と
さ
れ
て
き
た
天
皇
制
の
問
題
ｌ
日
本
国
や
皇
室
の
篝
い
わ
ば
鱸
麟
級
社
会
か
ら
艤
級
社
会
へ
の
搬
移
ｌ
に
も
科
学
的
な
メ
ス
を
く
わ
え
、
そ
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
い
ず
き
み
お
第一冊目には、伊豆公夫（別名・赤木健介、昭和期の歌人）、ねずまさし、井上光貞、和歌森太郎らが、第一一冊目には、渡部義通、安藤正次、
を
登
山
中
に
遭
難
し
た
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
雛
一
章
社
会
学
の
研
究
法
第
扇
四
章
社
会
の
変
動
第
五
章
文
化
の
変
動
１
－
で
あ
る
。
第
一
部
ｏ
へ
Ⅱ
Ｊ
曇‐劃蔵
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
社
会
の
構
造
そ
の
も
の
を
分
析
し
、
そ
の
発
展
変
動
の
必
然
過
程
を
史「館
腱鴎さぐり、文化の生成変動を認識することが必要であるという・本書は社会学の
ｉ
央
辨郭入門書にちがいないが、新時代の社会学の要望にこたえて、随所に新理論を展
郎咄開したという。
に稲早ｒＬ
Ⅱ
早
著
者
に
と
っ
て
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
社
会
学
は
、
社
会
の
現
実
態
を
現
実
の
姿
そ
の
ま
ま
に
、
す
な
わ
ち
〃
生
け
る
生
活
形
態
と
し
て
“
把
握
す
る
学
問
で
あ
っ
た
。
社
会
学
の
方
法
第
二
部
社
会
学
の
対
象
第
二
章
社
会
的
現
実
態
第
一
一
一
章
社
会
の
構
造
第
ならないか。
ｈｂＪｒ・０
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史
早川二郎箸
社会学伝来考
内
辮
の
概
略
は
’
第
一
編
序
論
会
の
諸
附
繼
と
東
洋
祉
会
ｌ
で
あ
る
．
高
田
保
馬
の
『
世
界
社
会
論
』
（
昭
和
犯
・
６
）
は
、
中
外
出
版
の
世
界
経
済
学
講
座
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
九
年
二
九
二
○
）
に
『
現
代
社
会
の
諸研究』を著わして以来、〃世界社会の将来（未来）〃というものに関心があったという（「自序」）。
〃
世
界
社
会
〃
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
各
国
家
、
各
民
族
に
か
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
世
界
の
各
地
域
の
ひ
と
び
と
す
べ
て
を
成
員
と
し
て
包
括
す
る
社
会
の
こ
と
だ
と
い
う
。
い
い
か
え
る
と
、
特
殊
の
地
域
的
限
定
を
も
っ
た
社
会
で
は
な
く
て
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
わ
た
る
〃
地
域
社
会
〃
の
こ
と
を
本
書
は
、
世
界
社
会
の
意
味
を
あ
き
ら
か
に
し
、
つ
い
で
そ
の
存
在
を
肯
定
し
た
り
否
定
す
る
見
解
を
分
析
や
批
判
し
、
社
会
の
進
路
が
世
界
社
会
の
完
成
に
む
か
う
こ
と
を
剛
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
１
節
一
章
世
界
社
会
と
い
ふ
こ
と
の
意
議
鏑
二
章
現
実
と
し
て
の
世
界
紙
会
第
三
蕊
世
界
社
会
の
分
析
第
四
章
補
論
１
人
種
と
総
祉
体
第
五
章
世
界
艤
済
鯛
六
章
搬
界
社
会
へ
の
道
第
七
、
第
八
蟻
内
容
よ
り
の
促
進
ｌ
共
一
総
済
其
二
宗
教
と
ＤＪ･＝ いう
ら
し
い
。
杉
艤
正
巳
の
重
社
会
と
西
欧
社
会
ｌ
敗
戦
Ⅲ
木
の
世
界
史
的
地
位
」
（
昭
和
￥
６
）
は
ｉ
本
政
滞
文
化
研
究
所
の
一
室
で
珊
究
ノ
ー
ト
の
形
で
鑿
騒
中
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
書
き
は
じ
め
、
さ
い
ご
の
章
を
執
筆
中
に
敗
戦
を
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
当
時
日
本
が
身
を
お
い
て
い
た
地
位
、
将
来
の
日
本
の
建
設
に
と
っ
て
、
ど
こ
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
か
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
辮
の
概
略
は
’
第
一
編
序
論
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
第
二
編
酋
欣
思
想
の
朧
史
的
再
把
握
鏑
三
綴
東
洋
社
会
の
算
史
的
位
艤
第
四
編
近
代
社
科
学
第
九
章
世
界
国
家
へ
の
道
－
１
で
あ
る
。
籍田辺壽利の『コントの実証哲学』（昭和翠。７）は、旧版『コント実証哲
識獺学』（昭和ｎ．９）の改訂増補版である。改訂版と旧版とのちがいは、第一一篇
睦辨「科学の哲学」において、新たに第三章「諸科学の方法」を附加したことと、
》報「総序論」として、「哲学上のコント」といった一論を巻頭につけくわえたこと
謄舩である（「はしがき」）。
爪
法
壽
Ⅲ
辺
佐
藤
慶
二
の
「
文
化
社
会
学
」
（
昭
和
犯
・
７
）
は
、
ド
イ
ツ
の
文
化
社
会
学
を
文
化
社
田
△
言
学
的
な
態
度
を
も
っ
て
取
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
と
い
う
。
文
化
を
一
つ
の
社
会
的
所
産
と
112（47）
敗戦の年の八月から、半年ほどの間はじつに目まぐるしい時期であったという。旧制度のころであったら、とても考えられぬ画期的な諸変革が、
占
領
軍
の
手
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
大
塚
久
雄
二
九
○
七
～
九
六
、
昭
和
期
の
経
済
史
学
者
）
は
、
「
経
済
再
建
期
に
お
け
る
経
済
市
と
し
て
の
鎌
倉
ｌ
で
あ
る
．
高田保馬の『社会学の根本問題」（昭和犯・８）は、毎年大学においておこなった社会関係や社会過程の根本問題についての講義の稿本を、ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
第
一
論
社
会
の
木
質
に
つ
い
て
第
二
論
社
会
総
合
の
形
態
第
三
論
社
会
関
係
と
祉
会
過
繩
鋪
四
論
共
同
社
会
論
覚
書
第
五
諭
阿
家
に
関
す
る
蒋
干
の
省
察
第
六
識
民
族
と
圃
家
ｌ
で
あ
る
．
川
上
多
助
の
「
日
本
古
代
社
会
史
の
研
究
』
（
昭
和
犯
・
８
）
は
、
雑
誌
や
年
報
等
に
発
表
し
た
日
本
社
会
史
に
関
す
る
旧
稿
十
篇
を
え
ら
び
、
字
句
を
統
一
し
、
重
複
ぺ
つ
を
鑿
礫
し
て
一
書
と
し
た
も
の
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
’
一
と
こ
が
“
都
の
意
義
編
成
起
鰄
に
つ
い
て
の
研
究
三
古
代
鵬
民
制
に
就
い
て
の
一
考
察
四
古
代
古
籍
考
五
王
朝
時
代
の
浪
人
に
就
い
て
六
尾
張
国
解
文
に
就
き
て
七
荘
園
の
起
源
八
平
安
朝
の
荘
園
整
理
策
九
武
士
の
勃
興
十
都
ど
で
あ
る
。
集団に。
脈絡を本然的紐帯とした間柄－－家族、親類といった血族姻族。
内
需
の
概
略
は
１
１
自
序
総
論
ｌ
識
趨
と
方
法
第
一
策
と
鋪
二
章
上
代
の
族
縁
協
同
体
（
そ
の
一
．
そ
の
二
）
鋼
三
章
氏
仙
柵
先
脚
・
藤
士
神
’
な
ｂＬノ。
高H1保馬著『社会学の根本問題｣。
〔法政大学附属図書館蔵〕
し
て
、
社
会
と
の
関
連
に
お
い
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
文
化
社
会
学
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
’
一
文
化
社
会
学
と
知
識
社
会
学
二
文
化
社
会
学
の
原
始
的
形
態
三
文
化
社
会
学
と
実
在
社
会
学
四
知
識
社
会
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
五
ロ
ゴ
ス
科
学
と
現
実
科
学
六
歴
史
紙
会
学
と
し
て
の
文
化
社
会
学
ｌ
で
あ
る
．
和
歌
森
太
郎
の
「
国
史
に
お
け
る
協
同
体
の
研
究
上
巻
族
縁
協
同
体
』
（
昭
和
皿
・
８
）
は
、
日
本
の
民
族
社
会
を
組
成
し
て
き
た
基
本
的
協
同
体
の
す
が
た
を
、
歴
史
的
に
観
察
勘
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
〃
協
同
体
〃
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
協
力
し
た
り
、
心
を
あ
わ
せ
る
間
柄
の
仲
間
を
い
う
る
い
ら
し
い
。
そ
の
類
（
あ
つ
ま
り
）
は
、
一
一
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ひ
と
つ
は
系
譜
的
族
．
も
う
ひ
と
つ
は
、
地
縁
的
巡
帯
を
本
然
的
紐
帯
と
し
た
胤
榊
Ｉ
雛
落
や
町
村
と
い
っ
た
近
隣
(48）１１１
聿脛一浬癖一
關脅院刊
」』
，就曾學の根木
閥
題
商，川保叫藩
剛‐ｌｆｋ圏
社会学伝来考
轍
蒋
は
鵬
和
１
六
年
（
一
九
四
一
）
の
十
一
脚
ｌ
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
霊
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
リ
ス
ボ
ン
よ
り
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
の
飛
行
機
で
ひ
と
手
ベ
ル
リ
ン
に
む
か
い
、
こ
の
機
会
に
し
ば
ら
く
ベ
ル
リ
ン
を
見
学
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
。
宿
は
ツ
ォ
ー
駅
の
近
く
の
「
ヨ
ァ
ヒ
ム
」
と
い
う
小
さ
な
ホ
テ
ル
。
そ
こ
で
二
泊
し
た
の
ち
、
動
物
園
に
ち
か
い
「
エ
デ
ン
・
ホ
テ
ル
」
へ
引
越
し
た
。
著
者
が
受
け
た
ベ
ル
リ
ン
の
印
象
は
、
風
情
の
な
い
街
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
時
候
は
十
一
月
末
で
あ
る
か
ら
、
毎
日
が
う
そ
寒
い
。
空
は
灰
色
、
石
の
五
階
建
の
建
物
も
灰
色
に
く
す
ん
で
、
陰
惨
な
感
じ
が
す
る
。
ど
れ
も
似
た
よ
う
な
建
物
だ
か
ら
、
ツ
ォ
ー
の
近
く
に
あ
る
有
名
な
教
会
を
覚
え
て
お
か
な
い
と
、
ま
い
子
に
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
通
り
を
あ
る
く
女
性
を
見
て
い
た
ら
、
歩
調
を
そ
ろ
え
、
急
川
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
サ
ッ
サ
と
行
く
の
で
、
体
操
の
先
生
の
よ
う
で
あ
る
。
戦
争
中
だ
か
ら
し
か
た
が
内
議
の
概
略
は
ｌ
封
雄
性
の
究
馴
Ｈ
木
瓜
主
疏
命
の
条
件
行
風
革
命
の
史
的
条
件
ｌ
で
あ
る
．
ま
さ
み
斎
藤
正
躬
の
『
北
欧
通
信
」
（
昭
和
犯
・
９
）
は
、
著
者
が
同
盟
通
信
の
特
派
員
と
し
て
大
東
亜
戦
争
の
す
べ
て
の
期
間
、
リ
ス
ボ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
在
勤
し
た
と
き
の
報
告
で
あ
る
。
の分析』（昭和犯・８）は、民主革命
大学新聞』に掲救されたものである。
史の問題」（「日本封建制の分析」所収）のなかで語っている。
わ
が
国
の
封
建
的
資
本
主
義
国
家
体
制
は
、
敗
戦
を
機
に
根
底
か
ら
ひ
つ
く
り
返
り
、
占
領
軍
の
命
に
よ
っ
て
民
主
革
命
が
逐
次
断
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
『
日
本
封
建
制
の
分
析
』
（
昭
和
犯
・
８
）
は
、
民
主
革
命
が
進
行
す
る
な
か
で
再
燃
し
た
〃
封
建
論
争
〃
の
緒
論
考
を
十
五
篇
収
め
た
も
の
で
、
敗
戦
の
翌
年
の
秋
か
ら
、
週
刊
『
帝
国
帝国大学Willll社編『日本封建制の分
析』。〔早稲[Ⅱ大学中央図書館蔵〕
振峅と 狄欧麺傭
齋膝正躬著
’１:iiliijl
月咀轡房
斎藤１１ﾐﾙj薪「北欧通信』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
110（49）
清水幾太郎の『社会学ノート」（昭和犯・９）は、戦前に『思想」その他の諸雑誌に発表した旧稿を中心に編んだ謀である。もちろん出版社の
熱心な勧めがあったことはいうまでもない。が、本書はもっぱら自分のために作ったノートだという。
内
容
の
概
略
は
ｌ
現
代
の
危
機
と
理
論
の
実
践
憐
現
代
に
於
け
る
人
剛
の
危
機
政
論
と
虚
一
一
画
篝
に
於
け
る
伽
然
と
社
会
シ
ル
レ
ル
の
美
的
国
蒙
私
の
書
架
（
巻
末
）
ｌ
デ
ュ
ー
ウ
ィ
ー
向
山
主
義
と
社
会
的
行
動
デ
塾
ル
ヶ
ム
ー
社
会
分
業
論
ゾ
ム
バ
ル
ト
ー
社
会
学
権
威
と
讓
ｌ
で
あ
る
．
本
「
古
代
社
会
」
の
変
形
と
解
体
ｌ
で
あ
る
．
Ｉ
あ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
背
な
か
な
か
う
ま
い
も
の
を
食
わ
し
た
ん
だ
そ
う
だ
．
ぼ
く
は
食
物
の
識
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
が
：
…
・
案
内
人
が
い
う
に
は
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
一
八
七
○
～
一
九
一
九
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ド
イ
ツ
の
女
性
社
会
主
義
者
）
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
だ
れ
か
と
話
をしていたとき、暴漢に引きたてられ、たぐり倒されたのち、運河の水の中に投げ込まれたという（「回想のドイツ」）。
渡部義通の『日本古代社会』（昭和蛆’９）は、昭和十一年（一九三五）に刊行されたとき発禁となり、同時に薪者が逮捕されるきっかけとな
った評である。本譜は、日本の古代社会の発生とその発展、さらにつぎの社会への転成の跡をたどったものである。
内
糯
の
概
略
は
１
１
序
説
鯛
一
蕊
川
本
「
古
代
祉
会
」
の
戚
立
鯛
二
承
Ⅱ
本
「
古
代
礼
会
」
の
朧
避
ｌ
と
く
に
「
大
化
改
新
」
術
に
就
い
て
鍬
三
蟻
Ⅱ
を
と
め
て
、
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー
テ
ン
が
付
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
指
差
し
た
。
当
時
ベ
ル
リ
ン
に
い
た
日
本
人
は
、
ナ
チ
ス
の
施
政
に
な
れ
て
、
社
会
民
主
主
義
時
代
を
恋
い
したう者はいなかったという。あるとき、著者は日本人に連れられ、ツォーの前からティーアガルテンにむかって歩いていたとき、相手はふと足
Ｕ５
渡辺義通鵜『I｣本古代社会』。
〔早稲111大学【'1火図書館蔵〕
な
い
が
、
食
物
は
貧
弱
で
あ
り
、
タ
バ
コ
も
ろ
く
に
な
く
、
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
い
た
リ
ス
ボ
ン
は
、
肉
も
魚
も
エ
ビ
も
カ
ニ
も
豊
富
だ
っ
た
。
響
靜
が
気
に
入
っ
た
場
所
は
一
ヶ
所
だ
け
だ
っ
た
．
そ
れ
は
市
の
中
心
に
あ
る
公
剛
ｌ
デ
イ
「
ア
ガ
ル
テ
ン
ー
で
あ
る
．
中
に
入
る
と
憾
の
木
の
嫌
、
小
川
旭
瀞
蕊
が
倣
っ
た
小
道
があった。大都会の真中にこのような公附があるのがふしぎだった。夕練れどき、
蒲
葉
の
上
に
腰
を
お
ろ
し
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と
、
戦
争
や
新
附
の
こ
と
を
忘
れ
、
お
と
ぎ
の
世
界
に
遊
ぶ
気
持
に
な
っ
た
。
(50）１０９
社会学伝釆考
】し』可iilii蝋｢ns,､ 松本淵一郎の『現代社会学」（昭和犯・９）稲がもとになっている。自己の学説や理論は、までもくり返すのである。 四七）は、オランダあたりからときどき雑ほとんど見るべき業績を発表していない。いない０ それにしても著者は、戦火によって郷里と東京の
居
宅
の
す
べ
て
を
失
な
っ
た
の
で
あ
る
。
家
、
家
具
、
什
器
、
衣
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
蔵
書
や
研
究
書
類
の
す
べ
て
を
焼
失
し
た
の
で
あ
る
。
ま
る
裸
に
な
っ
た
か
れ
は
、
学
者
と
し
て
ま
こ
と
に
哀
れ
な
存
在
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
敗
戦
に
よ
っ
て
相
当
打
ち
の
め
さ
れ
た
に
ち
が
巻末にかかげた外国書の紹介の大半は、『思想』の海外哲学思潮欄に寄せたものから選んだという。
著者は、ナチス制覇後、ドイツにおける社会学の燕情に若干ふれている。ひところアメリカと並んで社会学の盛んな国とみられていたドイツは、
い
ま
凋
落
の
運
命
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
。
形
式
社
会
学
の
一
派
の
機
関
誌
が
廃
刊
に
な
っ
た
り
、
ナ
チ
ス
に
追
放
さ
れ
た
力
１
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
（
一
八
九
三
～
一
九
四
七
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
あ
た
り
か
ら
と
き
ど
き
耕
作
を
発
表
し
て
い
る
と
い
う
。
ひ
と
り
ド
イ
ツ
に
閉
っ
て
い
る
ハ
ン
ス
・
プ
ラ
イ
ア
ー
（
一
八
八
七
～
一
九
六
九
）
は
、
ンバルトー祉会学」）．
形
式
社
会
学
や
文
化
社
会
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
初
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
大
勢
の
社
会
学
者
は
、
鳴
り
を
ひ
そ
め
、
無
活
動
と
沈
黙
の
な
か
に
あ
る
よ
う
だ
と
い
う
（
「
ゾ
i2＄ 主刑ⅢⅢ那聯川棚Ⅲ
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
末
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
、
東
京
工
業
大
学
で
お
こ
な
っ
た
社
会
学
講
義
の
草
何
度
も
く
り
返
し
主
張
し
な
い
と
川
川
の
者
に
徹
底
し
な
い
、
と
い
っ
た
考
え
か
ら
、
稗
者
は
主
張
の
点
を
、
ど
こ
松本潤一郎著『現代社会学｣。
〔早稲１１１大学中央図書館蔵〕
箸
考
は
、
日
本
が
社
会
を
仰
雌
し
て
ゆ
く
過
曝
の
な
か
で
国
民
の
あ
い
だ
に
社
会
的
知
識
が
粋
及
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
再
建
の
に
な
い
手
は
、
教
養
あ
る
青
年
厨
で
あ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
、
か
れ
ら
の
た
め
に
本
書
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
繍
諭
》
同
年
と
祉
会
両
建
一
敗
戦
ｎ
本
と
青
年
二
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
青
年
三
新
生
活
と
青
年
四
政
治
・
経
済
と
青
年
五
文
化
と
青
年
本
論
一
礼
会
認
識
二
人
間
団
結
三
共
同
生
活
四
文
化
Ⅲ
題
瓦
社
会
動
向
附
録
文
献
解
題
ｌ
で
あ
る
．
と
皿
店中期の詩人。杜甫（七一一一～七○）は、「国破れて、山河あり」と嘆じた。こ
108（51）
内
存
の
概
略
は
１
１
序
論
第
一
章
プ
ラ
ト
ン
の
皿
想
川
筋
二
軍
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
川
家
と
人
間
節
三
束
ス
ト
ア
価
学
に
お
け
る
世
界
市
民
主
義
第
四
章
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
社
会
観
第
五
章
文
芸
復
興
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
第
六
章
ユ
ー
ト
ピ
ヤ
文
学
に
お
け
る
共
産
主
義
思
想
第
七
章
近
代
民
主
々
義
の
泉
源
と
し
て
の
社
会
契
約
説
余
論
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
の
人
々
ｌ
で
あ
る
。
法
を
採
っ
た
と
い
う
。
（
ひ
と
の
い
う
こ
と
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
）
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
脂
禅
が
成
り
た
つ
か
ら
か
ら
で
あ
る
。
Ⅲ
本
青
年
と
い
え
ど
も
敗
戦
の
面
征
を
兇
が
れ
え
ず
、
自
ら
の
こ
と
と
し
て
駈
征
艦
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
し
か
し
、
著
者
の
こ
の
考
え
は
、
一
力
に
偏
し
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
性
に
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
国
家
が
戦
争
を
は
じ
め
た
以
上
、
こ
と
の
当
否
を
別
に
し
て
、
国
民
は
国
の
力
針
に
し
た
が
う
か
、
反
対
す
る
か
の
こ
者
択
一
あ
る
の
み
で
あ
る
。
戦
争
に
反
対
す
る
立
場
を
つ
ら
ぬ
い
た
者
は
い
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
少
数
派
で
あ
り
、
大
多
数
の
杵
は
国
簸
に
迎
合
し
た
。
特
岡
や
激
兵
が
回
酬
犯
に
Ⅱ
を
光
ら
せ
て
い
た
恐
怖
政
治
の
時
代
に
お
い
て
、
国
民
大
衆
は
お
と
な
し
く
囚
の
力
針
に
追
従
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
当
時
、
と
て
も
国
簸
に
真
つ
こ
う
か
ら
反
抗
で
き
る
よ
う
な
怖
況
で
は
な
か
っ
た
し
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｈ
本
人
は
そ
の
勇
気
が
な
か
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
も
あ
れ
、
Ⅱ
本
囚
民
は
民
主
主
綻
の
内
容
を
よ
く
か
み
分
け
、
Ⅲ
生
活
を
脱
し
て
、
新
生
油
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
佐
野
学
の
『
西
派
社
会
忠
脚
史
ｌ
プ
ラ
ト
ン
蝋
恕
風
よ
り
社
会
契
約
説
ま
で
』
（
鵬
和
迦
・
９
）
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
川
六
）
十
月
か
ら
脚
二
十
二
年
二
川
ま
で
、
早
稲
田
大
学
の
商
学
部
の
学
生
に
講
義
し
た
も
の
を
ま
と
め
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
獄
中
生
活
が
な
が
く
、
戦
災
で
本
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
参
考
懇
が
ま
こ
と
に
乏
し
く
川
っ
た
、
と
「
序
」
の
中
で
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
語
る
べ
き
思
想
家
の
原
典
を
一
、
二
Ⅲ
ず
つ
熟
読
し
て
、
そ
の
泣
接
印
象
を
半
生
に
話
す
力
佐野学箸『西洋ﾈ|:会M(想史一プラト
ン１Ｍ11画より社会契約説まで｣。
れ
は
都
は
戦
乱
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
が
、
例
然
の
景
観
は
む
か
し
の
ま
ま
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。
日
本
は
戦
争
に
こ
そ
敗
れ
た
が
、
幸
い
民
族
的
存
在
ま
で
否
定
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
。
迎
合
国
側
の
奴
隷
に
な
ら
ず
に
す
ん
だ
の
は
不
幸
ち
ゅ
う
の
幸
い
で
あ
る
。
敗
戦
囚
日
本
が
庇
面
し
た
難
局
は
、
１
－
食
川
難
、
仇
宅
難
・
政
沿
難
．
思
想
雌
で
あ
る
と
い
う
。
戦
犯
と
称
さ
れ
る
者
の
裁
判
が
進
行
中
で
あ
り
、
敗
戦
の
責
任
は
〃
指
導
的
老
人
群
“
に
お
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
武
征
の
一
半
は
、
〃
追
従
的
一
般
国
民
“
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
〃
青
年
脈
〃
に
も
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
脂
禅
と
い
う
現
象
は
、
追
従
(52）１０７
社会学伝来考
た
か
む
れ
い
つ
え
高群逸枝（一八九四～一九六四、昭和期の女性史研究家）の『、ｎ本女性社会史』（昭和犯・Ⅲ）は、ｎ口本女性の生活を社会史的に明らかにしよ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
あ
る
意
味
で
〃
女
性
社
会
史
〃
で
あ
り
、
同
時
に
〃
女
性
被
圧
迫
史
〃
も
し
く
は
〃
女
性
解
放
史
“
で
あ
る
と
い
う
。
と
く
に
著
者
が
本
書において意をそそいだのは、〃族制“（家族、氏族、部族などのように、血縁関係にもとずいて集団をつくる制度）である。
こ
の
族
制
が
女
性
の
地
位
を
決
定
づ
け
、
そ
の
生
活
を
左
右
す
る
と
い
う
。
あ
る
族
制
で
は
、
女
性
は
性
の
自
山
者
で
あ
る
が
、
他
の
族
制
で
は
性
の
奴
隷
で
あ
る
。
す
べ
て
の
婦
人
問
題
は
こ
の
性
の
奴
隷
化
か
ら
お
こ
る
と
説
く
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
議
繍
言
一
本
譜
の
回
附
二
時
代
区
分
第
二
章
群
時
代
第
三
章
氏
族
時
代
第
四
章
氏
族
崩
壊
時
代
第
五
章
家
族
時
代
第
六
章
家
族
崩
壊
時
代
第
七
章
結
語
１
１
で
あ
る
。
経
済
史
学
者
・
石
浜
知
行
の
『
労
働
の
歴
史
」
（
昭
和
犯
・
、
）
は
、
経
済
史
の
研
究
の
か
た
わ
ら
あ
つ
め
て
お
い
た
材
料
（
資
料
）
を
ま
と
め
て
、
簡
単
な
〃
労
働
の
史
的
発
展
“
の
あ
と
を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
（
「
は
し
が
き
」
）
。
人
間
の
歴
史
は
、
人
間
の
労
働
史
で
も
あ
る
と
い
う
。
労
働
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
生
活
の
第
一
の
根
本
聯Ｊハノ饗す 著者
に
よ
る
と
、
い
ま
の
日
本
は
敗
戦
国
と
し
て
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
精
神
生
活
の
面
で
、
う
ち
ひ
し
が
れ
た
状
態
に
あ
る
が
、
そ
の
廃
嘘
の
な
か
か
ら
、
日
本
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
新
し
い
革
命
の
炎
が
も
え
だ
し
て
い
る
、
と
い
う
。
日
本
革
命
の
基
本
コ
ー
ス
は
、
民
主
主
義
を
徹
底
し
て
、
社
会
主
義
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
社
会
思
想
と
は
な
に
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
改
革
に
つ
い
て
の
思
想
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
社
会
の
成
立
や
構
造
や
、
発
展
な
ど
を
客
観
的
に
お
こ
な
う
分
析
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
は
社
会
学
の
課
題
な
の
で
あ
る
。
政
治
経
済
上
の
改
革
思
想
は
社
会
主
義
で
あ
る
が
、
日
本
の
再
建
は
社
会
主
義
に
よ
る
ほ
か
は
な
いという。
鳥禰
町繊鰄鰍1,’6
iiiii辮藝捲普
|Ⅲ
境１１本ｉｌｌリ
高群逸枝著 ｢日本女性社会史』。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
第
一
章
人
間
の
生
活
と
労
働
第
二
鑿
奴
隷
制
度
第
三
章
膿
奴
制
度
第
四
章
賃
金
労
働
者
制
度
第
五
章
女
性
労
働
の
朧
史
ｌ
で
あ
る
．
松
本
潤
一
郎
の
『
社
会
学
新
講
（
新
版
）
」
（
昭
和
翠
・
皿
）
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
日
光
書
院
か
ら
刊
行
し
た
同
一
書
の
改
訂
版
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
内
容
や
体
裁
を
新
し
く
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
戦
後
の
社
会
科
学
」
（
緒
言
）
や
社
会
進
動
に
つ
い
て
の
理
論
の
要
旨
を
添
え
る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
人
類
生
存
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
第
一
の
基
礎
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
文
化
Ｐ
や
芸
術
も
、
十
五
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
も
、
苛
酷
な
る
奴
隷
の
労
働
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
106（53）
終
繊
の
年
の
十
一
月
二
十
一
ｕ
ｌ
ｊ
０
Ａ
Ｋ
（
東
京
放
送
局
）
感
天
皇
制
側
題
に
関
し
て
鱸
初
の
放
篭
鑿
を
放
送
し
た
．
そ
し
て
放
送
の
お
わ
り
に
、
Ⅲ
水
仙
論研究所の名で、みなさんの声をお寄せください、と呼びかけたところ、程なく三三四八通の回答があった。その結果は、
支
持
す
る
も
の
が
意
外
と
多
か
っ
た
。
敗
戦
後
、
Ⅱ
本
の
民
主
革
命
が
進
行
し
て
ゆ
く
中
で
大
き
な
側
題
の
一
つ
は
、
”
天
皇
制
の
存
廃
“
で
あ
っ
た
。
Ⅱ
本
共
産
党
の
桁
導
考
た
ち
は
、
は
じ
め
か
ら
天
皇
制
を
み
と
め
ぬ
立
場
を
と
っ
た
が
、
一
般
国
民
の
な
か
に
は
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
剛
日
並
義
体
制
下
で
あ
れ
ほ
ど
抓
め
つ
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇
制
の
存
続
を
【一目）といったものまである。
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
心
血
を
注
い
で
杏
い
た
も
の
だ
け
に
、
粁
洲
は
す
べ
て
喪
失
し
た
こ
と
に
愛
惜
の
念
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
大
東
Ⅲ
（
太
平
洋
）
戦
争
が
終
紬
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ⅱ
本
は
み
ぞ
う
の
時
代
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
日
本
人
は
こ
れ
か
ら
過
去
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
思
想
上
において一大革新をはからねばならぬ、という。すなわち、Ｈ本独自の新思想を展開し、戦後の社会再建に寄与せねばならぬという（「緒言」）。
兼子市の『輿論の心理』（昭和皿。、）は、世論の発生、生長、社会におけるその機能と力、その調査方法などを、社会心理学の観点からまと
め
た
小
箸
で
あ
る
。
〃
世
論
〃
と
は
何
か
。
そ
の
定
義
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
世
論
と
は
、
世
間
の
ひ
と
び
と
に
共
通
し
た
意
見
で
あ
る
、
と
か
、
大
衆
が
大
衆
と
し
て
発
す
る
声
で
あ
る
、
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
社
会
に
取
要
な
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
論
議
を
つ
く
し
た
あ
と
に
あ
ら
わ
れ
る
「
社
会
の
働
き
と
し
て
の
判
断
作
川
」
（
０
．
Ｆ
できた。著者が空襲により失ったものは住居や蔵書にとどまらず、印刷中もしくは製本後の新刊書や原稿も含まれていた。たとえばＰ罹災したも
のは、とも
あ
れ
世
論
の
研
究
に
、
一
つ
の
い
つ
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。
『戦時文化政簸論』（文松堆）
『文化理論と文化政簸』（陪卿
『社会進釛論』（千枚に上る犀
化政箙』（陪風鮒）
（千枚に上る原稿）
つ
の
革
新
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
発
展
し
た
”
世
論
調
在
〃
と
い
う
事
業
と
い
う
。
世
論
調
在
は
、
選
挙
の
予
想
を
(54）1０５
社会学伝来聯
■｜昭和、．Ⅱ’
｜Ｉ蝸和ｎ．５－
「
Ｉ
－｜調査年月。
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ま
た
大
き
く
社
会
の
話
題
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
が
お
こ
な
っ
た
世
論
洲
在
は
、
日
本
が
戦
後
は
じ
め
て
お
こ
な
っ
た
統
計
訓
在
で
あ
っ
た
。
終
戦
の
年
（
昭
和
二
十
年
）
の
十
一
月
か
ら
翌
年
の
十
一
Ⅱ
に
か
け
て
、
た
び
た
び
天
皇
制
の
存
廃
に
側
す
る
肚
論
調
在
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
一
覧
表
に
すると、つぎのようになる。
Ⅲ
愈
法
は
、
天
皇
は
万
世
一
系
の
統
治
⑰
責任を問われることはないのである。
こ
の
表
か
ら
読
み
と
れ
る
も
の
は
、
終
戦
肛
後
、
天
皇
制
の
存
続
に
焼
成
す
る
舌
は
、
几
孤
％
も
い
た
の
に
、
Ⅱ
を
経
る
こ
と
に
支
持
率
は
低
下
し
、
約
二
、
三
○
％
に
ま
で
下
が
る
。
一
刀
、
修
正
支
持
率
は
か
な
り
商
い
。
天
製
制
に
反
対
す
る
洲
は
、
一
○
％
前
後
１
１
少
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
概
し
て
天
蝿
制
に
た
い
す
る
国
民
感
怖
に
あ
ま
り
大
き
な
変
化
を
み
ら
れ
ず
、
日
本
人
の
保
守
性
の
一
端
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
な
に
び
と
Ⅲ
愈
法
は
、
犬
製
は
万
世
一
系
の
統
治
者
で
あ
る
と
同
時
に
神
聖
不
可
侵
の
存
在
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
天
皇
は
、
ど
ん
な
罪
を
お
か
し
て
も
何
人
か
ら
も
法
律
上
の
！
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■｜
犯
％
’
１ 【｢￣Ⅱ－
‐
‐
｜師％ ,７６
１％
１１
％
｜Ｈ％ 爵■｜
Ⅲ
■
「
｜永末輿論研究所
注・前掲識、一七○瓦をまとめたもの。
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１３
％
5.3
％ ６９ ０６１９ わか
ら
な
い
水木輿論研究所 毎日新聞社 読売新聞社 永末輿論研究所 同右 Ｈ本輿論研究所 調査機関
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雑
誌
『
真
紺
」
（
第
四
巻
第
二
号
特
梁
第
三
集
昭
蟄
・
咽
）
は
、
各
界
名
士
に
一
二
三
遮
の
質
問
状
を
出
し
た
．
そ
の
主
な
内
容
は
ｌ
「
天
皇
は
太
平
洋
戦
争の責任をとるべきか」．人民の拳編を考えて、川本は将来「犬皇綱を廃止すべきか否か」ｌであった．それに対して回答をサボったのは左記
の
ひ
と
び
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
は
っ
き
り
回
答
を
寄
せ
た
名
士
と
回
答
は
、
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
演
劇
・
映
画
人
…
…
…
飯
島
正
、
久
保
栄
、
佐
々
木
孝
丸
、
木
下
恵
介
。
教育家……・・・・…・・…阿部次郎、城戸幡太麺
●
外
国
語
学
者
…
…
…
…
米
川
正
夫
、
木
田
顕
彰
。
ふ
ざ
お
林房雄（一九○三～七五、昭和期の小説家・評論家、戦前右翼団体に加わる）……………・…………・・・・・
理学者…・……．．……仁科芳雄、小倉金之助。
経
済
学
者
…
…
…
…
…
大
内
兵
衛
、
小
泉
信
三
、
士
評
論
家
…
…
…
…
…
…
佐
野
学
、
中
村
哲
、
神
居
』
歴
史
家
…
…
…
…
…
…
板
沢
武
雄
、
白
柳
秀
湖
。
Ｄ
と
し
山川均（’八八○１１一九五八、明治から昭和期の社会主義者。検挙と投獄をくり返した）
文学者……・…・…・…土居光知、宮本百合子、森田草平、丹羽文雄、野間宏、大宅壮一、菊田一雄、志賀直哉、中野好夫、金田一京肋、大佛次郎、
荒
正
人
、
小
林
秀
雄
、
坂
口
安
吾
、
小
田
切
秀
雄
。
国会議員・…・…・……羽仁五郎、松本治一郎
城
戸
幡
太
郎
、
谷
川
徹
三
、
津
田
左
右
吉
、
羽
仁
も
と
子
。
神居格。 東畑精一。
（
天
皇
は
）
太
平
洋
戦
争
に
た
い
し
て
は
、
き
わ
め
て
重
大
な
政
治
的
責
任
が
あ
る
。
人
間
な
み
の
常
識
あ
る人は、当然責任をとるだろう。（天皇制は）
廃止すべし。
責
任
問
題
は
東
京
裁
判
の
決
定
に
ま
か
せ
よ
。
廃
止
(56）１０３
社会学伝釆考
囚
際
社
会
科
学
協
会
編
『
社
会
科
学
講
座
第
三
巻
社
会
史
』
（
昭
和
狸
。
Ⅲ
）
は
、
社
会
史
概
論
に
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
わ
が
国
の
原
始
社
会
か
ら
現
代
社
会
、
未
開
社
会
、
東
洋
社
会
に
つ
い
て
八
名
の
執
筆
者
が
分
担
し
て
成
っ
た
書
で
あ
る
。
終
戦
後
の
Ⅱ
本
社
会
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
混
乱
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
安
定
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
Ⅱ
本
社
会
は
、
い
か
な
る
社
会
形
態
に
な
る
の
か
。
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
の
論
談
を
よ
そ
に
、
事
実
上
の
日
本
の
支
配
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
、
天
皇
・
日
本
政
府
に
通
じ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
民
主
化
政
策
が
出
さ
れ
、
間
接
統
治
を
押
し
す
す
め
た
。
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
は
、
わ
が
国
を
反
共
の
防
壁
と
す
べ
く
、
社
会
民
主
主
義
を
み
と
め
な
か
っ
た
。
つ
ち
や
た
が
打
土
屋
喬
雄
（
一
八
九
六
～
一
九
八
八
、
大
正
・
昭
和
期
の
経
済
史
学
舌
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
幼
く
し
て
父
と
死
別
し
、
苦
学
を
つ
づ
け
、
東
京
帝
大
を
出
る
と
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
・
中
村
吉
治
の
『
Ⅱ
本
社
会
史
概
説
」
（
昭
和
翠
。
、
）
は
、
日
本
の
社
会
櫛
造
の
歴
史
的
発
達
を
、
原
始
か
ら
近
代
ま
で
通
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
わ
が
川
の
社
会
史
を
社
会
櫛
造
を
中
心
に
、
経
済
・
政
沿
・
思
想
そ
の
他
の
問
題
と
の
関
連
で
み
た
も
の
で
あ
る
。
阿
諜
は
、
こ
の
鰍
の
諜
物
に
あ
り
が
ち
な
生
艇
さ
は
み
ら
れ
ず
き
わ
め
て
平
勘
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
．
内
梯
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
ま
え
が
き
鰯
一
編
古
代
靴
会
鍬
二
編
と
第
三
編
卿
雌
祉
会
（
前
川
）
（
後
肌
）
鏑
Ⅶ
編
近
代
社
会
の
形
成
ｌ
で
あ
る
．
、、
明
沿
を
も
っ
て
は
じ
ま
っ
た
日
本
の
近
代
社
会
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
粁
肴
は
か
た
る
。
川
本
の
近
代
社
会
は
、
武
家
の
支
配
体
制
が
完
全
に
解
体
さ
れ
ぬ
う
ち
に
成
立
し
、
そ
の
恭
礎
の
う
え
に
特
殊
な
資
本
主
義
的
近
代
囮
家
が
つ
く
ら
れ
た
。
政
治
的
に
は
封
述
的
政
沿
を
打
倒
し
、
比
主
議
会
を
導
入
し
た
が
、
封
建
的
絶
対
性
を
の
こ
し
、
そ
れ
を
政
治
の
住
と
し
た
。
自
川
氏
椎
の
思
想
は
、
根
づ
く
こ
と
な
く
、
表
而
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
へ
る
と
、
天
皇
崇
拝
を
枕
制
さ
れ
、
忠
孝
思
想
が
唱
導
さ
れ
た
。
成されません。
三
好
達
治
（
一
九
○
○
～
六
四
、
昭
和
期
の
詩
人
）
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
お
と
り
に
な
る
が
よ
ろ
し
い
。
ダ
ン
ゼ
ン
廃
止
す
べ
し
。
Ｂ
み
お
ひ
さ
し
伊
豆
公
夫
（
一
九
○
七
～
八
九
、
本
名
・
赤
羽
方
、
昭
和
期
の
歌
人
。
、
川
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
に
加
わ
る
）
…
…
や
が
て
国
家
椛
力
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
絶
対
主
義
体
制
が
で
き
あ
が
す
べ
き
は
、
左
右
両
翼
の
独
裁
政
治
で
あ
る
。
現
天
皇
の
戦
争
武
征
は
、
重
い
も
の
と
お
も
い
ま
す
。
天
皇
制
の
存
す
る
か
ぎ
り
、
ｎ
本
の
民
主
革
命
は
連
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内
容
の
概
略
は
Ｉ
鏑
一
編
一
般
史
論
鮒
一
Ｍ
本
綴
済
史
に
お
け
る
特
殊
雌
鏑
二
明
治
以
後
に
お
け
る
日
本
社
会
経
済
史
学
の
発
達
第
三
徳
川
時
代
に
お
け
る
身
分
と
そ
の
階
級
へ
の
解
消
過
程
第
二
編
特
殊
問
題
１
１
で
あ
る
。
と
ば
く
’
同
書
の
「
第
二
編
特
殊
悶
題
」
の
な
か
に
、
「
徳
川
畭
代
の
鮒
博
・
博
徒
ｌ
そ
の
社
会
史
的
慧
察
」
の
一
議
が
収
め
て
あ
る
．
賭
博
（
ば
く
ら
）
の
史
的
綣
腱
の
聯
た
け
ざ
が
い
こ
つ
究
は
、
す
で
に
尾
佐
竹
猛
（
一
八
八
○
～
一
九
四
一
ハ
、
明
治
か
ら
昭
和
期
の
司
法
官
、
歴
史
学
者
）
を
は
じ
め
、
宮
武
外
什
（
一
八
六
七
～
一
九
五
五
、
明
治
か
ら
昭
和
期
こ
う
じ
よ
の
文
化
史
家
）
、
満
水
行
恕
（
年
波
年
下
説
早
大
教
授
ｌ
刑
法
）
な
ど
の
梁
が
あ
り
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
．
い
ず
こ
の
国
で
あ
れ
、
賭
博
は
古
代
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
わ
が
国
で
は
天
武
天
皇
紀
の
十
四
年
に
そ
の
記
輔
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
著
者
は
、
水
稲
に
お
い
て
徳
川
時
代
に
か
ぎ
り
、
傅
徒
が
当
時
の
腱
村
生
活
に
お
い
て
減
じ
た
役
割
を
社
会
史
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
た
。
い
ま
そ
の
概
要
を
つ
ぎ
に
の
べ
て
み
よ
う
。
賭
博
の
起
源
は
、
私
有
財
産
制
の
成
立
に
と
も
な
う
も
の
と
い
う
。
賭
博
の
水
質
は
偶
然
的
な
本
梢
に
よ
り
、
財
物
の
授
受
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
財
物
の
私
有
制
度
を
抜
き
に
徳川時代、賭博は武士・町人・百姓の身分を間はず、町でもいなかでも、どこにおいてもおこなわれた。関東諸国でばくちを盛んに打ったのは、
上州・武川・甲州という。なぜなら、これらの地には族本の知行地や代官所が多く、警察権があまりゆき届かなかったこと、さらに江戸に近く、
絹産地であったため、貨幣経済の浸潤が著しかったことを理山にあげている。
博徒（ばくらうち）は、凶暴性をおびた一繩の震ｌ非合法的な存在ｌである．かれらは村役人やｕ帆しと結びつき生存をつづけた．かれ
し
て
は
賭
博
は
考
え
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
、
賭
博
は
武
士
・
町
人
仏
土屋喬雄蒋「Ⅲ本社会経済史の諸問題』。
〔lil稲１１１大学中央図書館蔵〕
同
大
助
手
と
な
り
、
の
ち
教
授
に
な
っ
た
。
大
学
で
は
日
本
経
済
史
を
講
じ
る
か
た
わ
ら
、
唯
物
史観のたちばから幕末・明治期の経済史を研究した。
同
人
の
『
日
本
社
会
経
済
史
の
諸
問
題
』
（
昭
和
犯
・
Ⅱ
）
は
、
再
版
で
あ
る
。
初
版
は
日
華
事
変
（
日
中
戦
争
）
の
す
こ
し
前
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
事
変
後
、
言
論
に
た
い
す
る
抑
旺
が
苛
烈
に
な
り
、
国
家
主
義
。
Ⅱ
本
主
義
で
な
い
本
書
の
再
刊
は
望
む
べ
き
もなかった。本書は昭和二年（一九二七）～何十年（一九三五）のあいだに、『法
律存秋』『中央公論』『改造』『歴史教育』『経済往来』その他の雑誌に、啓蒙的意図
を
も
っ
て
発
表
し
た
も
の
を
、
一
Ⅲ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
(58）１０１
社会学伝来考
平
野
義
太
郎
、
美
濃
部
亮
吉
そ
の
他
の
共
著
『
社
会
化
の
研
究
』
（
昭
和
翠
。
、
）
は
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
生
産
や
流
通
の
全
過
程
を
社
会
的
に
組
織
化
し
て
、
計
画
的
に
規
制
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
〃
社
会
化
“
と
い
う
こ
と
は
、
荒
廃
せ
る
日
本
経
済
の
復
興
、
再
建
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
。
〃
社
会
化
〃
は
必
ず
し
も
社
会
主
義
的
な
計
画
経
済
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
重
要
な
生
産
手
段
を
社
会
化
し
、
人
氏
を
符
班
化
に
お
き
、
人
氏
の
利
益
を
代
表
す
る
民
主
的
な
国
家
的
符
皿
に
よ
っ
て
、
生
産
流
通
過
樫
の
社
会
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
化
は
、
生
産
力
の
肢
高
度
の
発
展
と
公
正
な
る
分
配
を
期
し
、
階
級
搾
取
の
な
い
社
会
、
恒
久
平
和
の
肚
界
を
建
設
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
（
「
社
会
化
の
根
本
目
標
」
）
。
同書はＭｍｘ川畑の小型本である。いまや珍本の部緬に入ろうか。わたしは国立国会図書館で手に取ってみたが、〃禁複写〃とあり、必要とお
教
授
と
学
生
と
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
両
者
の
関
係
は
、
た
だ
知
識
の
〃
受
け
渡
し
“
だ
け
の
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
人
間
ら
し
く
相
ふ
れ
る
こ
とによって、〃人間形成の場〃をその交りの中でつくりだすことが大切である、と説いている（「あとがき」）。
い
た
げ
ん
り
ゅ
う
泰
玄
雌
の
『
人
緬
の
朧
史
の
た
め
に
ｌ
唯
物
議
と
社
会
の
綣
鵬
」
（
鵬
型
・
山
）
は
、
唯
物
史
鯛
か
ら
人
柵
の
社
会
的
発
展
の
濃
を
蓬
し
た
書
物
の
よ
う
で
あ
る
。
箸
荷
い
わ
く
。
な
が
い
間
、
わ
れ
わ
れ
は
真
実
の
歴
史
を
知
る
こ
と
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
、
と
。
し
か
し
、
い
ま
と
て
つ
も
な
く
商
い
代
価
を
払
っ
て
、
よ
》
っ
『歴史をつくる学生たち』（昭和池・皿）は、米英独仏露中および日本の、新しい時代の学生のあり方を追求したものであり、七名の執筆者がそ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆
し
て
い
る
。
学
生
は
こ
ん
に
ち
に
生
き
る
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
明
日
の
歴
史
を
つ
く
る
者
、
明
日
の
歴
史
を
に
な
う
者
だ
と
い
う
。
学
生
は
現
実
と
た
同書はｗｍｘ川畑の小型本である。
も
わ
れ
る
箇
所
だ
け
を
写
し
取
っ
て
き
た
。
日
本
人
は
な
が
い
間
、
〃
支
配
者
の
強
制
〃
の
な
か
で
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
来
た
た
め
、
な
か
な
か
そ
の
悪
臭
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
唯
物
史
釧
は
、
勤
労
大
衆
の
麟
史
鯛
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
臓
に
実
践
の
箪
命
“
の
朧
史
鯛
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
前
繍
一
務
史
観
と
は
何
か
二
弁
証
法
と
は
何
か
後
篇
一
原
始
社
会
二
奴
隷
制
社
会
三
古
代
ア
ジ
ア
の
社
会
剛
封
通
性
社
会
五
資
本
主
義
社
会
Ｉ
で
あ
る
．
ふ
た
ば
か
広
め
一
一
葉
要
の
『
シ
ベ
リ
ヤ
に
居
る
日
本
俘
虜
の
実
情
」
（
昭
和
犯
・
皿
）
は
、
一
年
有
半
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
元
日
本
兵
の
現
地
体
験
を
、
内
地
に
お
い
て
肉
親
の
安
否
た
か
う
理
想
主
義
者
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
。
か
も
らはもつし」もたしかな抵当物である土地をもつ百姓を〃鴨〃とした。幽
大
な
契
機
と
な
り
、
結
果
に
お
い
て
封
建
農
村
の
分
解
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
や
く
歴
史
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
た
、
日
本
人
は
な
が
い
間
、
〃
支
配
者
の
強
制
と。
農
村
に
お
け
る
ば
く
ち
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
農
民
は
窮
乏
化
し
、
土
地
喪
失
の
童
100（59）
食
物
は
腹
の
底
に
溜
ま
る
よ
う
な
問
い
も
の
で
は
な
く
、
だ
れ
も
そ
の
身
の
安
否
を
気
づ
か
う
よ
う
な
暗
い
気
持
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
将
校
だ
け
は
白
米
を
た
く
さ
ん
食
べていた。それを見て一般の兵は、いっそう暗い気持になった。思慮のあさい、意志の弱い人間は、戦友のかゆやバンを臨んだ。
ざ
８
さ
か
ひ
ら
向坂逸郎の『道を拓いた人々』（昭和”。ｌ）は、著者がＨ》」ろ敬愛してやまないマルクスやエンゲルス、レーニン、高野長英、櫛川民蔵など
よ》っである。
日
本
人
俘
虜
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
き
び
し
い
気
候
の
中
で
、
粗
食
と
労
働
に
堪
え
な
が
ら
故
国
へ
帰
る
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
の
だ
が
、
か
の
地
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
者
も
多
い
。
当
初
、
食
糧
の
給
養
の
種
類
や
質
が
わ
る
く
、
こ
れ
が
た
め
に
栄
養
失
調
に
な
る
者
は
多
か
っ
た
。
食
糧
に
つ
い
て
は
各
収
容
所
に
よ
っ
て
事
梢
が
異
な
る
か
ら
、
同
一
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
こ
も
劣
悪
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ソ
連
側
か
ら
支
給
さ
れ
る
物
を
日
本
側
の
俘
虜
の
炊
事
係
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
食
べ
さ
せ
た
を
気
づ
か
っ
て
い
る
ひ
と
び
と
の
た
め
に
綴
っ
た
報
告
で
あ
る
．
本
譜
は
十
九
瀬
か
ら
成
る
が
、
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
私
の
行
動
繊
鵬
輔
二
章
ソ
述
鞭
風
の
日
本
軍
俘
虜
に
対
す
る
態
度
第
三
章
日
本
軍
俘
脚
の
内
務
に
関
す
る
取
扱
い
状
況
第
四
章
帰
還
を
待
ち
焦
れ
つ
つ
働
く
日
本
軍
俘
虜
の
日
常
生
活
第
五
章
ソ
通
人
民
の
生
漉
状
轤
及
性
質
そ
の
他
シ
ベ
リ
ア
の
気
鱸
側
本
人
俘
關
の
確
艤
と
死
亡
状
汎
日
本
人
俘
虜
帰
還
に
関
す
る
ソ
巡
の
人
選
方
針
ｌ
な
ど
で
あ
る
。
著
者
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
明
治
製
糖
に
入
社
し
た
ｐ
同
十
九
年
二
九
四
四
）
応
召
渡
満
し
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
七
日
ｌ
満
州
の
束
満
総
省
と
闘
鳥
省
の
境
ｌ
鏡
油
溺
で
武
嬢
解
除
を
う
け
、
の
ち
ソ
巡
ビ
ル
ビ
ジ
鞭
ソ
地
区
ビ
ラ
カ
ン
の
第
十
収
容
所
に
収
容
ざ
れ
噸
和
二
十
二
年
二
九
四
七
）
四
月
十
日
無
事
帰
国
を
果
た
し
た
。
で
は
ど
う
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
た
の
か
。
夕
食
…
…
は
じ
め
の
う
ち
高
梁
か
ゅ
、
の
ち
小
麦
粉
（
ふ
す
ま
ｌ
小
麦
を
粉
に
す
る
と
き
で
き
る
’
六
五
％
）
を
焼
い
た
小
蝋
の
バ
ン
二
つ
．
ふ
す
ま
入
り
の
鶏
バ
ン
．
乾
燥
野
菜
や
豚
の
腸
詰
が
す
こ
し
入
っ
た
ス
ー
プ
。
ニ
シ
ン
と
み
そ
で
味
つ
け
し
た
ス
ー
プ
が
出
る
と
き
も
あ
る
。
こ
う
り
す
ん
化
＆
」
う
も
み
朝
食
…
…
高
梁
（
巾
‐
国
北
部
に
産
す
る
モ
ロ
コ
シ
）
を
固
く
炊
き
、
飯
念
に
巷
ほ
ど
入
れ
た
も
の
。
梅
千
一
筒
。
高
梁
か
ゆ
や
、
大
一
皿
・
小
一
Ｍ
．
栗
の
雑
炊
、
籾
の
多
い
米
の
雑
炊が川されると共了もある。将校は米飯十。
炊
が
川
さ
れ
る
と
き
も
あ
る
。
将
校
小
昼
食
…
…
高
梁
か
ゆ
、
鮭
や
ニ
シ
ン
の
塩
ず
け
。
(60）９９
社会学伝来巷
ヨーロッパにおける民主主義思想の淵源はギリシャにあり、十七世紀以後フランスやイギリスにおいて開花をみ、フランス大赦命を経て
全ヨー
ロ
ッ
パ
に
瞥
及
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
鰯
は
ｌ
緒
言
鍬
一
議
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
向
山
主
義
思
想
の
形
成
第
二
蕊
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
民
雌
主
義
鰹
想
の
発
達
第
三
章
十
九
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
民
主
主
識
忠
想
の
展
開
節
川
漸
十
九
肱
紀
箪
螂
に
お
け
る
社
会
主
義
螂
想
の
裏
ｌ
で
あ
る
．
有
賀
喜
左
衛
門
二
八
九
七
～
一
九
七
九
、
昭
和
期
の
社
会
学
者
）
は
、
日
本
膿
村
社
会
を
社
会
学
的
に
究
明
し
た
第
一
人
者
で
あ
る
。
同
人
が
著
わ
し
た
『
村
落
生
活
１吋の生橘組織』（鵬梨ｉ）は、昭和五年（一九三○）から同十三年（一九三八）の間に譜かれ藷雑誌（「旅と伝説』、『ドルメン」屋史
学
研
究
』
「
民
族
学
研
究
』
な
ど
）
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
、
上
梓
す
る
に
あ
た
り
改
訂
を
ほ
ど
こ
し
、
現
在
の
見
解
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
鵬
利
初
期
以
降
の
わ
が
国
の
農
村
研
究
に
は
、
い
く
つ
か
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
｜
つ
ば
縫
済
史
家
と
主
流
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
正
墾
我
ｌ
階
級
闘
争史観に立つものであった。かれらはじぶんたちが信奉する公式を証明するために、現実の解釈を盃曲することが多かったという。かれらは日本
の
村
落
生
活
の
基
本
的
な
組
織
を
解
明
す
る
こ
と
も
地
主
と
小
作
と
の
関
係
の
正
し
い
位
侭
づ
け
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
、
民
族
学
の
方
面
か
ら
接
近
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
理
論
づ
け
が
薄
弱
で
あ
っ
た
た
め
に
、
村
落
の
生
活
組
織
の
問
題
に
深
く
ふ
み
込
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
著
者
も
柳
川
囚
男
や
折
口
信
夫
に
追
随
し
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
や
が
て
科
学
的
力
法
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
る
。
村
の
生
活
を
創
り
だ
し
た
の
は
農
民
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
実
を
無
視
し
て
は
村
落
生
活
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
農
民
の
生
活
を
理
解
す
る
た
め
に
ｌ
総
流
僑
仰
祭
祀
篝
一
一
編
語
Ⅷ
習
住
厨
な
ど
、
ｌ
か
れ
ら
が
創
造
し
た
す
べ
て
の
小
に
；
生
漸
組
織
が
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
か
れ
ら
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
ひ
じ
ょ
う
に
大
切
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
と
い
う
（
三
五
七
頁
）
。
・
よ
し
た
ろ
う
マルクス主義学者・大森義太郎（’八九八～一九四○）の「まてりありすむす。みりたんす』（昭和調。ｌ）は、昭和九年（一九一二四）に刊行
について、求められるままに時々書いた記事をあつめて一書としたものである。かれらは日本人の文化のために、道を拓いたひとびとであるが、
そ
の
魁
想
的
耐
よ
り
も
人
胸
的
な
Ⅷ
Ⅷ
ｌ
そ
の
人
間
に
つ
い
て
の
べ
た
と
い
う
．
五十嵐豊作の『近代民主主義思想史』（昭和鋼。ｌ）は、『民主文化』に五回にわたって連載した記事に若干加筆を施して成った書物である。著
者
が
本
書
に
お
い
て
概
観
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
民
主
主
義
思
想
の
発
達
で
あ
る
。
敗
戦
後
、
民
主
主
義
革
命
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
一
般
大
衆
に
も
そ
の
通
俗
的
観
念
が
伝
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
へ
そ
の
成
立
の
歴
史
、
社
会
的
条
件
と
な
る
と
知
る
ひ
と
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
啓
蒙
的
な
意
味
で
著
わ
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
9８（61）
社会を一つの自己として取りあつかうことができるかどうか。その可能性を探ったのが本書であるようだ。本書は、前編と後編にわかれており、
前編においてケルケゴールの三つの関係と社会やジンメル社会学について、西田哲学やデュルケム社会学の立場について論じている。後編は、普
遍化の原理をもつ物質文化、個性化の原理をもつ制度文化についてのべている。
という。
内
総
の
概
略
は
ｌ
改
版
の
序
序
諜
て
り
あ
り
す
む
す
．
み
り
た
ん
す
唯
物
論
の
旗
の
も
と
に
篝
］
尊
の
哲
学
唯
物
史
観
の
防
衛
の
た
め
に
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
と
意
志
日
由
の
側
趣
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
と
備
術
論
と
の
鵬
聯
わ
が
批
判
譜
の
批
判
ｌ
で
あ
る
．
あ
著
者
は
、
「
ま
て
り
あ
り
す
む
す
。
み
り
た
ん
す
」
に
お
い
て
、
士
力
成
美
を
〃
マ
ル
ク
ス
批
評
家
“
と
呼
び
、
い
わ
ゆ
る
配
分
経
済
学
に
な
ぞ
ら
え
て
、
新
た
に
編
み
だ
し
た
〃
配
分
史
観
〃
な
る
も
の
を
も
っ
て
、
史
的
唯
物
論
に
対
立
せ
し
め
た
。
土
方
は
ぐ
う
た
ら
な
史
観
を
武
器
に
史
的
唯
物
論
を
批
判
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
マ
ル
ク
医
学
博
士
・
金
井
軍
次
の
『
社
会
不
安
の
考
察
』
（
昭
和
羽
・
Ｉ
）
は
、
表
題
ど
お
り
の
内
容
の
謀
で
あ
る
。
民
族
的
存
在
の
不
安
定
感
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
そ
し
て
社
会
の
不
安
は
…
…
。
社
会
は
、
生
命
を
も
っ
た
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
社
会
の
不
安
は
、
個
人
の
不
安
を
意
味
し
、
個
人
の
動
揺
は
社
会
の
動
揺
で
も
あ
る
めたという。
ス
を
排
撃
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
著
者
は
観
て
い
る
。 １鰯大森義太郎箸 團皖〉【ＵＪ日ロ ゲ
大森義太郎箸『まてりありすむす．みりたんす』。
〔専修大学附凪図書館蔵〕
し
た
同
一
タ
イ
ト
ル
の
論
集
を
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
史
的
唯
物
論
に
関
す
る
論
文
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
恥
ま
て
り
あ
り
す
む
す
。
み
り
た
ん
す
〃
と
は
、
ラ
テ
ン
語
と
英
語
の
合
成
語
と
考
え
ら
れ
る
冒
貝
へ
剴
鳥
い
冒
冨
員
（
§
斡
尽
（
戦
闘
的
唯
物
論
の
意
）
を
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
中
に
は
、
著
者
が
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
、
雑
誌
『
改
造
』
に
お
い
て
、
ひ
じ
が
た
せ
い
び
東
大
教
授
・
土
方
成
美
（
一
八
九
○
～
一
九
七
五
、
昭
和
期
の
財
政
学
者
）
の
収
物
史
観
批
判を全面的に反批判したときの論文（「まてりありすむす。みりたんす」）が収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
各
論
文
は
発
表
当
時
、
検
閲
に
よ
り
伏
字
だ
ら
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
再
刊
に
さ
い
し
て
黄
土
社
編
報
部
の
手
で
極
力
原
文
の
再
現
に
つ
と
(62）９７
社会学伝釆考
日
本
社
会
学
は
こ
ん
ど
の
大
戦
中
、
ど
の
よ
》
こ
れ
ら
の
川
に
た
い
す
る
薪
者
の
梓
え
は
、
否
一
慢
で
あ
り
、
無
能
で
あ
っ
た
か
ら
と
し
て
い
る
。
た
り
、
利
用
し
た
り
し
、
こ
れ
に
注
釈
を
加
え
上
産
も
し
く
は
縮
小
再
生
産
の
観
が
あ
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
篇
社
会
学
の
覗
く
族
的
坐
水
社
会
ｌ
で
あ
る
．
加
川
哲
二
の
『
社
会
学
講
話
』
（
昭
和
泌
・
２
）
は
、
薪
者
が
慶
応
義
塾
大
学
の
経
済
学
部
で
お
こ
な
っ
て
き
た
社
会
学
講
義
の
ノ
ー
ト
を
中
心
に
し
て
編
ん
だ
、
一
価
の
入
門
書
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
移
植
さ
れ
た
社
会
学
が
わ
が
国
に
お
い
て
活
動
期
に
入
っ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
理
論
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
た
わ
が
国
に
、
社
会
学
は
現
実
の
社
会
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
疋
末
期
か
ら
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
年
代
初
期
、
社
会
学
を
も
と
め
る
者
は
マ
ル
ク
ス
に
お
も
む
い
た
。
多
く
の
者
は
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
の
公
式
を
暗
記
し
た
り
、
利
用
し
た
り
し
、
こ
れ
に
注
釈
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
敗
戦
後
の
い
ま
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
勃
興
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
昭
和
初
期
の
も
の
の
再
生
著
者
に
と
っ
て
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
社
会
学
は
、
雑
木
社
会
を
研
究
す
る
も
の
と
し
て
、
つ
ね
に
意
義
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
！田剖Ⅱ士八顕Ⅱ刈由可諭シ罰】 社会学の現代的意義どのような役割を果たし
、
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
た
の
か
。
社
会
学
は
日
本
社
会
に
何
か
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
。
は
、
否
で
あ
る
。
戦
争
の
過
促
に
お
け
る
社
会
学
の
貢
献
は
、
高
く
評
価
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
の
皿
山
と
し
て
、
社
会
学
者
は
怠
酊
屑
闇
第
二
篇
社
会
学
の
形
成
第
三
篇
基
本
社
会
の
理
論
第
四
篇
基
本
社
会
の
発
展
第
五
篇
近
代
民
開
金井章次著『社会不安の考察｣。
〔専修大学附属図書館蔵〕
､Ⅱ[H哲二箸『社会学講話｣。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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、
、
、
、
、
霧
者
は
「
序
文
に
か
え
て
」
の
小
で
、
戦
前
の
戦
闘
的
大
衆
と
日
本
の
帝
国
主
義
的
専
制
機
構
に
つ
い
て
こ
ん
な
こ
と
を
の
べ
て
い
る
．
ｌ
日
本
の
大
衆
は
、
過去において終始一貫軍国主義者たちの指導に盲従してきたわけではない、という。著者は、断じてしからずと主張している。わが国の大衆のな
かには、固い信念によって行動する人間、容易にひとに屈服しない気骨ある人間がいたことはたしかである。
かれらは一命を投げうつ覚悟で、政治的自由の獲得とか、生活権の擁護確立のためとか、帝国主義戦争に反対するための闘争に従事した。著者
文
化
の
媒
介
機
関
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
書
物
、
新
聞
、
放
送
、
映
画
」
会
関
係
は
持
続
し
、
拡
大
し
、
人
間
は
形
成
さ
れ
、
向
上
す
る
、
と
い
う
。
性
格
や
型
が
い
か
に
そ
の
社
会
的
背
景
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
著
者
は
文
化
の
伝
達
形
式
、
そ
の
伝
達
を
媒
介
す
る
も
の
を
考
察
し
た
。
伝
達
形
式
に
は
、
縦
と
横
の
伝
承
が
あ
る
と
い
う
。
世
代
か
ら
世
代
へ
と
伝
え
て
ゆ
く
の
が
縦
の
伝
承
で
あ
る
と
す
る
と
、
民
族
と
民
族
と
の
あ
い
だ
の
文
化
交
流
は
、
横
の
伝
播
で
あ
る
。
文
化
の
媒
介
機
関
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
書
物
、
新
聞
、
放
送
、
映
画
な
ど
で
あ
る
。
文
化
は
人
か
ら
人
へ
、
社
会
か
ら
社
会
へ
伝
わ
り
、
存
立
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
社
は
１
１
序
文
に
か
え
て
前
篇
日
本
の
民
主
主
義
的
建
訶
再
建
の
立
場
か
ら
見
た
国
際
政
治
道
徳
問
題
１
１
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
－
序
節
一
部
文
化
の
社
会
側
係
箙
二
部
教
育
と
社
会
附
録
宣
伝
Ｉ
で
あ
る
．
社会運動家・大山郁夫の「日本の進路』（昭和羽・３）は、東京放送局のもとめにより話した内容を一書としたもののようである。内容の概略
－
１
序
文
に
か
え
て
前
篇
日
本
の
民
主
主
義
的
建
設
の
前
進
と
過
去
に
於
け
る
大
衆
の
闘
争
経
験
中
篇
新
社
会
秩
序
の
創
造
と
国
民
道
徳
問
題
後
篇
日
本
の
少
（。■評」６０
蔵内牧多著『文化と教育一社会学研究』
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
〃
社
会
事
象
“
に
た
い
し
て
、
自
然
現
象
に
た
い
す
る
物
理
学
や
化
学
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
域
内
数
太
の
『
文
化
と
教
育
Ｉ
社
会
学
的
研
究
」
（
鵬
和
鋼
・
２
）
は
、
文
化
の
時
間的、空間的な「定在」や教育と社会との関係について論じたものである。
著
者
に
よ
る
と
、
文
化
の
世
紀
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、
社
会
学
の
果
た
す
責
任
は
大
き
い
と
い
う
。
し
か
し
、
社
会
学
の
科
学
的
な
任
務
は
、
現
象
の
冷
静
な
客
観
的
認
識
を
お
こなうことであり、理想をうたったり、政策をあたえる学問ではないという。
文
化
の
「
相
在
」
と
は
、
文
化
が
い
か
に
社
会
関
係
の
う
ち
に
存
立
し
、
文
化
の
も
つ
(64）９５
口
丁子屋書店版
の
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｛０
，＋の
蔵内數太箸
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社会学伝来考
鈴
木
成
高
の
『
封
建
社
会
の
研
究
』
（
昭
和
泌
・
３
）
は
、
す
で
に
論
文
の
形
で
学
界
に
発
表
し
た
も
の
に
手
を
加
え
て
成
っ
た
書
物
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
社
会
に
関
す
る
聯
究
の
う
ち
、
社
会
篝
史
的
な
柵
麹
に
か
ぎ
っ
て
収
録
し
た
よ
う
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
前
繍
劉
雄
社
会
の
成
立
と
麟
造
後
繍
封
建
祉
会
と
資
本
主
義
ｌ
で
あ
る
．
主
的
な
国
家
の
述
設
、
平
和
日
本
の
建
設
が
、
脚
氏
の
価
そ
れ
は
著
者
に
と
っ
て
憤
激
に
た
え
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
と
と
も
に
、
日
本
の
帝
国
主
義
咄
お
も
政
界
に
そ
の
地
位
を
維
持
し
、
さ
ら
に
政
志
の
手
合
い
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
を
指
す
の
か
。
に
よ
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
っ
た
一
九
二
○
年
前
後
か
ら
、
満
州
事
変
勃
発
の
一
九
三
一
年
の
お
わ
り
こ
ろ
ま
で
の
期
間
、
日
本
の
戦
闘
的
大
衆
は
じ
つ
に
よ
く
戦
い抜いたという。
か
れ
ら
は
国
民
大
衆
が
も
と
め
る
政
治
的
自
由
迦
勅
や
戦
争
反
対
巡
勅
に
抑
圧
を
加
え
た
張
本
人
で
あ
り
、
か
つ
刷
比
を
戦
場
に
狩
り
た
て
た
述
中
で
あ
っ
た
。
い
ま
氏
ざ
ん
ざ
い
‘
的
な
国
家
の
述
設
、
平
和
日
本
の
建
設
が
、
脚
氏
の
努
力
目
標
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
あ
た
り
、
Ⅲ
体
制
の
こ
う
い
っ
た
残
沸
（
残
り
か
す
）
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
。
日
本
の
帝
国
主
義
機
構
は
全
面
的
に
崩
壊
し
た
。
が
、
か
つ
て
車
部
フ
ァ
ッ
シ
ョ
に
組
し
た
政
党
は
、
た
だ
看
板
を
塗
り
か
え
た
だ
け
で
、
な
持
し
、
さ
ら
に
政
府
部
内
の
官
僚
の
勢
力
は
、
す
こ
し
も
お
と
ろ
え
て
い
な
い
と
い
う
。
依
然
臆
面
も
な
く
政
界
に
の
さ
ば
っ
て
い
る
こ
の
種
大'11｛jll夫蒋『[１本の進ＩＩ６Ｌ
〔法政大学・大I1i(社会IMI題研究所戯〕
〃
民
族
〃
の
概
念
は
、
き
わ
め
て
多
義
的
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
客
観
的
な
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
民
族
と
国
民
新
明
正
道
の
『
史
的
民
族
理
論
」
（
昭
和
泌
・
４
）
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
か
ら
敗
戦
の
年
に
か
け
て
、
東
北
帝
大
法
文
学
部
で
お
こ
な
っ
た
識
義
「
民
族
論
」
「
民
族
主
義
論
」
を
土
台
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
。
従
来
、
社
会
学
者
は
あ
ま
り
〃
民
族
〃
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
が
、
肢
近
に
な
っ
て
氏
族
を
社
会
統
体
（
社
会
集
団
）
の
一
柧
頬
と
し
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
耕
洲
が
本
譜
に
お
い
て
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
社
会
統
体
と
し
て
の
民
族
が
も
つ
特
性
、
そ
の
雌
史
的
出
現
と
発
展
に
つ
い
と
の
概
念
的
な
区
別
で
あ
る
と
い
う
。
国
民
が
〃
総
合
社
会
“
を
な
す
に
た
い
し
て
、
民
てである。
9４（65）
＄
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族
は
そ
の
一
部
分
を
な
す
〃
要
素
社
会
〃
（
部
分
社
会
）
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
民族はそれ自身、全体として〃総合社会〃をなすものなのか。また総合社会の部分としての〃基礎社会〃をなすものなのか。著者の考えでは、
民
族
を
社
会
形
態
的
に
捉
え
た
ば
あ
い
、
そ
れ
は
韮
礎
社
会
な
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
－
－
序
文
第
一
章
氏
族
の
概
念
第
二
章
民
族
の
本
質
第
三
斎
民
峡
の
雌
史
的
起
源
節
凶
瀧
近
代
随
峡
の
生
成
鍬
兀
漸
近
代
民
族
主
義
の
鵬
剛
ｌ
で
あ
る
．
社
会
学
研
究
会
（
戦
後
「
東
京
社
会
科
学
研
究
所
」
と
改
称
）
編
『
輿
論
の
社
会
学
』
（
昭
和
泌
・
４
）
は
、
世
論
と
い
う
も
の
が
近
代
の
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
質
が
ま
た
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
実
に
か
ん
が
み
、
若
干
の
解
明
に
尽
く
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
研
究
会
の
会
員
と
そ
れ
以
外
の
者
の
寄
稿
か
ら
な
る
論
集
で
あ
る
。
Ｐ
ｂ
Ｐ
６
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(66）９３
ｉｌｌ:会学伝来考
佐
野
学
の
『
近
仙
祉
会
狼
磁
忠
脚
史
誕
（
船
型
・
５
）
は
、
鵬
側
二
十
二
年
（
一
九
剛
七
）
七
月
ｌ
砿
北
鵬
乢
「
川
本
政
淌
綴
禰
柵
究
所
」
で
近
似
靴
へ
蒐
義
思
想
〃
に
つ
い
て
約
川
十
名
の
聴
衆
（
労
・
腿
組
合
負
、
会
社
貝
、
学
生
ら
）
に
洲
義
し
た
も
の
を
土
台
と
し
、
そ
れ
に
川
兼
修
正
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
考
え
る
日
本
再
建
の
道
と
は
な
に
か
。
Ⅱ
本
は
社
会
主
義
の
道
を
ゆ
く
し
か
な
い
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
百
五
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
思想の歴史のなかから、学ぶべきものを摂取することが生活上必要だという（「序」）。
社
会
主
義
思
想
は
、
す
で
に
古
代
か
ら
お
こ
っ
て
い
る
。
人
間
が
相
愛
し
、
富
を
共
有
し
、
勤
労
を
等
価
に
交
換
し
、
万
人
が
生
産
に
は
げ
み
、
搾
取
者
も
搾
取
さ
れ
る
す
こ
者
の
い
な
い
、
健
や
か
な
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
の
が
、
社
会
主
義
思
想
で
あ
る
。
私
有
財
産
と
階
級
分
裂
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
」
の
よ
う
な
思
想
は
お
論
じ
た
も
の
ｌ
で
あ
る
．
内
滞
の
概
略
は
ｌ
鮒
一
部
学
総
一
靴
会
学
の
微
域
二
社
会
学
の
郷
門
三
総
合
祉
公
学
繍
飾
二
柵
傾
向
一
縦
近
祉
拳
説
の
鋤
向
一
文
化
的
社
会
学
の
台
頭
三
仏
側
四
社
会
学
の
現
況
第
三
部
学
説
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ト
ロ
ッ
タ
ー
、
ホ
プ
ハ
ウ
ス
、
パ
レ
ー
ト
、
ザ
ン
ダ
ー
な
ど
の
学
説
に
つ
い
て
か
ん
ぱ
と
し
れ
「輿論の社会学」の楠を執鍬した樺俊雄（一九○四～一九八○）は、”世論”とは社△声の多数者の共通意見と定義している。世論は社会現象の一
つ
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
然
社
会
学
の
研
究
対
象
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
論
の
本
質
を
は
っ
き
り
つ
か
む
こ
と
は
容
易
な
し
ご
と
で
な
い
の
で
あ
る
。
世
論
と
は
、
各
人
の
意
見
を
一
つ
に
し
た
も
の
、
社
会
の
一
般
的
怠
凡
、
集
団
の
意
見
と
解
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
松本潤一郎の『誰現代社会学説研究』（昭和躯・皿）の初版は、昭和三年（一九二八）に刊行したものであるが、今回再刊するにあたって、全
た
い
し
ょ
篇
に
わ
た
っ
て
内
容
の
排
列
を
改
め
、
厳
密
な
る
訂
正
を
ほ
ど
こ
し
た
と
い
う
。
著
者
は
文
化
科
学
を
、
大
所
高
所
か
ら
判
断
す
る
た
ち
ば
を
と
っ
た
よ
う
に
田
心
え
る
。
と
く
に
わ
が
国
の
社
会
学
研
究
は
、
い
つ
ま
で
も
欧
米
の
学
者
の
も
の
ま
ね
に
終
始
し
て
い
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
世界の社会学の進展におくれをとらず、、Ⅱ本社会学を略図的封鏑の学川とすることなく、世界の水邸にまで引きあげることを願望していたよう
こ
ら
な
い
と
い
う
。
である。
日
本
に
お
い
て
社
会
主
義
忠
想
の
研
究
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
マ
ル
ク
ス
主
義
を
脂
し
て
お
り
、
こ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
ほ
ど
各
国
の
大
衆
に
災
践
的
影
騨
を
及
ぼ
し
た
も
の
は
な
い
と
い
う
。
日
本
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
は
、
大
正
末
期
よ
り
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
社
会
迦
勅
の
実
践
と
ふ
か
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
思
想
的
9２（67）
どにたいする闘争である。
内
容
の
鱈
は
’
第
一
蹴
資
本
主
義
と
そ
の
矛
盾
第
二
寛
礼
会
主
義
社
会
の
一
般
満
造
箙
三
章
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
筑
叫
章
マ
ル
ク
ス
鞭
義
鏑
五
章
社
会
風
主
繩
護
蕊
六
章
レ
ー
ニ
ン
菰
議
第
七
掌
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
化
朧
祷
の
動
向
ｌ
で
あ
る
．
深谷進編『戦後日本の農村調査』（昭和泌・５）は、中央の革命的組織（日本共産党）や調査地域の組織、団体などの協同によって、昭和二十
二年（一九四七）の夏ｌ労働者と学生から成る調査隊が、群馬・埼玉・山梨・茨城の一部農村を調査したときの報告である。この調査をおこなう
にあたって多くの場合、村役場や地元の地主勢力の妨害があり、かれらはスパイや警察までうごかして邪魔をした。そのため調査隊員も宿舎を確
保
す
る
の
に
苦
労
し
た
ら
し
い
。
民
を
解
放
す
る
た
め
の
闘
い
が
、
い
ま
さ
な
か
に
あ
る
と
い
う
。
しかし、農村調査は〃階級斗争〃〃民族解放斗争“のいみをもっていたから、敵の妨害に屈服することはなかった。編者によると、日本の現状
では国民の敵はアメリカ占領新とその手先ｌそのかいらいである吉山同川覚一味の売鬮分子である・この轍にたいして、労働識や膿氏全国
いる。
．．‐』■』）■叱正‐いい‐’‐‐‐’ｆ‐‐‐‐Ｌ■ｒⅡ■■００ｌｂⅡ●ｐ－‐‐‐１９
そ
の
闘
い
と
は
ｌ
労
響
階
級
の
賃
上
げ
、
平
和
と
独
立
の
た
め
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
デ
モ
そ
の
他
の
斗
争
、
農
民
に
よ
る
土
地
と
自
巾
の
要
求
不
当
集
議
税
な
：r--iEjll1,i後脳
深谷 漣綱
懸璽霞i麹醗N§山錘』蕊■…鞄
百画、定とらｵし代人上Ｉ呵井広諭
深谷進編『戦後日本の農村調査』。
〔法政大学附属図書館蔵〕
蓄
積
は
相
当
ふ
か
い
と
い
う
。
日
本
人
の
国
民
性
の
一
つ
に
、
新
奇
さ
に
た
い
す
る
偏
愛
が
あ
る
た
め
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
日
本
国
内
に
流
行
病
の
よ
う
に
伝
染
し
た
の
は
む
り
も
な
い
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
る
と
、
日
本
人
が
マ
ル
ク
ス
学
説
を
無
批
判
的
に
、
あ
た
か
も
奴
隷
じ
ゅ
ん
ぽ
う
的
に
遵
奉
（
し
た
が
い
守
る
）
す
る
態
度
は
、
世
界
の
他
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
お
な
じ
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
と
い
う
。
わ
が
国
は
明
治
以
来
、
思
想
も
学
説
も
外
国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
経
済
学
、
哲
学
、
社
会
学
な
ど
も
輸
入
し
た
が
、
各
部
門
で
日
本
的
特
色
を
出
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
社
会
科
学
を
生
み
だ
す
社
会
的
環
境
が
未
熟
で
あ
り
、
研
究
者
に
し
て
も
知
的
探
求
力
が
貧
弱
で
あ
る
か
ら
だ
と
し
て
第
(68）９１
社会学伝来考
だ
い
ど
う
１大道安次郎（一九○二一～八七）は、福井県敦賀市のひとである。関西学院高等商業学部をへて九州帝国大学法文学部に進み、高田保馬のもとで
社
会
学
を
ま
な
び
、
ま
た
経
済
学
を
も
学
習
し
た
。
の
ち
母
校
に
も
ど
り
、
社
会
学
や
経
済
学
史
を
お
し
え
た
。
同人の「アメリカ社会学の潮流』（昭和鋼。５）は、アメリカ社会学についての〃初歩的啓蒙的〃な書である。日本社会学のこれからの発展の
ためにも、いまほどアメリカ社会学の研究と理解が必要としているときはないという（「序」）。
箸
稀
は
日
本
社
会
学
を
回
顧
し
、
わ
が
風
の
社
会
学
界
は
、
い
ま
ま
で
あ
ま
り
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
学
ｌ
と
く
に
ド
イ
ツ
社
会
学
の
影
響
下
に
あ
り
す
ぎ
た
と
い
山
辺
篝
利
の
「
コ
ン
ド
ル
セ
と
そ
の
時
代
上
ｌ
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
的
薑
（
昭
和
苧
５
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
葵
の
思
想
的
指
導
者
で
あ
っ
た
コ
ン
ド
ル
セ
（
一
七
四
三
～
九
四
、
フ
ラ
ン
ス
の
数
学
者
・
政
治
家
・
教
育
改
革
家
）
の
生
涯
に
つ
い
て
叙
し
た
も
の
で
あ
る
。
箸
老
い
わ
く
。
革
命
は
、
歴
史
に
お
ける一つの橋である、と。革命に関する研究は、歴史におけるこの〃架橋作用の究明〃にほかならない、と。著者は本書につづいて、『コンドル
セ
の
進
歩
哲
学
』
の
一
書
を
用
意
し
て
い
る
、
と
「
は
し
が
き
」
で
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
未
刊
に
お
わ
っ
た
も
の
か
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
献
騨
は
し
が
き
第
一
篇
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ム
と
コ
ン
ド
ル
セ
第
一
章
コ
ン
ド
ル
セ
の
生
ひ
立
ち
と
修
学
第
二
章
と
第
三
素
青
年
コ
ン
ド
ル
セ
の
知
的
環
境
（
一
）
（
二
）
第
四
章
と
妻
蘂
コ
ン
ド
ル
セ
と
テ
ュ
ル
ゴ
（
’
七
二
七
～
八
「
フ
ラ
ン
ス
の
政
綺
巍
重
農
主
義
経
済
学
者
）
ｌ
で
あ
る
○
大道安次郎著『アメリカ社会学の潮流』。
〔法政大学附属図書館蔵〕
り
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
学
ｌ
と
く
に
ド
イ
ツ
社
会
学
の
篝
下
に
あ
り
す
ぎ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ
社
会
学
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
社
会
学
者
と
し
て
の
席
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
ったという。ドイツ社会学への偏重は、取りも直さず、アメリカ社会学を軽視
し
た
り
、
無
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
理
論
社
会
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
生
き
た
人
間
社
会
を
学
ば
ず
に
、
た
だ
理
論
を
学
ぶ
だ
け
で
あ
り
、
理
論
の
た
め
の
理
論
と
し
て
空
転
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
「
社
会
学
の
国」であり、日本社会学は、いまこそアメリカ社会学から多くのものを吸収す
べ
き
と
き
で
あ
る
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
は
、
量
と
質
に
お
い
て
、
い
ま
や
世
界
に
そ
の
偉
容
を
誇
っ
て
い
る
と
い
い
、
今
後
、
そ
の
大
胆
な
る
自
然
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
展
開
し
、
9０（69）
赤
神
良
譲
の
『
環
境
社
会
学
」
（
昭
和
泌
・
６
）
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
〃
環
境
社
会
学
〃
と
銘
を
刻
ん
だ
書
物
で
あ
る
。
が
、
こ
ん
に
ち
わ
が
国
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
環
境
問
題
の
研
究
と
類
縁
性
は
な
く
、
環
境
社
会
学
の
理
論
の
大
筋
の
し
く
み
を
解
説
し
た
書
物
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
ミ
リ
ュ
ー
‐
〃環境“を意味するフランス語の貴（《⑮震は、オーギュスト・コントの創作によるものという。著者はコントの『実証哲学』一一一巻を引いて〃環境“
をつぎのように分類した。
戸
田
武
雄
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
批
判
』
（
昭
和
泌
・
５
）
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
、
経
済
学
者
と
し
て
令
名
の
高
い
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
観
念
史
上
の
地
位
、
同
人
を
め
ぐ
る
Ｈ
本
の
哲
学
者
社
会
学
者
・
経
済
学
者
た
ち
、
さ
ら
に
は
か
れ
の
経
済
紫
な
ど
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
一
序
一
一
一
一
幽
二
ウ
悪
め
ぐ
‐
バ
ー
を
艫
る
社
会
学
史
一
二
政
祷
史
綴
済
哲
榮
ヘ
ー
ゲ
ル
川
艤
祷
政
鱸
に
つ
い
て
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
同
じ
著
者
に
よ
る
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ゾ
ム
バ
ル
ト
』
（
昭
和
泌
・
５
）
は
、
上
智
大
学
在
職
ち
ゅ
う
に
お
こ
な
っ
た
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
。
（
戸
田
は
昭
和
十
五
年
□
九
四
○
］
当
時
、
上
智
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
明
治
、
中
央
大
学
の
講
師
と
な
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
そ
の
思
想
ゆ
え
に
、
職
場
を
追
わ
れ
た
も
の
か
）
。
本
書
は
、
〃
歴
史
学
派
の
子
〃
で
あ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
ゾ
ン
バ
ル
ト
（
一
八
六
三
～
一
九
四
一
、
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
・
社
会
学
者
）
の
解
説
的
な
役
割
を
果
し
、
か
つ
民
後
螂
西
洋
経
済
史
に
た
い
す
る
副
読
本
と
す
べ
く
執
筆
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
は
し
が
き
ゾ
ム
バ
ル
ト
鏑
一
環
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
臘
想
第
二
章
資
本
主
義
第
三
章
職
業
、
労
働
者
及
び
紳
士
第
四
章
社
会
学
起
源
論
第
五
章
経
済
学
と
社
会
学
第
六
章
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
経
済
学
以
下
九
章
ま
で
あ
る
が
省
略
ｌ
で
あ
る
．
メ
リ
カ
社
会
学
の
国
際
性
戸
田
武
雄
の
『
マ
ッ
ク
な
ど
の
面
で
世
界
の
社
会
学
に
た
い
し
て
大
き
な
寄
与
を
な
す
と
い
う
。
●
内
容
の
概
略
は
１
１
１
序
序
説
第
一
章
か
ら
第
一
一
一
章
ま
で
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
過
去
と
現
在
（
｜
）
（
一
一
）
第
四
章
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
国
境
性
第
五
章
ァ
文
化
人
類
学
社
会
調
査
都
市
・
農
村
の
実
態
（
生
態
）
調
査
社
会
事
業
教
育
社
会
学
特
殊
研
究
の
分
野
序
説
第
一
章
か
《
繍
論
Ｉ
で
あ
る
．
(70）８９
社会学伝来考
著者は、アメリカの社会学者ルシウス・ムーディ・ブリストル（’八七二～一九五一一一、ハーバード大学を卒業。バージニア、フロリダ大学教
授
）
が
著
わ
し
た
『
社
会
応
化
論
』
二
九
二
五
）
に
依
拠
し
、
〃
環
境
社
会
学
派
〃
の
ひ
と
び
と
と
し
て
、
つ
ぎ
の
五
名
を
掲
げ
、
斯
学
と
の
か
か
わ
り
を
簡
単
に
説
明
し
ている。 自
然
的
環
境
一一一一一四
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
一
八
一
八
～
八
三
）
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ク
ル
（
一
八
二
一
～
六
一
フ
リ
ー
デ
ル
・
ラ
ッ
ッ
ェ
ル
ニ
八
四
四
～
一
九
○
四
）
エ
レ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
・
セ
ン
プ
ル
（
一
八
六
三
～
一
九
三
二
）
￣￣
物
理
的
環
境
生
物
的
環
境
社
会
的
環
境八～八三）
ク
ル
（
一
八
二
一
～
六
二
）
-－
人
意
的
環
境
赤神良譲著『環境社会学』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
マルクスが環境社会学の見地に到達したのは、経済学や哲学を通じてであ
る
と
い
う
。
バ
ッ
ク
ル
は
経
済
学
や
統
計
学
を
基
礎
と
し
て
、
斯
学
を
発
見
し
、
ラ
ッ
ッ
ェ
ル
、
セ
ン
プ
ル
、
リ
プ
レ
ー
ら
三
人
は
、
物
理
的
環
境
の
個
人
お
よ
び
社
会
的
集
団
に
およぼす影響の帰納的研究によって、この見解を把握するにいたったという。
著
者
が
考
え
る
〃
環
境
社
会
学
〃
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は社会にたいして存在する環境を観察したり、記述したりすることである、
といい、〃社会誌学〃（社会史と現代的研究をこととする）と同視されるおそ
五
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゼ
ッ
ト
・
リ
プ
レ
ー
ニ
八
六
七
～
’
九
四
一
）
8８（71）
た
○ とく
に
〃
社
会
的
環
境
〃
と
い
う
ば
あ
い
、
自
然
界
や
日
常
生
活
や
経
済
活
動
化
を
も
包
含
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
著
者
が
考
え
る
〃
環
境
社
会
学
〃
と
は
、
環
境
が
ど
の
よ
う
に
社
会
現
象
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
斯
学
の
第
一
目
的
で
も
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
環
境
社
会
学
の
概
念
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
ヴ
ィ
コ
の
環
境
社
会
学
ヴ
ィ
コ
以
前
と
ヴ
ィ
コ
以
後
の
環
境
社
会
学
第
五
章
か
ら
第
九
章
ま
で
マ
ル
ク
ス
、
バ
ッ
ク
ル
、
ラ
ッ
ッ
ェ
ル
、
セ
ン
プ
ル
、
リ
プ
レ
ー
の
環
境
社
会
学
第
十
章
環
境
社
会
学
の
性
格
１
１
で
あ
る
。
清
水
幾
太
郎
の
『
社
会
学
講
義
」
（
昭
和
瀦
・
６
）
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
六
月
と
翌
二
十
三
年
二
月
に
、
東
北
大
学
法
文
学
部
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
社
会
学
の
連
続
講
義
の
草
稿
が
母
体
に
な
っ
て
い
る
。
前
篇
（
「
社
会
学
論
」
）
に
お
い
て
、
著
者
は
社
会
学
の
性
格
、
問
題
、
方
法
、
意
義
に
つ
い
て
歴
史
的
に
論
じ
、
コ
ン
ト
風
の
古
典
的
形
態
と
ア
メ
リ
カ
的
な
社
会
調
査
と
の
対
立
を
明
ら
か
に
し
た
。
後
篇
（
「
社
会
集
団
論
」
）
に
お
い
て
は
、
人
間
が
形
成
す
る
近
代
的
集
団
に
力
点
を
お
い
内
容
の
概
略
は
ｌ
前
繍
第
一
章
予
備
的
側
題
第
二
章
社
会
学
の
成
逝
第
三
意
社
会
学
の
古
典
的
形
麟
第
Ⅶ
章
祉
会
学
の
限
定
第
五
章
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
後
篇
第
二
蘂
行
動
第
二
章
集
剛
第
三
章
家
族
第
四
章
近
代
的
集
団
第
淑
章
社
会
的
現
実
結
論
ｌ
で
あ
る
．
小
松
鼈
太
郎
の
小
著
「
マ
ク
ス
・
ウ
ェ
ェ
バ
ァ
社
会
科
学
方
法
論
１
坪
解
約
杜
会
学
の
霊
的
構
造
』
（
鵬
和
苧
’
三
八
質
）
は
昭
和
三
年
（
’
九
一
一
八）十一月厳松堂書店より刊行した『社会学論考』（五六三頁）に収録されている「附録理解的社会学の論理的構造」（九八頁～一九四頁）を抜
いて一書としたものである。いちど発表したものを再度世に問うたのは、ウェーバーの論構の博大、推論の精綴、凡人のおよびがたいものをもつ
て叙述を進めたという（「序文」）。
著
者
に
よ
る
と
、
久
し
い
以
前
か
ら
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
社
会
学
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
う
け
た
と
い
う
。
社
会
学
は
い
か
な
る
問
題
を
有
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
そ
れ
を
解
こ
う
と
す
る
の
か
。
れ
も
な
い
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
ま
え
に
著
者
が
説
く
〃
環
境
〃
Ｌ
わ
れ
は
環
境
を
〃
自
然
的
環
境
〃
と
〃
社
会
的
環
境
〃
に
大
別
す
る
。
（皿）
れ
も
な
い
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
ま
え
に
著
者
が
説
く
〃
環
境
〃
と
は
な
に
か
。
ふ
つ
う
こ
の
語
は
、
人
間
や
生
物
を
と
り
ま
い
て
い
る
外
界
の
意
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
著
者
が
本
書
を
編
ん
だ
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
問
に
た
い
し
て
総
括
的
な
解
答
を
あ
た
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
著
者
が
社
会
学
の
世
界
に
足
を
ふ
み
入
れ
た
の
は
、
社
会
学
へ
の
無
条
件
の
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
や
が
て
そ
れ
に
失
望
し
た
り
、
疑
惑
を
感
じ
た
り
し
、
と
き
に
否
定
的
立
場
を
と
り
、
そ
れ
ら
を
自
著
に
お
い
て
表
明
し
社
会
学
は
人
生
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
「
(72）８７
社会学伝来考
つ
と
Ｕ
中西功（一九一○～七一二）は、’一一重県のひとである。昭和の社会運動家、中国革命の研究家である。昭和十七年（一九四二）上海の東亜同文書
院
在
学
ち
ゅ
う
、
反
戦
運
動
で
逮
捕
さ
れ
、
敗
戦
後
の
同
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
死
刑
を
求
刑
さ
れ
た
が
、
政
治
犯
釈
放
で
出
獄
。
の
ち
日
本
共
産
党
に
入
党
。
同
人
が
著
わ
し
た
『
社
会
民
主
主
義
と
新
民
主
主
義
』
（
昭
和
泌
・
６
）
は
、
敗
戦
の
翌
年
の
春
ご
ろ
か
ら
、
諸
雑
誌
に
執
筆
し
た
論
文
を
あ
つ
め
て
一
書
と
し
た
も
の
である。〃社会民主主義〃ということばは、時代によってその意味するところが異なるという。マルクス主義が社会民主主義と同じに考えられた
時
代
も
あ
っ
た
。
ふ
つ
う
社
会
民
主
主
義
を
〃
民
主
主
義
〃
と
〃
社
会
主
義
〃
と
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
で
き
た
語
で
あ
る
と
考
え
る
む
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
と
い
う
。
諜
者
に
よ
る
と
、
〃
社
会
民
主
主
義
〃
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
か
共
産
主
義
と
対
立
す
る
理
論
で
あ
る
。
そ
し
て
〃
新
民
主
主
義
〃
と
は
、
人
氏
的
民
主
主
義
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
．
胸
襟
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
節
一
部
桃
余
興
主
襄
節
二
梛
斯
凪
土
工
義
（
ま
た
は
人
鴎
的
凪
張
主
錐
）
鯛
三
Ⅷ
柵
遡
Ｉ
民族文化調査会編『社会調査の理論と実際』（昭和勿・７）は、民族再建にたいする具体的な基礎資料の準備として、社会調査という実証的方
法
を
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
戸
田
貞
三
、
鈴
木
栄
太
郎
、
有
賀
喜
左
衛
門
ら
十
三
名
が
、
寄
稿
し
た
り
、
研
究
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
社会調査は、人間生活に関する問題をできるだけ正確に取りあつかう場合、最初に着手すべき手続のひとつであるという。いかなる社会調査で
て
い
る
点
な
ど
、
現
代
の
学
界
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ざ
る
意
義
を
有
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
、
ざ
っ
さ
た
だ
し
高山徹と佐々侃の共著『物語インタナショナル史』（昭和泌・６）は、社会主義的労働者の国際組織である「インターナショナル」（第一〔一八
六四年ロンドンで結成］から第三［一九一九年モスクワで組織、’九四三年解散］まであった）の歴史を物語風に猫いたものである。この時期、
同
書
を
世
に
問
う
た
の
は
、
現
在
進
行
ち
ゅ
う
の
日
本
の
〃
民
主
革
命
“
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
し
た
い
と
お
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
資
本
主
義
の
社
会
に
お
い
て
、
安
楽
な
く
ら
し
を
享
受
す
る
こ
と
、
財
貨
を
た
く
わ
え
る
こ
と
、
営
利
の
追
求
な
ど
に
き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
し
て
い
る
。
しかもわれわれの食欲さは、飽くことがないのである。過去百年の資本主義の歴史をふりかえると、それは共産主義科や民主的諸勢力にとって、
不屈の間断なき抗争の雌史でもあった。かれらは天皇制絶対主義専制政府、ファシスト、反勅資本家とその代弁的政府によって州脈、迫害をうけ、
悲
惨
な
る
犠
牲
を
払
い
、
仰
肥
の
も
と
に
叩
吟
し
た
。
内
辮
の
概
略
は
’
第
一
蹴
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
先
駆
雛
二
章
鮒
一
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
脚
際
労
働
諦
同
脱
）
第
三
章
第
一
次
世
界
大
戦
迄
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
運
動
第
四
章
戦
争
と
革
命
第
五
章
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
運
動
第
六
章
コ
ム
である。
ミ
ニ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ナ
シ
劃
ナ
ル
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
）
ｌ
で
あ
る
．
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追
放
に
あ
っ
た
。
蒋
謝
に
よ
る
と
、
水
諜
は
識
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諭
的
に
順
り
あ
つ
か
う
た
め
に
微
て
た
雄
水
的
な
計
幽
だ
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
鮒
一
部
「
靴
会
科
学
」
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
の
綱
要
節
二
部
「
社
会
学
」
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
の
批
判
－
－
で
あ
る
。
か
つ
ま
る
赤
松
克
胸
（
一
八
九
四
～
一
九
五
五
、
大
正
・
昭
和
期
の
社
会
巡
勅
家
）
は
、
山
口
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
帝
大
在
学
ち
ゅ
う
に
「
新
人
〈
云
」
の
創
立
に
参
加
し
、
卒
業後は『東洋経済新報』の記者をへて総同盟に入った。やがて日本共産党の創立にも参加したが転向した。のち大政翼賛会制度部長、戦後は公職
十
八
、
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
観
念
学
者
ら
は
、
〃
イ
デ
考
え
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
〃
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
〃
と
い
》
（型）
る
）
も
の
と
し
て
考
察
す
る
学
問
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
あるにせよ、細心の用意を必要とするのは、調査対象（調査される人）の選定と調査員の技術的教育だという。調査項目の研究も大切であるが、
こ
の
両
者
が
不
用
意
で
あ
れ
ば
、
調
査
は
失
敗
に
お
わ
る
と
い
う
（
戸
田
貞
三
）
。
わ
が
国
の
史
学
研
究
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
明
沿
初
年
以
来
勃
興
し
た
わ
が
国
の
史
学
は
、
は
じ
め
政
治
史
や
軍
事
史
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
末
年
に
い
た
り
文
化
史
が
お
こ
っ
た
。
大
正
に
入
る
と
、
社
会
史
や
経
済
史
が
識
者
の
関
心
を
ひ
き
、
国
史
や
東
洋
史
も
そ
れ
ぞ
れ
大
い
に
開
拓
さ
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
日
本
の
東
洋
史
研
究
に
刺
激
さ
れ
、
中
国
の
少
壮
史
家
の
あ
い
だ
で
社
会
史
研
究
の
機
運
が
生
じ
た
。
戦
後
、
ｎ
本
の
史
学
界
に
〃
社
会
史
〃
と
い
う
よ
う
な
専
門
譜
が
現
わ
れ
て
よ
い
の
に
、
そ
の
気
配
が
な
い
と
い
う
。
小
国
社
会
史
が
か
っ
た
も
の
、
概
説
書
が
刊
行
さ
れる兇込もない。この方面の研究の必要があるばかりでなく、日本国民の〃対華認識〃をふかめるために、本書を刊行したようである。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
一
社
会
と
い
ふ
語
の
起
源
二
社
会
の
意
義
本
論
第
一
章
中
国
社
会
の
黎
明
第
二
章
か
ら
第
九
章
ま
で
周
、
泰
漢
、
六
朝
、
五
代
・
宋
、
元
、
明
な
ど
、
各
時
代
の
社
会
第
十
章
中
華
民
国
の
社
会
結
語
－
－
で
あ
る
。
戸坂潤の『イデオロギー概論」（昭和泌・７）は、昭和五年（一九三○）に初版を刊行したものの再刊である。『戸坂潤選集』に同書は収録され
戸坂潤の『イデオロギー概論」（昭和泌・７）は、昭和
て
お
ら
ず
、
今
回
理
想
社
か
ら
別
個
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同人が著わした『日本社会運動の歴史的研究』（昭和羽・７）は、大正末期から昭和初期にかけて、当時の『中央公論」『改造』『社会科学』そ
の他の雑誌に発表したものに修正増補を加え、一書としたものである。わが国の社会運動の歴史をふりかえると、それは弾圧と苦難の歴史そのも
〃
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〃
と
い
う
語
を
〃
意
識
〃
の
意
で
Ⅲ
い
、
の
ち
に
人
間
の
行
動
の
基
本
と
な
る
、
根
本
的
な
も
の
の
い
そ
ん
というと、思想や観念を社〈容的（とくに経済的）存在によって制約され、これに俺存する（よりかか
(74）８５
社会学伝来考
人類の社会は、五つの発展段階を通ってきたという。すなわち、原始共産制（氏族制）、古代奴隷制、中世封建制（農奴制）、近代資本主義、社
会
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
弁
証
法
的
唯
物
論
お
よ
び
史
的
唯
物
論
」
に
お
い
て
要
約
さ
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
内
容
の
規
定
を
う
け
る
ま
で
、
か
な
り
長
い
理
論
上
の
、
ま
た
歴
史
上
の
研
究
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
世
界
思
潮
と
日
本
社
会
運
動
と
の
歴
史
的
交
渉
日
本
社
会
主
義
の
黎
明
時
代
日
本
社
会
運
動
に
於
け
る
観
念
主
義
と
現
実
主
義
の
発
生
及
び
発
腰
日
本
労
働
争
議
の
朧
史
的
研
究
大
正
艤
代
に
於
け
る
民
主
主
義
の
獲
得
新
人
会
の
歴
史
的
足
跡
ｌ
で
あ
る
．
米田圧太郎の『耕近社会学論」（昭和羽・８）は、その門下生によって編まれた遺稿集である。米田の晩年における社会学論である。当時あら
た
に
現
わ
れ
た
諸
学
説
の
紹
介
批
評
に
か
こ
つ
け
て
社
会
学
の
性
格
に
関
し
て
じ
ぶ
ん
の
見
解
を
の
べ
た
も
の
と
い
う
（
高
田
保
馬
）
。
内
容
の
概
略
は
１
－
序
（
本
書
の
山
来
）
第
一
篇
フ
ォ
ン
・
ウ
ィ
ゼ
の
社
会
学
論
第
二
篇
フ
ィ
ァ
ヵ
ン
ト
の
社
会
学
諭
錆
三
鮒
一
般
社
会
学
の
概
念
第
四
篇
特
殊
社
掌
の
概
念
ｌ
ジ
ン
メ
ル
の
形
式
社
会
学
概
念
の
批
判
第
五
篇
包
括
的
社
会
孟
念
批
判
後
記
（
蔚
田
壜
）
ｌ
で
あ
る
．
伊
豆
公
夫
の
『
社
会
発
展
の
理
論
』
（
昭
和
泌
・
９
）
は
、
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
、
新
た
に
稿
を
お
こ
し
執
筆
し
た
も
の
を
編
ん
で
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
史
的
唯
物
論
（
唯
物
史
観
）
の
た
ち
ば
か
ら
、
と
く
に
社
会
の
発
展
段
階
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
文
を
あ
つ
め
た
も
の
と
い
う
。
人
類
の
社
会
は
、
い
か
な
る
発
展
法
則
に
も
と
づ
き
こ
ん
に
ち
ま
で
進
歩
し
て
き
た
か
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
向
に
す
す
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
い
ま
の
時
代
に
お
け
る
す
べ
て
の
人
間
が
、
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
い
う
（
「
序
」
）
。
こ
れ
ら
の
問
に
科
学
的
に
答
え
て
く
れ
る
唯
一
の
社
会
観
Ⅱ
歴
史
観
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
建
設
し
た
唯
物
史
観
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
Ｉ
史
的
唯
物
論
の
発
展
過
程
社
会
発
展
の
根
本
原
則
社
会
発
展
の
五
段
階
社
会
主
義
の
必
然
性
に
つ
い
て
余
論
Ⅱ
原
始
社
会
奴
隷
制
と
封
建
制
封
建
主
義
と
絶
対
主
義
近
代
社
会
の
発
達
民
主
主
義
と
自
由
主
義
日
本
社
会
の
発
展
段
縢
に
つ
い
て
川
日
本
に
お
け
る
溌
論
の
蓋
農
と
階
級
二
十
世
紀
と
唯
物
史
観
の
運
命
魔
術
の
縢
史
学
と
近
代
精
神
ｌ
で
ある。
なのである。
のであった。が、敗戦を機に、まったく思いがけず窒息状態から脱することができ、活動の自由をえた。
わ
が
国
の
社
会
運
動
は
、
先
進
諸
国
の
発
達
し
た
社
会
思
想
や
社
会
運
動
か
ら
刺
激
を
う
け
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
外
国
思
想
を
ま
る
呑
み
す
る
こ
と
か
ら
は
じまった。そしてしだいにじっさいの経験を通じて、国情に適するように修正されたという。だからわが国は、社会運動の点からみれば、後進国
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内
容
の
概
略
は
－
１
序
第
一
編
第
一
章
日
本
神
話
の
特
質
第
二
章
古
代
天
皇
の
起
源
第
三
章
天
降
神
話
の
形
成
第
二
篇
第
四
章
原
始
宗
教
と
文
化
箙
五
章
ｎ
鰈
文
化
の
源
流
第
六
章
奈
良
文
化
の
様
柵
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
前芝確三の『欧州社会運動史』（昭和調・９）は、昭和二十二年（一九四七）夏から秋にかけて、大阪の労働大学でおこなった講義ノートをも
とにまとめたものである。ヨーロッパの社会運動史の手引書である。著者はできるだけ完全な入門書をつくりあげるつもりであったが、長い年月
をかけて集めた資料を戦災によってすっかり失ったために、貧弱な資料にたよるしかなかったという。
た
と
語
っ
て
い
る
。
日
本
国
民
は
、
敗
戦
を
機
に
一
千
五
百
年
も
の
長
い
あ
い
だ
、
原
始
首
長
的
な
性
格
を
も
つ
天
皇
制
の
鉄
鎖
か
ら
解
か
れ
、
自
由
に
も
の
を
い
い
、
自
由
に
じ
ぶ
ん
の
考
う
お
え
を
活
字
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
皇
制
に
批
判
的
な
者
は
、
水
を
え
た
魚
の
よ
う
に
、
日
本
神
話
ば
か
り
か
天
皇
制
の
成
立
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
自
由
に
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町
か
ら
村
へ
、
山
を
越
え
野
を
越
え
て
、
天
皇
制
の
本
質
、
日
本
神
話
の
正
体
が
明
ら
か
に
語
ら
れ
る
と
き
、
日
本
に
も
明
る
い
豊
か
な
世
界
が
ひらかれるであろうとのべている（「序」）。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
著
者
は
小
学
校
の
六
年
生
ご
ろ
日
本
神
話
に
疑
問
を
も
ち
、
国
史
の
時
間
に
〃
天
照
大
御
神
“
の
性
格
に
つ
い
て
教
師
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
か
ら
大
い
に
叱
ら
れ
る
と
い
っ
た
経
験
を
し
た
。
そ
の
後
、
じ
ぶ
ん
で
研
究
し
て
や
ろ
う
と
お
も
い
図
書
館
に
通
っ
て
、
子
ど
も
ら
し
く
な
い
本
を
借
り
だ
し
て
読
ん
だ
と
い
う
。
や
が
て
史
的
唯
物
論
に
取
り
つ
か
れ
、
あ
た
ら
青
春
を
灰
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
っ
牙
凸
・
中
冒
句
５
勺
■
赤
松
啓
介
箸
天皇制遡獅馴制の研究□し一噸魂帷撒瞼罹髭、猟付川唯瀝巾が珊剛喧鞄痘確１だが、じっさいはなかなか進まない。
帥
６
←
凸
』
Ｐ
▲
Ｉ難それをさまたげている勢力があったからである。
天ｒ
赤
松
啓
介
の
『
天
皇
制
起
源
神
話
の
研
究
」
（
昭
和
瀦
・
９
）
は
、
戦
前
に
書
い
た
旧
稿
、
敗
戦
後
著諭ほどなくして刊行された諸雑誌（『人民評論』『歴史評論」や「神戸民主政治学校」な
松赤ど
で
講
じ
た
草
稿
な
ど
に
手
を
加
え
た
も
の
の
中
か
ら
、
六
》
祠
ほ
ど
選
ん
で
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
敗
戦
後
、
日
本
人
は
民
主
主
義
と
い
う
な
じ
み
の
薄
い
こ
と
ば
を
よ
く
耳
に
し
た
。
上
は
天
皇
か
ら
よ
◎
は
ん
ら
ん
究
下
は
子
ど
も
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
こ
と
ば
を
口
に
し
た
。
著
者
に
よ
る
と
、
敗
戦
後
の
日
本
に
氾
濫
研の
していたものは何かというと、｜に〃民主主義〃とい劃又ことばであった。もし万人がそ
話
(76）８３
社会学伝来考
テ
ー
マ
牧
野
巽
と
岡
田
謙
の
共
著
『
社
会
学
概
論
」
（
昭
和
妬
。
Ⅷ
）
は
、
従
来
の
概
論
と
は
異
な
り
、
は
じ
め
か
ら
主
題
を
限
定
し
、
そ
れ
を
掘
り
さ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
上
巻
と
下
巻
を
出
す
予
定
で
あ
っ
た
も
の
か
。
上
巻
は
岡
田
が
、
下
巻
（
文
化
、
社
会
意
識
を
取
り
あ
げ
る
予
定
）
は
牧
野
が
受
け
も
つ
予
定
で
あ
っ
た
。
社
会
構
造
の
な
か
から〃社会集団〃（家族、親族、村落）や社会学における形態学を受けもったのは岡川である。結局、上巻だけが刊行され、下巻は未刊におわっ
ヂ勺千．．やへ，皿，曰も（》菖．「．ヰヂ』ｒ‐｜いいＬＡ識‐イ「型》關琢‐牙，》作．。．〉・イ・Ｉ「》」（『Ｌ淨傘」」『
た
よ
う
で
あ
る
。
。
｜
‐
。
化
人
類
学
の
問
題
を
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
世
界
労
働
細
合
が
成
立
す
る
ま
で
の
社
会
通
勤
の
歴
史
を
ひ
と
わ
た
り
眺
め
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
一
一
七
八
九
’
九
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
一
一
英
国
の
産
業
革
命
と
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
三
仏
濁
に
お
け
る
一
八
四
八
年
の
革
命
四
第
一
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
五
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ン
六
、
七
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
英
濁
の
労
働
運
動
八
ロ
シ
ア
革
命
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
労
働
運
動
以
下
十
三
ま
で
あ
る
が
省
略
－
１
で
あ
る
。
著者いわく。いまやわが国の労働者、農村、勤労インテリゲンチャは、日本を民主主義的に再建するための原動力である、と。かれらは軍国主
義
、
超
国
家
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
反
民
主
主
義
的
な
も
の
と
の
戦
い
に
お
け
る
主
力
部
隊
で
あ
る
、
と
。
か
れ
ら
は
こ
の
歴
史
的
使
命
を
果
た
す
た
め
に
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
人
民
解
放
の
た
め
に
先
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
戦
い
、
ど
の
よ
う
に
勝
利
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
敗
北
し
た
か
ふ
り
か
え
る
こ
と
だ
と
い
う
（「序」）。
難波紋吉の「文化社会学と文化人類学』（昭和泌・９）は、戦前に刊行した『米国文化社会学研究』（弘文堂、昭和ｕ）の改訂版であろう。著者
は
本
響
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
社
会
学
と
そ
の
動
向
を
紹
企
批
判
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
う
ち
ｌ
お
も
に
ア
メ
リ
カ
文
化
社
会
学
（
文
化
行
動
の
枇
章
）
と
文
難波紋吉著『文化社会学と文化人類学｣。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
高田保馬の『階級及第三史観（改訂版）』（昭和羽・皿）は、二十三年まえの大正十四
年
二
九
二
五
）
に
改
造
社
か
ら
刊
行
し
た
も
の
を
、
版
を
新
た
に
し
て
ふ
た
た
び
世
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
時
勢
の
変
化
は
、
ふ
た
た
び
本
書
が
よ
ま
れ
う
る
時
代
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
今井時郎の『社会学の話』（昭和羽・皿）は、社会学的随想といったたぐいの書物で
態》Ｔｌｌである。
内
襟
の
概
略
は
１
－
第
一
議
家
族
ｌ
基
礎
集
団
そ
の
一
第
二
章
親
族
ｌ
鑑
鑿
団
そ
の
第
三
蕊
村
落
－
－
蓋
漿
阿
そ
の
三
第
四
章
政
治
集
団
ｌ
機
能
集
団
附
章
社
会
形
8２（77）
Ｉ
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社
会
学
と
い
う
畑
を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
き
見
た
者
に
と
っ
て
、
社
会
学
と
は
“
え
た
い
の
知
れ
ぬ
も
の
〃
と
考
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
著
者
は
臆
測
し
て
い
る
。
社
会
は
一
菰
の
生
命
体
で
あ
り
、
過
去
現
在
に
わ
た
っ
て
過
程
的
に
変
せ
ん
す
る
生
活
を
営
む
も
の
と
い
う
。
そ
し
て
社
会
学
説
の
帰
結
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
〃
社
会
生
命
の
仮
説
〃
だ
と
い
う
。
社
会
学
の
分
野
を
大
別
す
る
と
、
其
の
三
、
其
の
六
）
鏑
十
八
夜
社
会
格
後
書
き
ｌ
で
あ
る
．
夜
家
第
八
夜
協
同
生
活
第
九
夜
か
ら
第
十
一
夜
社
会
の
い
ろ
い
ろ
があるという。後者は別名〃記述社会学〃Ｌ
の実態をあきらかにしようとするものという。
福武直の『社会学の現代的課題』（昭和躯。、）は、諸雑誌（『学問と現実』『思想」『哲学雑誌』『饗宴』『潮流』『社会学研究』など）に発表し
純
粋
理
論
的
分
野
記
述
的
調
査
的
分
野
曾
礒
〃
静！
B雁皿！叩川詫】
：
とか〃社会誌学〃とよばれるものであり、過去・現在の実社会の実状や歴史などを調査研究し、社会
今井時郎著『社会学の話｣。
あ
る
。
い
わ
ば
肩
の
こ
ら
な
い
社
会
学
の
話
で
あ
る
。
著
者
の
考
え
る
社
会
学
と
は
、
平
た
く
い
え
ば
、
社
会
す
な
わ
ち
世
の
中
の
し
く
み
や
幾
百
億
年
来
、
生
と
死
を
く
り
返
し
て
き
た
人
間
の
歴
史
に
つ
い
て
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
ど
う
し
た
ら
住
み
よ
い
世
の
中
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
る
学
問
の
よ
う
で
あ
る
。
本
書
は
社
会
学
に
つ
い
て
む
ず
か
し
い
話
を
し
た
も
の
で
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
夏
の
夜
に
す
る
〃
夜
話
〃
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
が
、
中
味
の
す
べ
て
が
理
解
し
や
す
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
前
諜
慧
第
一
夜
凪
物
議
舗
二
夜
原
始
生
禰
第
三
夜
人
間
の
つ
な
が
り
第
四
夜
婚
姻
第
五
夜
群
集
第
六
夜
社
交
性
第
七
（
其
の
一
、
其
の
二
、
其
の
三
）
第
十
二
夜
か
ら
第
十
七
夜
環
境
（
其
の
一
、
其
の
二
、
(78）８１
社会学伝来考
これからの社会学はどうあるべきか。これまでわが国では〃社会〃と名のつくものは、何でも毛嫌いされたという。この語が〃社会主義〃を連
想
さ
せ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
自
由
主
義
や
民
主
主
義
の
思
想
的
背
景
に
は
、
国
家
よ
り
も
〃
社
会
〃
を
た
い
せ
つ
に
し
た
が
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
戦
争
に
負
け
て
、
日
本
人
は
奉
仕
の
対
象
を
乏
無
気
力
と
懐
疑
が
底
流
と
し
存
在
す
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
仕
事
へ
の
奉
仕
ｌ
新
し
い
職
業
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
断
し
い
勤
労
観
の
た
め
に
日
本
的
封
建
性
職
業
紺
合
の
聯
究
ｌ
社
会
学
的
序
説
職
業
と
生
漏
共
同
体
ｌ
出
雲
地
力
の
鉄
山
に
つ
い
て
職
業
馴
究
に
お
け
る
祉
会
学
的
方
法
祉
会
科
糯
に
お
け
る
欝
鯛
性
の
要
求
に
つ
い
て
文
化
人
類
学
と
杣
会
学
も
の
と
い
う
。
著
者
は
、
社
〈
各論文を執筆したという。
代
化
を
は
ば
ん
で
い
る
と
い
う
。
著
者
が
考
え
る
社
会
学
徒
の
一
座
の
な
か
で
、
具
体
的
、
実
証
的
に
究
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
職
業
と
は
、
人
が
生
計
を
立
て
る
た
め
に
日
常
従
事
す
る
し
ご
と
の
意
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
る
と
、
〃
職
業
〃
と
い
う
も
の
は
、
各
人
の
私
的
欲
望
を
み
た
す
た
め
の
手段だという。その手段にはいろいろある。‐１１食うための手段。金をもうけるための手段。立身出世のための踏み台など。ところが戦争中に説
かれたものは、職業（しごと）は公にたいする〃奉仕〃であった。私利私欲をすて、ひたすら国家（天皇）に奉仕することであった。〃滅私奉
公
“
と
か
〃
臣
道
実
践
〃
と
い
わ
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
社
会
学
の
現
代
的
課
題
社
会
学
に
於
け
る
進
歩
の
立
場
社
会
学
と
社
会
政
策
社
会
学
と
社
会
的
現
実
社
会
再
建
の
道
社
会
結
合
の
日
本
的
特
質
我
国
社
会
学
の
再
建
の
た
め
に
１
１
で
あ
る
。
戦
後
間
も
な
い
著
者
の
常
在
的
課
題
１
１
す
な
わ
ち
社
会
学
の
現
代
的
課
題
は
、
敗
戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
日
本
社
会
の
再
建
の
道
の
究
明
で
あ
っ
た
。
日
本
人
の
生
き
るべき道とはなにか。どうすればそれが可能か。こういった死活的な問題をかかえた国こそ、当時の日本であった。残存せる封建制はわが国の近
代
化
を
は
ば
ん
で
い
る
と
い
う
。
著
者
が
考
え
る
社
会
学
徒
の
課
題
と
は
、
日
本
人
の
人
間
的
解
放
と
そ
の
社
会
の
合
理
化
の
た
め
に
、
〃
日
本
の
現
実
〃
を
世
界
的
な
祝
む
か
し
の
よ
う
に
〃
社
会
学
概
念
〃
を
書
く
こ
と
に
追
わ
れ
た
過
去
を
精
算
し
て
、
新
た
に
出
直
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
尾
高
邦
雄
の
「
職
業
と
近
代
社
会
』
（
昭
和
詔
。
、
）
は
、
九
つ
の
論
文
を
土
台
に
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
一
篇
を
の
ぞ
き
、
他
は
す
べ
て
終
戦
後
に
書
い
た
のという。著者は、社会学のたちばから職業の問題を研究している者だが、終戦後の混乱からしだいに立直りつつある日本のすがたを眺めつつ
こ
れ
か
ら
の
社
会
学
ｌ
で
あ
る
．
日
本
人
は
奉
仕
の
対
象
を
う
し
な
っ
た
代
り
に
、
し
ご
と
に
た
い
し
て
無
気
力
に
な
り
、
か
つ
懐
疑
的
に
な
っ
た
と
い
う
。
日
本
人
の
心
の
な
か
に
は
8０（79）
満
餓
諭
ｌ
で
あ
る
．
二十世紀研究所編
家
父
長
が
家
族
貝
を
支
配
し
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
瀞
川
秀
人
の
『
近
代
瓜
雌
綴
流
の
塗
（
鵬
型
・
川
）
は
昭
伽
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
一
Ⅱ
ｌ
川
本
評
論
桃
の
『
ｎ
本
経
沸
学
会
謹
節
三
側
に
収
幟
さ
小
０
中
う
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
〃
不
急
下
川
〃
の
ゆ
え
を
も
っ
て
公
刊
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
論
文
で
あ
り
、
ム
ィ
回
は
じ
め
て
柵
字
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
水
謝
は
純
粋
に
学
Ⅲ
的
た
ち
ば
か
ら
課
い
た
も
の
と
い
い
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
『
経
済
と
社
会
』
に
お
い
て
展
開
し
た
〃
社
会
理
論
〃
を
正
面
か
ら
取
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
と
い
う
。
い
う
な
れ
ば
本
書
は
、
近
代
的
国
民
経
済
の
構
造
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
世
間
に
横
行
し
つ
つ
あ
る
非
科
学
的
俗
論
に
た
い
し
て
異
論
を
提
出
す
る
こ
と
が
著
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
内
容
の
概
略
は
－
１
序
論
第
一
章
若
干
の
基
礎
概
念
第
二
章
近
代
国
家
第
三
章
近
代
資
本
主
義
経
内
濡
の
概
略
は
Ｉ
一
徹
川
卿
雌
下
の
家
族
側
線
二
剛
綿
縦
斯
と
籔
臓
鯏
峻
三
文
学
と
家
雌
間
脳
１
１
で
あ
る
．
こ
の
小
辨
の
韮
な
る
内
瀞
は
徳
川
時
代
の
町
人
家
族
の
研
究
と
、
古
代
ロ
ー
マ
の
家
族
制
度
と
徳
川
期
の
家
族
制
度
と
の
比
較
、
現
行
民
法
に
あ
ら
わ
れ
た
家
族
制
度
な
ど
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
徳
川
剛
の
あ
ら
ゆ
る
家
族
臘
係
ｌ
武
士
の
家
族
関
係
に
此
麺
す
る
特
徴
と
は
な
に
か
．
そ
れ
は
す
べ
て
の
家
麟
員
は
、
家
父
腱
に
隷
従
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
と
、
〃
家
族
制
度
〃
の
側
題
は
、
と
く
に
わ
が
川
に
と
っ
て
、
き
わ
め
γ
発
述
を
再
検
討
・
再
批
判
す
る
こ
と
に
関
心
が
も
た
れ
て
い
る
と
い
う
。
旧
制
皮
の
日
本
で
は
、
社
会
学
徒
は
自
川
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
。
反
体
制
的
、
反
旧
家
的
、
共
雁
主
義
的
な
研
究
テ
ー
マ
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
危
険
思
想
に
か
ぶ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
。
敗
戦
を
契
機
に
、
わ
が
国
の
知
識
用
の
あ
い
だ
で
Ⅱ
本
社
会
を
あ
ら
た
め
て
究
め
た
い
、
と
い
っ
た
欲
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
求
が
生
じ
た
。
ま
た
近
来
、
家
族
や
腱
村
の
研
究
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
〃
社
△
呑
調
査
〃
や
“
実
地
調
査
〃
な
る
も
の
が
頑
祝
さ
れ
、
実
証
的
研
究
が
社
会
学
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
玉
城
肇
の
『
家
族
論
』
（
昭
和
躯
・
皿
）
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
唯
物
論
全
集
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
〃
家
族
制
度
〃
の
側
題
は
、
と
く
に
わ
が
川
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
並
要
で
あ
る
と
い
う
。
こ
と
に
民
主
主
義
革
命
が
進
行
ち
ゅ
う
の
Ⅱ
本
に
と
っ
て
、
家
族
制
度
の
らである。それは反国家的な危険な思想であった。ぜ
ん
や
社会体制論…………・…・・……・・…………・高島善哉
『社会主義社会の柵造１－社会体制講座』（昭和羽・川）は、つぎの四名の談話繁記を収録して一苫としたもののようである。
(80）７９
社会学伝来考
巻頭論文（「社会体制論」）は、高島》
業
後
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
同
大
助
手
よ
戦
後
、
同
大
の
社
会
学
部
創
設
に
尽
力
し
た
。
高
島
の
話
の
主
旨
は
、
社
会
主
義
体
制
と
狸
土
台
と
し
て
編
ん
だ
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
篇
る
）
に
触
発
さ
れ
て
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
島
の
話
の
主
旨
は
社
会
主
義
体
制
と
は
Ｎ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
ｌ
な
ぜ
社
会
主
義
は
必
然
な
の
か
．
な
ぜ
社
会
主
零
は
、
擶
本
主
義
体
制
に
満
足
し
て
い
な
い
の
か
。
社
会
主
義
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
方
法
と
は
な
に
か
、
と
い
う
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
有
賀
喜
左
衛
門
の
『
日
本
婚
姻
史
論
』
（
昭
和
麹
。
ｕ
）
は
、
昭
和
十
年
代
に
婚
姻
史
に
つ
い
て
発
表
し
た
二
論
文
（
「
若
者
仲
間
と
婚
姻
」
、
「
結
納
と
労
働
組
織
」
）
を
む
こ
い
Ｕ
土
台
と
し
て
編
ん
だ
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
一
篇
は
、
柳
田
国
男
の
「
聟
入
考
」
（
庶
民
婚
姻
に
は
、
聟
入
中
心
の
婚
姻
と
嫁
入
中
心
の
婚
姻
と
の
一
一
形
態
が
存
在
す
＞
つ
○ 〃よ
ば
い
〃
と
は
、
夜
女
性
の
と
こ
ろ
に
忍
ん
で
行
く
意
で
あ
る
。
著
書
に
よ
れ
ば
、
上
代
（
お
お
む
か
し
）
に
お
い
て
は
、
婚
姻
の
正
式
な
手
段
で
あ
り
、
求
婚
慣
習
ゆ
い
の
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
〃
結
納
〃
は
、
古
代
の
売
買
婚
の
遺
風
と
み
ら
れ
て
き
た
が
、
》
」
ん
に
ち
で
は
習
俗
に
ひ
き
づ
ら
れ
た
儀
礼
と
し
て
の
授
受
の
形
態
と
み
ら
れ
て
い
る
。
加
田
哲
二
の
「
日
本
社
会
思
想
史
上
巻
』
（
昭
和
鋼
。
Ⅱ
）
は
、
戦
後
ほ
ど
な
く
稿
を
起
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
歴
史
上
の
思
想
お
よ
び
思
考
方
法
を
達
意
の
文
章
に
よ
っ
て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
の
わ
か
ら
な
い
論
理
を
振
り
ま
わ
し
た
り
、
じ
ぷ
ん
で
も
理
解
で
き
な
い
理
窟
を
避
け
、
平
易
を
旨
と
し
た
と
い
鬮
学
ｌ
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
文
第
一
蕊
社
会
曇
・
社
会
科
学
の
研
究
第
二
意
古
代
鳳
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
並
に
史
観
の
成
立
第
三
章
日
本
の
近
代
阯
界
史
え
の
登
場
第
四
章
キ
リ
シ
タ
ン
伝
道
と
抑
圧
第
五
章
徳
川
時
代
と
儒
学
の
立
場
第
六
章
町
人
お
よ
び
百
姓
の
理
論
第
七
章
儒
学
に
抗
す
る
も
の
蘭
学
と
社
会
と
個
人
綴
満
ｌ
蝋
論
と
体
制
…
…
…
…
Ｉ
迫
間
蕊
治
郎
社会主義社会における…・………・・・…・…・清水幾太郎
政
総
ｌ
醗
諭
と
体
制
…
…
ｉ
…
…
…
今
中
次
瞳
ｌ
社
会
主
義
体
制
序
説は
、
高
島
善
哉
二
九
○
四
～
九
○
、
昭
和
期
の
経
済
学
者
）
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
高
島
は
東
京
商
大
（
現
一
シ
橋
大
学
）
を
卒
句
同大助手をへて同十六年（一九四一）教授となった。マルキストであり、昭和八年（一九一一一一一一）特高に逮捕された。
7８（81）
・
む
形
式
社
会
学
は
、
社
会
学
の
対
象
を
狭
義
的
に
決
定
し
、
形
式
と
か
結
合
と
か
関
係
を
そ
の
研
究
領
域
と
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
綜
〈
ロ
社
会
学
の
対
象
は
広
汎
か
つ
無
へ
ん
ざ
い
辺
際
（
は
て
し
な
く
広
大
）
な
の
で
あ
る
。
綜
合
社
会
学
に
た
い
す
る
批
判
は
、
そ
れ
が
特
殊
科
学
と
し
て
〃
集
〈
口
名
詞
化
“
し
て
お
り
、
独
自
の
科
学
と
し
て
成
立
し
な
的
認
識
の
要
請
硅
合
社
会
学
の
立
場
認
識
ｌ
で
あ
る
．
田辺壽利編『社会学大系第十二巻輿論と政治」（昭和蝿。ｕ）は、五名の学者の論文を五篇（「輿論」「輿論調査」「政治の概念」「民主政
治」「国際政治」）を収録して一書としたものである。もともと社会学は、社会的混乱を収拾するために生まれた科学である。激動期の日本にあっ
て
必
要
と
さ
れ
た
も
の
は
、
社
会
学
の
知
識
を
利
用
し
て
、
政
治
や
教
育
の
改
革
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
ま
ま
で
社
会
学
は
ど
こ
に
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
が
し
ま
わ
れ
て
い
た
の
は
、
学
者
の
書
斎
と
大
学
の
研
究
室
で
あ
っ
た
。
概
念
化
さ
れ
た
そ
の
専
門
的
知
識
は
、
社
会
に
ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
ず
、
教
科
書
的
知
識
と
し
て
、
一
部
の
人
間
の
頭
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
が
、
い
ま
こ
そ
社
会
学
の
知
識
は
、
国
民
の
常
識
の
わ
く
の
中に入り込まねばならぬという。国立書院の「社会学大系」は、社会学の合理的社会化をｕ的とするものであるという（「序」）。
〃輿論〃の本質のなかには、矛盾した要素も含まれているという。世論は個々の集団成員によって抱かれる意見であるが、同時にそれは集団全
体の意見とみられるように、つじつまの合わぬところもあるという（米山桂二「第一編輿論」）。
新明正道の『社会学の立場』（昭和”。Ⅱ）は、戦前・戦後に諸雑誌（『文化』『時代と学問』『年報社会学研究」『社会学研究』など）に発表し
た
論
文
六
篇
と
新
た
に
執
筆
し
た
四
篇
の
論
文
を
合
わ
せ
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
た
ち
ば
は
、
形
式
社
会
学
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
学
を
〃
綜
合
社会学“（社会の綜合的認識の科学）として建設するたちばに立っている。
本
書
に
収
め
た
も
の
は
、
祉
会
学
の
科
学
と
し
て
の
構
戊
そ
れ
と
類
似
的
な
学
閥
と
の
側
迩
を
問
題
と
す
る
諸
論
文
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
節
一
鑿
社
会
学
的
認
識
の
要
請
第
二
章
形
式
社
会
学
の
克
服
第
三
章
文
化
社
会
学
の
構
成
第
四
章
社
会
学
と
歴
史
哲
学
第
五
章
方
法
と
し
て
の
社
会
学
第
六
章
綜
合
社
会
学
の
立
場
第
七
章
総
社
会
学
の
諸
問
題
第
八
章
と
九
章
歴
史
社
会
学
の
意
義
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
１
の
立
場
に
つ
い
て
第
十
章
段
階
理
論
の
再
い
と
の
点
に
あ
る
。
東京社会科学研究所編んだ『社会学の方法と理論』（昭和躯・皿）は、総括的な書物であり、五名の研究者の共同執筆になるものである。
！
社会学方法論：。：…・…・・・………新明正道社会学の基本概念・…………・・……………武田良三
(82）７７
社会学伝来考
自
然
的
共
同
態
第
六
締
文
化
形
態
学
－
１
で
あ
る
。
川辺壽利編「社会学大系第二巻都市と村落』（昭和羽。⑫）は、五名の学者の論文五締（「都市」「都市計画」「農村」「漁村」「農村問題」）
を収録して一書としたものである。都市と農村とは、人間の生活の場としての代表的なかたちである。町村といった共同社会を構成しているもの
り
ょ
う
ぞ
う
知
識
社
会
学
と
市
民
社
会
論
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
武
川
良
一
二
（
一
八
九
八
～
一
九
八
七
）
は
、
千
葉
県
茂
原
市
の
ひ
と
で
あ
る
。
早
大
文
学
部
で
西
洋
哲
学
を
学
び
、
卒
業
後
富
山
房
編
集
部
に
つ
と
め
、
後
年
外
務
省
嘱
託
、
早
大
文
学
部
教
授
、
日
本
社
会
学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
同人が著わした『知識社会学の展開」（昭和鋼・吃）は、旧・新の論文をあつめて編んだ一冊である。知識社会学（認識社会学）は、著者によ
る
と
、
知
識
の
諸
形
態
の
社
会
学
的
反
省
で
あ
り
、
認
識
論
と
ほ
と
ん
ど
恢
域
を
お
な
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
。
本
書
に
収
め
た
も
の
は
、
知
識
社
会
学
の
窓
か
ら
展
望
さ
れた〃世界観の社会学であり人間学〃であり、技術の川越であるという（「序」）。
内
容
の
鰐
は
ｌ
鋼
一
鮒
世
界
鯛
の
社
会
学
鰯
二
鮒
人
脚
学
と
知
織
社
会
学
鮒
三
鮒
披
術
と
社
会
ｌ
で
あ
る
．
小山栄三の小著『社会学概論』（昭和泌・⑫）は、大学で社会学の講義を聴く学生の参考書として執筆された書物のようである。本書の土台に
な
っ
た
も
の
は
、
大
学
で
の
講
義
案
で
あ
り
、
社
会
学
上
の
主
要
な
問
題
や
学
説
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
鋪
一
篇
枇
会
学
の
研
究
対
嬢
第
二
繍
社
会
唯
物
学
的
雄
礎
鏑
一
一
斎
社
会
心
珊
学
的
嫉
礎
第
阿
臘
社
会
化
態
学
的
雑
礎
第
五
鯖
社
会
学
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
社
会
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
き
、
そ
れ
を
じ
っ
さ
い
お
こ
な
う
力
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
つ
う
〃
社
会
学
方
法
論
“
と
称
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
漫
然
と
社
会
を
学
び
、
何
か
し
ら
の
答
が
え
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
学
問
的
裏
付
け
を
欠
い
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
三
文
の
価
値
も
な
い
の
で
あ
る
Ｐ
学
問
的
に
社
会
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
研
究
そ
の
も
の
に
た
い
し
て
〃
方
法
論
的
意
識
〃
を
も
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
は
ん
す
う
わ
が
国
の
社
会
学
で
は
、
大
正
年
代
以
後
移
植
さ
れ
た
ド
イ
ツ
流
の
社
会
学
的
方
法
論
が
不
消
化
の
ま
ま
反
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
中
に
は
実
質
的
研
究
は
、
方
法
論
ふ
そ
く
ふ
リ
的
な
論
理
に
ま
さ
る
と
妄
信
す
る
者
が
い
る
が
、
社
△
舂
学
の
実
質
的
研
究
に
と
っ
て
方
法
論
が
不
即
不
離
の
関
係
を
有
し
、
こ
の
両
者
は
不
可
欠
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
（新川正道「社会学方法論」）
社会形態・…・・……………………黒川純一社会調査の方法………………………：．…喜多野清一
社
会
心
理
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
南
博
7６（83）
革
命
の
な
か
に
す
で
に
〃
社
会
主
義
〃
や
〃
共
産
主
義
“
の
麺
の
勝
利
」
）
ま
で
あ
る
が
、
詳
細
は
い
ま
は
ぶ
く
こ
と
に
す
る
。
本
田
喜
代
治
（
一
八
九
六
～
一
九
七
二
）
は
、
兵
庫
県
蝉
路
の
ひ
と
で
あ
る
。
三
高
を
へ
て
東
京
帝
大
文
学
部
哲
学
科
に
入
り
、
社
会
学
を
専
攻
し
た
。
大
正
十
三
年
（一九二四）二月、大阪高等学校教授となるが、昭和八年（一九三三）四几反嗣国主義的な言動を理由に退職に追いこまれた。戦後、名古屋大
学
文
学
部
教
授
、
法
政
大
学
社
会
学
部
教
授
、
和
光
大
学
人
文
学
部
教
授
を
雌
征
し
た
。
同人が著わした『フランス革命史』（昭和”・吃）は、じぶんがフランス革命のことを勉強したくて書いたものという。フランス革命は、〃ブル
ジョワ民主主義革命“であったが、いまのところ日本語で簡単に読めるてきとうな本はないという。本書はほんものが州るまでのつなぎの代用品
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
耶
突
で
あ
る
。
遇
よ
Ｕ
本田喜代治（一八九一ハー一九七一一）は、兵
（
一
九
二
四
）
二
月
、
大
阪
高
等
学
校
教
授
と
な
る
ぶ
学
文
学
部
教
授
、
法
政
大
学
社
会
学
部
教
授
、
和
光
Ｌ
福武直の『日本農村の社会的性格』（昭和別。ｌ）は、これまでに発表した論文と新たに識き加えた調森覚書からなる論文染だという。わが国
の農村社会の〃性格〃を追求することは、農村の民主化だけにとどまらず、Ｈ本そのものの民主化にとっての前提条件であるという。農民はわが
国
の
人
口
の
半
ば
を
占
め
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
農
村
を
民
主
化
し
な
い
で
、
日
本
社
会
の
民
主
化
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だという。
騨われわれにとって亜要なことは、フランス革命から何を学びとるかである。われわれがフランス茄命から汲みとらねばならぬ教訓は、フランス
命のなかにすでに〃社会主義〃や〃共産主義〃の要素があったことだという。内容は第一章（「大革命の世界史的意義」）から第十九章（「反動
フランス革命史
ガ
木111斜ｲＷ)群`小頂川譜風
本H1喜代治耕『フランス革命史』。
は
、
〃
家
族
〃
と
い
っ
た
集
合
体
で
あ
る
。
家
族
は
居
住
形
態
か
ら
み
た
ば
あ
い
、
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
単
位
と
い
う
（
今
井
登
志
喜
「
第
一
編
那
巾
」
）
。
東
洋
文
化
研
究
会
議
編
「
東
洋
の
家
と
官
僚
』
（
昭
和
肥
。
、
）
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七）十一月上旬に、「東洋文庫」において開催した〃東洋の家〃と〃東洋官僚〃につい
て
の
八
名
の
研
究
報
告
と
討
論
を
収
録
し
て
一
評
を
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
部
印
度
、
中
国
、
イ
ス
ラ
ム
、
日
本
の
家
第
二
部
欧
米
中
国
、
日
本
の
官
僚
中
国
に
於
け
る
官
僚
批
判
の
文
学
討
論
Ｉ
で
あ
る
。
日本の〃東洋文化研究〃の大部分は、戦争政簸に卑屈に奉仕したが、半間上ある枕の
(84）７５
社会学伝来考
川
制
の
商
校
生
は
、
ま
ず
学
内
の
民
主
化
、
学
剛
の
日
山
、
自
治
の
碓
立
な
ど
を
目
ざ
し
て
う
ご
き
だ
し
、
こ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
社
会
科
学
研
究
会
や
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
貧
し
い
人
間
の
生
活
向
上
に
つ
と
め
る
社
会
運
動
）
も
活
動
を
再
開
し
た
。
敗
戦
の
年
の
十
月
‐
１
１
局
等
学
校
の
軍
国
主
義
的
な
校
長
を
排
斥
す
る
運
動
が
静
岡
高
校
、
水
戸
高
校
で
お
こ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
軍
国
主
義
教
育
者
の
即
時
解
職
と
追
放
を
指
令
し
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
各
大
学
に
お
い
て
有
志
が
発
起
し
た
。
十
一
Ⅱ
二
十
六
Ｈ
１
鼎
大
第
二
高
等
学
院
は
、
学
生
大
会
に
お
い
て
陸
臓
末
生
徒
の
入
学
反
対
を
決
議
し
た
．
お
な
じ
こ
ろ
、
豪
帝
国
大
学
も
同
じ
く
反
対
遮
勤
を
お
こ
し
た
。
同
月
、
法
政
大
学
に
お
い
て
反
動
教
授
を
追
放
し
、
進
歩
的
教
授
の
復
職
運
動
が
お
こ
っ
た
。
佐
賀
高
校
で
も
校
長
の
排
斥
、
教
授
の
復
職
運
動
が
お
こ
っ
た
。
宮本顕治その他）が、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
まんといた。
日
本
の
農
村
の
〃
特
異
な
性
格
〃
と
は
な
に
か
。
わ
が
国
の
農
村
は
、
そ
の
基
本
的
社
会
構
造
か
ら
み
て
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
類
型
に
わ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
Ｉ
、
日
本
国
民
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
玉
音
放
送
を
聴
い
て
、
虚
脱
状
態
に
陥
り
、
し
ば
し
呆
然
と
立
ち
つ
く
し
た
の
で
あ
る
。
が
、
や
が
て
迷
い
か
ら
さ
め
る
と
、
め
い
め
い
今
後
の
生
き
力
を
集
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
学
内
に
は
進
歩
や
嚥
命
を
快
く
お
も
わ
ぬ
川
体
制
の
残
灘
ｌ
傑
守
的
な
人
洲
が
ご
の連けい的な結合をいう。
前
者
は
、
本
家
を
中
心
と
し
て
血
縁
ま
た
は
非
血
縁
の
分
家
ま
た
は
準
分
家
的
な
農
家
を
従
属
者
と
す
る
上
下
的
な
結
合
を
い
み
す
る
。
後
者
は
、
だ
い
た
い
平
等
な
職
全
日
本
学
生
直
論
会
議
合
書
記
局
編
室
遮
勤
ｌ
当
而
の
隷
麺
と
史
的
懲
義
』
（
昭
馴
塑
・
‐
）
は
↑
橘
の
講
演
者
（
石
母
山
疋
大
山
郁
犬
羽
仁
冗
郎
本
顕
治
そ
の
他
）
が
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七
月
三
日
に
東
京
大
学
に
お
い
て
、
〃
学
問
の
自
由
擁
護
の
た
め
に
“
お
こ
な
っ
た
講
演
の
筆
録
を
一
冊
の
本
に
内
容
の
概
略
は
１
１
序
結
論
農
村
民
主
化
の
課
題
第
一
部
農
村
社
会
結
合
の
特
質
第
二
部
農
村
社
会
調
査
覚
書
第
三
部
農
村
社
会
の
諸
問
題
附
論
ｕ
本
的
社
会
へ
の
反
省
ｌ
で
あ
る
．
同
族
結
合
的
部
落
こ
う
ぐ
み
講
紺
結
合
的
部
落
7４（85）
的に加入させられた。
でこに平
あ太で著抗安内
る平は背しｌｌｌｉ容
が洋女にて代の
、１１１１ｔ性よの慨
こイトはる第女略
のちまと八性は
!；馬＄侭↓
同木無ま治ＩＩＩ章
七女視で維
年｜/ｌｉさの新第第
へはれ［１と四一
一どる本女章章
九うのの性
三生がＩＷｉお封ｌ］
二きふ史よ｝d１本
～たつのびilillの
にのうほ家の原
か力、でと旅発胎
け゜あん展共
て戦つど鏑と産
、イトたは九女制
文は゜、章性と
部女女日母
省Ｉ１Ｉｉｌｔ本女第系
やの史の性Ⅱ氏
陸４１１に男解章族
IF【活側女放制
衿をすのの封
の－.る雁た建節
１１１：変著史たiljIlこ
いさ述とかの章
りせはいい光
でた、う成ど
、とこよ；､ｉとれ
左いれ１,十家い
記うま、章族lll
の。で人制と
よ’1Nに民資度家
う和もを本父
な（あ支主第長
婦イIくつ配義六専
人へたすの章制
団一がる発の
体九、少展百成
が三そ数と姓立
つ○のり）女・
く￣数性性町第
らとはの人三
れいき歴第・章
、えわ史十女
すばめで一性ど
くｉｉＭｉてあ章のれ
て州少つ化い
のり「なたむ活↑１１
女変かとすよ
'`１１がついび筋り
禦瞥凧｜鴇臘れるだでルリ
にｉｉｉかあ封へＩＷ１ｌｌｌ阜々$’
よ》つと努めたという。
雌が活発となった。。
ぎ
ょ
し
井上清（一九一一一一～一一○○一、歴史学者、京大教授）は、マルクス主義のたちばから、天皇制や部落問題などを取りあげたことで知られる。
同
人
が
著
わ
し
た
『
日
本
女
性
史
』
（
昭
和
別
・
’
）
は
、
日
本
の
原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
〃
人
民
女
性
の
歴
史
〃
を
、
社
会
の
歴
史
全
体
と
の
つ
な
が
り
の
も
と
に
研
究
し
た
も
の
と
い
う
。
す
べ
て
の
Ｈ
本
女
性
の
災
生
活
、
そ
の
苦
し
み
と
よ
ろ
こ
び
、
そ
の
し
い
た
げ
ら
れ
た
聾
と
そ
の
解
放
の
闘
い
、
耕
杵
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
Ｊﾒィスユ
６鯛
性
史
H１杏脇刊
）|:｣:h1i鵜『１１本女Ｉｌｌ:史｣。
〔早稲111大学中央図iII館政〕
そ
の
他
、
日
大
（
医
）
予
科
、
大
阪
商
大
、
東
産
大
な
ど
で
も
同
様
の
運
動
が
お
こ
っ
た
。
十
二
月
八
日
１
１
来
京
那
下
学
生
巡
絡
会
談
（
東
大
、
早
大
、
慶
大
、
日
大
、
來
女
大
他
）
が
ひ
ら
か
れ
、
加
川
主
義
の
排
除
、
学
内
の
民
主
化
、
治
組
織
を
硴
立
す
る
こ
と
を
談
し
た
。
十
二
月
八
日
１
－
上
凪
大
に
お
い
て
は
瀧
川
教
授
が
復
帰
し
、
九
大
の
兀
氏
も
復
帰
し
た
。
蝋
鵬
椰
二
十
一
年
（
一
九
Ｗ
六
）
一
Ⅱ
ｌ
山
川
均
は
人
爬
縦
線
遡
鋤
を
拠
峨
し
た
．
三
川
、
松
江
高
校
校
長
は
学
校
か
ら
追
わ
れ
た
。
六
月
、
社
会
主
義
学
生
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
九
月
、
府
立
高
校
を
排
斥
す
る
述
動
が
お
こ
っ
た
。
こ
の
年
、
全
国
の
学
生
協
議
会
が
活
発
に
ひ
ら
か
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
Ⅲ
七
）
一
月
、
東
大
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
活
(86）７３
社会学hi来琢
大東収（太平洋）戦争がはじまると、この三つが〈Ⅱ同し、「大日水婦人会」となり、すべての女性がそれに強制的に加入させられた。女性はエ
プロンをし、たすきをかけて川征兵士の見送りや慰側鎧つくりを強制させられた。
女性の中には紡縦工場や機械器具工場などで工場労働舌として働くものもいたが、戦争がはじまってからは、〃女子挺身隊“として徴川をうけ
た。その数は四十七万二千人をこえていた。一般市民の女性は、長年の家業をやめて、〃転業〃を強制された。戦争がはじまると、飢えがはたら
く国民にも迫ってきたが、軍人と役人と資本家は、料亭や待合での日夜の宴会に酔いつぶれたという。
誉荷によるとすべての女性に戦争の苦しみをあたえた艫本人は、富と権力をかねそなえた天皇ｌ天皇制のｕ水だという（「むすび」）．
大日本迎合婦人会：……・………・…：……主に農村の主婦を加入させた。
大ｎ本連合女子率川年Ⅲ…・・……・…………各地方にあった「処女剛」の後身。未蛎女性を強制的に加入させた。
大日本川防婦人会・…………………・・……陸耶杓がつくったもの。
●
）
マツシマ・ウヘイ將『特殊プラク２０()o平山-11本
レキシのよこがお｣。〔Wiiill1大学''１火|刻書餓蔵〕
（
毎
藩
）
（
藍
史
）
マ
ッ
シ
マ
・
ウ
ヘ
イ
の
『
特
殊
ブ
ラ
ク
’
一
○
○
○
年
央
ｌ
ｎ
本
レ
キ
シ
の
（
制
畝
）
よ
こ
が
お
』
（
昭
和
型
。
ｌ
）
は
、
文
字
ど
お
り
の
内
容
を
も
つ
聿
自
物
で
あ
る
。
著
者
は
お
や
ま
（
一
九
○
九
～
？
）
栃
木
県
小
山
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
外
国
語
学
校
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
証
、
部
）
や
拓
殖
大
学
に
学
ん
だ
の
ち
労
働
組
合
の
し
ご
と
に
従
事
、
戦
後
は
部
蕗
解
放
金
岡
委
仇
会
の
中
央
委
貝
に
選
ば
れ
た
。
社
会
巡
勅
家
・
尚
介
テ
ル
の
友
人
で
あ
る
。
「
こ
の
本
で
わ
ま
っ
た
く
あ
た
ら
し
い
か
き
か
た
で
ペ
ン
お
す
す
め
ま
し
た
」
と
「
は
し
が
き
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
同
謝
を
ほ
と
ん
ど
〃
ひ
ら
が
な
〃
で
沸
い
て
い
る
の
は
、
商
介
テ
ル
に
感
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
漢
字
（
本
人
は
”
シ
ナ
モ
（文字）
ジ〃と呼んでいソｏ）は、耕者の考えでは、「モジの世界の特殊プラク」なの
である。
7２（87）
自
己
変
革
の
苦
悩
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
同
人
の
『
社
会
の
起
原
』
（
昭
和
刈
・
２
）
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
刊
行
し
た
書
の
再
刊
で
あ
る
。
諜
者
が
〃
社
会
の
起
源
〃
を
問
題
に
し
た
の
は
、
社
会
諸科学の方法論の原理的なものをそこに探ろうとするだけでなく、この問題のもつ哲学的意味を問わんとしたからである。著者によると、戦後の
思想は、廃嘘のなかから新たに創造さるるべきであるという。この創造にたちむかうには、過去の自分と対決せねばならぬという。創造の苦悩は
した。
殊
プ
ラ
ク
七
特
殊
プ
ラ
ク
と
日
本
の
巡
命
１
１
１
で
あ
る
。
ゆ
ず
る
岡
川
譲
（
一
九
○
六
～
六
九
、
昭
和
期
の
社
会
学
者
）
は
、
東
京
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
市
大
の
社
会
学
科
を
卒
業
後
、
ム
ロ
湾
に
わ
た
り
、
台
北
帝
大
文
政
学
部
講
師
と
なり、のち東京高師や東京教育大学教授を歴任した。同人が著わした『埜礎社会』（昭和型。ｌ）は、おもに台湾時代の成果を収めたものであり、
二
、
三
の
民
族
の
蛾
礎
蝶
Ｍ
１
と
く
に
家
族
籾
旋
村
総
に
つ
い
て
の
綱
迩
聯
究
を
ま
と
め
て
一
課
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
辮
の
概
略
は
１
節
一
顧
台
満
北
綱
の
村
瀧
生
滅
蛎
二
嗽
台
濟
北
郷
村
溌
に
於
け
る
祭
祀
閥
鋤
三
職
蛎
櫛
（
中
風
術
瓢
の
緬
称
１
編
幽
臓
鞭
、
襲
耐
な
ど
）
に
於
け
る
家
族
と
村
濡
鋪
四
章
未
柵
枇
会
に
於
け
る
家
族
と
村
辮
節
派
瀬
大
家
縦
ｌ
で
あ
る
．
か
け
は
し
あ
き
ひ
で
梯
明
秀
（
一
九
○
一
一
～
四
一
、
昭
和
期
の
哲
学
者
）
は
、
徳
島
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
京
都
帝
大
で
学
ん
だ
の
ち
、
北
支
那
開
発
会
社
に
勤
務
し
た
。
戸
坂
潤
ら
と
マ
ル
ク
ス
主
義
を
研
究
し
、
唯
物
論
の
た
ち
ば
を
と
っ
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
検
挙
さ
れ
転
向
し
た
。
戦
後
、
六
高
（
現
・
岡
山
大
学
）
や
立
命
館
大
学
教
授
を
歴
任
梯IU1秀署『社会の起源』。
〔早稲川大学中央図譜鮒蔵〕
著
者
が
本
書
を
執
筆
し
た
動
機
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
日
本
民
族
の
す
べ
て
は
、
部
落
生
活
の
し
こ
り
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
の
苦
し
み
、
人
間
の
ま
っ
た
く
意
味
の
な
い
、
傷
つ
け
あ
い
を
な
く
す
た
め
に
、
特
殊
部
蕗
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
原
始
時
代
の
社
会
が
平
和
で
あ
っ
た
の
は
、
血
の
つ
な
が
り
に
よ
る
、
お
な
じ
運
命
観
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
人
間
同
志
は
、
た
が
い
に
命
を
お
び
や
か
す
こ
と
を
せず、平和的にくらしていた。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
ま
え
が
き
一
宇
棚
と
人
頗
二
Ⅲ
木
瓜
鵬
の
な
り
た
ち
三
原
日
本
人
の
生
活
四
部
族
凶
家
五
ド
レ
ィ
制
社
会
六
ホ
ゥ
ケ
ン
制
社
会
と
将
(88）７１
社会学伝来考
わ
れ
わ
れ
が
日
本
の
歴
史
を
研
究
す
る
の
は
何
の
た
め
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
社
会
に
存
す
る
矛
盾
を
止
揚
し
、
日
本
人
の
す
べ
て
が
幸
福
な
生
活
を
い
と
な
め
る
よ
う
な
社
会
を
建
設
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
学
者
の
歴
史
研
究
の
態
度
や
研
究
目
的
も
、
こ
こ
に
収
れ
ん
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
。
こ
う
満
水
盛
光
の
「
中
国
族
産
制
度
牧
』
（
昭
和
別
・
３
）
は
、
「
学
術
研
究
会
議
」
に
提
出
す
べ
き
研
究
報
告
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
著
者
が
同
会
議
よ
り
研
究の委嘱をうけたのは昭和十九年（一九四四）二月であり、稿をおえたのは昭和二十年五月であった。同書のタイトルにみられる〃族産〃とは、
早
瀬
利
雄
の
『
社
会
学
批
判
』
（
昭
和
泌
・
２
）
は
、
『
現
代
社
会
学
批
判
』
（
同
文
館
刊
、
昭
和
９
．
⑫
）
の
名
の
も
と
に
公
刊
し
た
も
の
を
、
今
回
墹
訂
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
．
初
版
は
現
代
社
会
学
の
弁
証
法
的
批
判
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
禰
刊
に
あ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
艦
史
的
生
成
と
そ
の
理
論
的
鑑
調
ｌ
と
く
に
文
化
社
会
学
の
発
展
と
そ
れ
に
た
い
す
る
批
判
の
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
に
努
め
た
と
い
う
。
内
辮
の
概
略
は
ｌ
序
序
繍
社
会
学
批
判
の
方
法
論
箙
」
策
祉
章
批
判
の
意
義
と
蓬
鯛
二
鰍
科
学
的
社
会
学
へ
の
序
説
雛
一
繍
祉
会
学
批
判
の
諸
問
題
第
二
篇
現
代
社
会
学
批
判
第
一
章
形
式
社
会
学
か
ら
文
化
社
会
学
へ
第
二
章
現
代
文
化
社
会
学
の
現
実
的
地
盤
第
三
章
ア
メ
リ
カ
文
化
社
会
学
の
成
立
と
理
論
第
四
章
文
化
社
会
学
と
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
第
五
章
ア
メ
リ
カ
社
会
学
批
判
の
方
法
１
－
で
あ
る
。
和
歌
森
太
郎
（
一
九
一
江
～
七
七
、
歴
史
学
者
）
は
、
千
葉
県
の
ひ
と
で
あ
る
。
東
京
文
理
科
大
学
で
学
ん
だ
の
ち
、
日
本
古
代
史
・
文
化
史
の
研
究
に
従
事
し
、
同
大
学助教授をへて戦後東京教育大学教授となった。敗戦後、ほどなく〃日本古代社会〃の研究は、にわかに活発になった。戦時中はこの分野の研究
は
は
ば
か
ら
れ
た
が
、
そ
の
重
苦
し
い
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
か
ら
は
、
自
由
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
忌
た
ん
の
な
い
批
評
を
下
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
研究の課題は、家》
の
社
会
ｌ
で
あ
る
．
会
的
経
済
艤
成
ｌ
で
あ
る
．
る
０戦後、刀のこもった労作が続々と発表されたが、それらはけっしてにわか勉強の所腋ではないという。著村によると、研究科は戦前戦中、研鐡
し
し
の
手
を
や
す
め
る
｝
」
と
な
く
孜
々
と
し
て
学
び
、
戦
後
晴
れ
て
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
同人が著わした『日本古代社会』（昭和型・２）は、国家成立までの社会とその後の社会などについて考究したものである。わが国の古代社会
川
究
の
課
題
は
、
家
族
・
親
族
・
氏
族
・
部
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
第
一
章
国
家
成
立
ま
で
の
社
会
筋
二
軍
と
第
三
章
国
家
成
立
後
内
容
の
概
略
は
ｌ
再
刊
お
よ
び
初
版
序
文
第
一
章
社
会
発
生
の
宇
宙
的
必
然
性
錨
二
章
人
繍
動
物
起
源
論
第
三
童
敵
会
生
態
起
源
論
第
四
鬘
隙
社
7０（89）
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
民
主
主
溌
お
よ
び
社
会
主
義
を
め
ぐ
る
思
想
上
の
臓
乱
第
二
識
か
ら
鋪
三
章
ま
で
畷
史
的
呪
繋
と
し
て
の
資
本
主
義
的
勃
興
期
の
濁
占
資
本
主
義
時
代
の
民
主
主
義
と
社
会
主
義
第
五
章
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
と
社
会
民
主
主
義
以
下
、
第
九
章
ま
で
あ
る
が
省
略
－
１
た
書
Ⅲ
で
あ
る
。
これらの一一一一口葉は、〃家族〃の意味炉
家
族
と
い
う
も
の
は
、
一
つ
の
〃
共
産
体
“
内
容
の
慨
珊
は
ｌ
総
論
鍬
一
艤
牛
江
蹴
臓
箙
の
性
機
と
機
鵬
ｌ
で
あ
る
．
である。
従
来
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
い
っ
さ
い
の
民
主
主
義
や
社
会
主
義
お
よ
び
そ
の
迦
動
は
、
封
建
的
、
軍
国
主
義
的
政
府
の
忌
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
思
想
を
抱
いたり、運動にかかわると、容赦なく弾圧された。が、敗戦を機に、外部（戦勝国アメリカ）から、あるいは上のほうから〃天の賜物〃として突
ゆ
う
い
も
堀
江
邑
一
の
小
著
『
民
主
主
義
と
社
会
主
義
』
（
昭
和
型
・
３
）
は
、
一
般
む
き
に
や
さ
し
く
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
。
新
し
い
あ
か
る
い
Ⅱ
川
本
の
建
設
を
労
働
者
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、
問
題
を
出
し
あ
い
、
互
い
に
考
え
、
い
っ
し
ょ
に
疑
問
を
解
い
て
ゆ
く
た
め
に
、
モ
ミ
ク
チ
ャ
に
し
て
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
箸
わ
さ
れ
という。
氏
族
の
共
有
す
る
財
産
の
こ
と
を
い
う
。
中
国
で
は
家
族
成
員
の
取
得
に
か
か
る
財
は
家
族
の
共
有
で
あ
り
、
各
成
員
が
そ
れ
を
私
産
と
し
て
保
有
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と呼ばれていた。
ま
た
中
国
の
家
族
は
、
古
く
か
ら
同；同同
嚢閃財居（住屑の共同の意）
（財産の共同の意）
（おなじ飯を食べる意）
の
意
味
に
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
〃
同
財
〃
は
〃
共
産
〃
（
財
産
を
共
有
す
る
こ
と
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
か
ら
、
中
国
の
〃共産体“に他ならないことがわかるという（「緒論」）。
第
一
章
族
産
の
極
頬
と
目
的
節
二
章
族
産
の
起
源
と
発
展
第
三
歳
族
産
の
設
置
と
分
布
第
四
章
族
産
の
規
約
と
巡
営
第
(90）６９
社会学伝来考
か
れ
の
哲
学
や
芸
術
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
第
二
編
は
、
会
発
展
の
根
底
に
う
ご
け
る
社
会
的
論
理
を
究
明
し
た
も
の
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
編
タ
ル
ド
社
会
学
の
背
景
塗
著
者
に
よ
る
と
、
タ
ル
ド
の
社
会
学
を
理
解
す
る
カ
ギ
は
、
そ
の
哲
学
・
芸
術
思
想
の
解
明
に
あ
る
と
し
、
〃
科
学
的
社
会
学
〃
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
〃
哲
学
的
社
会学〃〃芸術的社会学〃として理解せんとするものだという。著者は第一編において、タルド社会学の背景として、かれの伝記を筒叙し、ついで
か
れ
の
哲
学
や
芸
術
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
第
二
編
は
、
タ
ル
ド
社
会
学
の
本
質
に
迫
る
も
の
で
、
著
者
の
批
判
を
も
含
ん
で
い
る
と
い
う
。
第
三
編
は
、
社
如
あ
た
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
大
衆
は
古
く
さ
い
考
え
や
し
き
た
り
を
が
ん
こ
に
守
る
こ
と
に
順
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
外
来
の
新
思
想
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
が
じ
っ
さ
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
民
主
主
義
の
名
を
も
っ
て
、
戦
時
ち
ゅ
う
軍
部
と
協
力
し
て
いた既成政党や社会ファシストらが、”民主主義化〃を妨害したり、サボろうとしているという。
山
岡
栄
市
の
『
社
会
学
研
究
ｌ
タ
ル
ド
を
中
心
と
し
て
』
（
昭
和
鰹
・
ａ
）
は
、
東
京
文
理
科
大
学
に
お
け
る
研
究
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
翼
を
ま
と
め
き
よ
う
て
い
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
稿
は
戦
中
に
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
〃
フ
ラ
ン
ス
も
の
〃
の
由
を
も
っ
て
出
版
の
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
ず
、
何
年
も
筐
底
に
眼
っ
て
一
書
と
し
た
も
り
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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塩谷孝太郎箸『部落史論考｣。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕 第一
章
ガ
ブ
リ
ェ
ル
・
タ
ル
ド
の
生
涯
第
二
章
タ
ル
ド
の
哲
学
思
想
第
三
章
タ
ル
ド
の
社
会
学
論
第
二
編
タ
ル
ド
社
会
学
の
体
系
第
三
編
社
会
的
論
珊
ｌ
で
あ
る
．
塩谷孝太郎の『部落史論考』（昭和型・３）は、「同和奉公会」の機関誌『国
民
同
和
運
動
」
に
連
載
し
た
も
の
を
数
年
前
に
刊
行
し
、
こ
ん
ど
再
び
有
志
の
要
望
に
こ
た
えて復刊した。著者は同和奉公会支部の顧問である以外、その履歴については
不
明
で
あ
る
。
著
者
が
偶
然
の
機
会
か
ら
〃
部
落
の
歴
史
〃
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
秋
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
後
敗
戦
ま
で
十
年
以
上
も
著
者
は
、
特
高
に
い
じ
め
ら
れ
通
し
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
誤
解
の
さ
れ
続
け
で
あ
り
、
趣
旨
を
幾
百回説明したかわからぬという（「再刊に際して」）。しかし、幾多の不快な事
件
の
数
々
の
想
い
出
は
、
昭
和
二
十
年
二
九
四
五
）
八
月
十
五
日
を
も
っ
て
終
わ
り
を
つ
6８（91）
ｒ
「
１
１
内
容
の
概
略
は
－
１
序
初
版
の
序い
形
神
人
５
遊
び
と
は
神
事
を
謂
ふ
＞
つ
｡ 従来
の
〃
部
落
考
〃
に
は
、
か
な
り
乱
暴
な
も
の
が
多
い
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
人
道
主
義
か
興
味
本
位
に
書
か
れ
て
い
て
、
部
落
問
題
の
原
因
探
求
ま
で
ふ
み
込まず、結果ばかりを叙することに片寄っているという。部落民を賎視することなく、差別意識を排し、ふつうの人として扱わねばならぬのに、
〃異民族説“や〃賎民浮浪者説〃などが世間に流布しているため、世間の誤解や誤った先入感や差別意識をなくすためにも社会教育が必要だとい
げた。（、）『昭和ｎ．卯。、年版日本出版年鑑』（日本出版協同株式会社、、昭和二十二年七月）、一六頁。
注グー、グー、グー、グー、〆戸、グー、グー、グー、〆＝、〆向、グー、'－，１２１１１０９８７６５４３２１
、‐＝、-〆、－’、－ｸﾞ、_グ、､ゴ、－〆■-〆凶一〆、－〆、_ン塁一”『
出
版
の
検
証
ｌ
敗
戦
か
ら
現
在
ま
で
一
九
四
五
～
一
九
九
○』（出版ニュース社、平成十四年五月）、五頁を参照。
同右。
小川菊松著『日本出版界のあゆみ』（誠文堂新光社、昭和三十七年六月）、一六四頁。
注
（
７
）
に
お
な
じ
。
清水幾太郎「これからの文化」（『談論』創刊号－－第一巻第一号所収、昭和二十一年五月）
「座談会鰄胴杯文化弾圧・抗争の歴史」（『人民評論』第四巻第三号所収、昭和二十三年六月）
鈴
木
敏
夫
署
『
出
版
好
不
況
下
興
亡
の
一
世
紀
』
（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
）
、
一
一
四
八
頁
。
伊
豆
公
夫
署
『
現
代
史
こ
の
現
在
の
瞬
間
に
』
（
九
州
評
論
社
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
）
、
四
六
頁
。
木
下
宗
一
箸
『
号
外
昭
和
史
』
（
磯
部
書
房
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
）
、
二
四
五
頁
。
宮
本
憲
一
署
『
昭
和
の
歴
史
囮
経
済
大
国
』
（
小
学
館
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
）
、
一
九
六
頁
。
『
写
真
図
説
綜
合
日
本
史
第
八
巻
』
（
国
際
文
化
情
報
社
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
）
、
一
三
六
九
頁
。
木
下
宗
一
箸
『
号
外
昭
和
史
』
（
磯
部
書
房
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
）
、
宮
本
憲
一
署
『
昭
和
の
歴
史
囮
経
済
大
国
』
（
小
学
館
、
昭
和
五
‐
『
写
真
図
説
綜
合
日
本
史
第
八
巻
』
（
国
際
文
化
情
報
社
、
昭
和
『昭和史の地図』（成美堂出版、平成十七年十二月）、四五頁。
あ
ら
し
ら
ひ
げ
み
そ
ぎ
は
ら
え
ち
ら
し
が
き
Ｉ
部
落
史
の
誤
解
に
つ
い
て
２
河
原
巻
物
は
偽
書
に
非
ず
３
氏
の
神
と
－
し
て
の
白
髭
明
神
４
喫
祓
散
書
と
僧
以
下
省
略
－
１
で
あ
る
。九九
五
』
（
文
化
通
信
社
、
平
成
八
年
十
二
月
）
、
一
二
頁
。
お
よ
び
『
出
版
デ
ー
タ
プ
ッ
ク
’
九
四
五
～
二
○
○
(92）６７
社会学伝来考
〆￣、'-，グー、グー、グー、グー、〆－，
２０１(）１８１７１６１５１４
■－グ、＝〆、－〆、＝〆、－”、-〆、＝〆
た
め
ぞ
う
市川を捕えた特高刑事は、山県為一一一警部である。同人はのちに東京都会議貝になった。市川はこの、刀の言語に絶する拷問にあい、佐野学を上海で逮
捕
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
暗
号
の
キ
イ
を
白
状
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
市
川
は
数
ヶ
月
間
警
視
庁
に
慨
慨
さ
れ
、
つ
い
で
豊
多
摩
刑
務
所
に
移
さ
れ
た
と
き
、
ほ
と
ん
ど
歩
く
務
所
を
転
々
と
し
た
が
、
こ
の
”
が
ら
運
動
に
は
欠
か
さ
ず
出
た
。
さ
い
ご
ま
で
獄
内
の
同
志
を
は
げ
ま
し
た
。
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
官
憲
の
”
仮
出
獄
〃
と
ひ
き
か
え
の
“
転
向
“
の
誘
惑
に
も
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
態
度
で
断
同
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
市
川
は
ひ
じ
ょ
う
に
謙
遜
で
、
て
い
ね
い
な
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ひ
じ
ょ
う
に
ト
シ
弁
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
れ
た
理
論
家
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
千
葉
、
北
海
道
、
宮
城
の
各
刑
務
所
を
転
々
と
し
た
が
、
こ
の
間
に
、
体
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
た
。
急
性
肺
炎
の
あ
と
に
坐
骨
神
経
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
ど
こ
の
監
獄
に
お
い
て
も
身
体
を
ひ
き
ず
り
な
市
川
正
一
は
、
長
い
獄
中
生
活
の
な
か
で
節
操
を
か
た
く
守
り
、
そ
の
剛
志
は
い
さ
さ
か
も
お
と
ろ
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
身
長
は
一
七
一
セ
ン
チ
、
亡
く
な
っ
た
と
き
体
重
は
一
一
一
八
キ
ロ
そ
こ
そ
こ
し
か
な
か
っ
た
。
歯
を
す
べ
て
失
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
歯
で
、
仙
台
の
監
獄
で
は
”
麦
め
し
〃
（
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
鳩
が
食
う
丸
麦
が
入
っ
た
も
の
）
を
苦
労
し
な
が
ら
食
べ
て
い
た
。
は
し
で
一
つ
一
つ
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
と
り
の
ぞ
き
、
麦
を
は
し
で
つ
ぶ
し
な
が
ら
食
べ
る
の
で
あ
る
。
…
…
獄中の市川は、「われわれはなんとしても生き抜かなければならない。かならずわれわれは、もう一ぺん獄外へでて働かなければならない」といい、
Ｉ
革
命
家
と
い
う
も
の
が
監
獄
に
ほ
お
り
こ
ま
れ
た
と
き
、
敵
の
郷
肛
に
肌
服
す
る
と
、
そ
れ
が
気
お
ち
の
は
じ
ま
り
．
そ
れ
か
ら
健
康
も
阻
害
さ
れ
、
闘
争
柵
神
も
に
ぷ
よ
る
か
ら
、
い
や
し
く
も
う
ご
け
る
以
上
は
、
這
っ
て
で
も
運
動
場
に
で
て
ゆ
く
。
市
川
は
こ
の
よ
う
な
生
活
態
度
と
気
は
く
を
そ
さ
い
ご
ま
で
検
事
し
た
。
そ
し
て
そ
の
死
の
直
前
ま
で
、
小
さ
い
ダ
ン
ゴ
を
一
日
に
三
度
食
べ
る
だ
け
で
生
き
て
い
た
。
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
市
川
い
っ
た
。
『
図
説
総
合
日
本
蚫
注（⑫）の『出版〈
注（週）の一○頁。
注（、）の一九一
注（旧）の八頁。
注（、）の一九Ｌ
市川正一は、長．
谷
幸
次
「
日
本
国
民
の
不
朽
の
指
導
者
市
川
正
一
同
志
」
（
Ⅱ
本
共
産
党
中
央
機
関
誌
『
前
衛
４
」
所
収
、
昭
和
釦
・
４
）
志
賀
義
雄
「
市
川
正
一
同
志
を
し
の
ぶ
ｌ
逝
去
十
周
年
に
さ
い
し
て
」
（
日
本
共
産
党
中
央
機
関
誌
『
前
衛
５
』
所
収
、
昭
和
釦
・
５
）
［参考文献］
総
合
日
本
史
第
八
巻
』
（
国
際
文
化
情
報
社
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
）
、
一
四
一
五
頁
。
の
『
出
版
の
検
証
ｌ
敗
戦
か
ら
現
在
ま
で
一
九
四
五
～
一
九
九
五
」
に
お
な
じ
。
の一九七瓦。
九五頁。
6６（93）
が
り
を
見
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
（皿）新明正道編『社会学小辞典』
山県為三「特高警察華やかなりし頃」（『読本・現代史』所収、文藝春秋臨時増刊号、昭和羽。、）
（
皿
）
わ
が
国
に
お
い
て
、
人
間
を
と
り
ま
く
ま
わ
り
の
世
界
（
環
境
）
が
包
含
す
る
諸
問
題
に
、
ひ
と
が
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
十
年
代
で
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
学
問
的
な
研
究
の
対
象
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
で
あ
る
。
環
境
社
会
学
と
称
す
る
学
問
が
さ
ら
に
深
化
し
、
学
会
と
し
て
結
実
し
た
の
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
平
成
二
年
（
’
九
九
○
）
に
創
設
さ
れ
た
「
環
境
社
会
学
研
究
会
」
が
「
環
境
社
会
学
会
」
と
改
組
さ
れ
た
の
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
と
い
う
（
『
現
代
社
近年、環境は人類にとって切実な問題であり、それにたいする取り組みも学会を中心に活発化している。人類にとっていちばん大切なことは、住み
よ
い
共
同
社
会
を
ど
う
創
っ
て
ゆ
く
か
で
あ
ろ
う
。
が
、
わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
が
、
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
環
境
問
題
に
関
し
て
は
、
各
研
究
者
が
さ
ま
ざ
ま
の
事
例
報
告
を
お
こ
な
っ
て
は
い
る
が
、
環
境
保
全
を
め
ぐ
る
具
体
策
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
の
報
告
は
へ
け
っ
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。
法
政
大
学
社
会
学
部
の
専
従
教
負
で
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
右
力
な
教
授
に
Ｉ
舩
艫
艫
賃
池
山
寛
二
、
山
中
苑
、
堀
川
三
郎
の
議
氏
が
い
る
が
、
か
れ
ら
は
近
年その研究領域をさらに拡充し、学際的分野にまで進出し、活発な研究活動をおこなっている。その一環として、「環境社会学会」と「法政大学環境
セ
ン
タ
ー
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
十
九
年
（
二
○
○
八
）
十
月
四
日
（
士
）
か
ら
六
日
（
日
）
に
か
け
て
、
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
周
年
記
念
館
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
内
外
の
研
究
者
多
数
の
参
加
を
え
て
「
束
ア
ジ
ア
の
環
境
問
題
、
環
境
運
動
、
環
境
政
策
等
に
関
す
る
環
境
社
会
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
ご
句
冒
狩
菖
口
昏
冒
』
⑭ご§ミミミ同§』亀§向§きき§且の。＆。（・己』軍８』ｓ鼠』§§§塚・§、Ｃ賃周）が開催されたが、これは一つの科学の境界領域が、さらにひろ
ら
で
あ
る
。
会学辞典』
平
成
二
年
二
九
有信堂高文社）。
（岩崎書店、昭和二十五年二月）、四二～四三頁。
(94）６５
